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2 −はびきの　2018.11.1−

面積…26.45k㎡

人口…112,048人（前月比 ▲35）

　男…  53,381人

　女…  58,667人

世帯…  49,904

　（平成30年9月30日現在）

羽曳野市
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市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
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市長挨拶／市民マラソン大会
LICウェルネスゾーン
教育・保育施設等の園児募集
就学時健康診断／義務教育学校
平成29年度決算公表ほか
受けていますか？特定健診
国民年金／健康メール／東洋医療
図書館だより／サラダボール
LICはびきの
すくすく子育て支援
健康ふぁみりー
街かどから
制度／お知らせ／募集など
11月の相談日程
市民のページ／風流韻事
社協／シルバー／羽曳野警察署

2018年11月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL    http://www.city.habikino.lg.jp/
mail     mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。

●今月の表紙
　応神天皇陵古墳外濠外堤でドローン飛行訓
練時に撮影した１枚。ヤマトタケルが白鳥に姿
を変えた伝説にちなんで白鳥型ドローンを製
作（脱着可）。QRコードはドローン活用プロジェ
クトチームのプロモーション映像（YouTube）。

  日 時　12 月 9 日㈰（中止の場合 16 日㈰に延期）
　　　　9:15 開会式（8:40 ～ 9:05 まで選手受付）
　　　　※グラウンド状態（雨など）が悪ければ開催を延期する場合があります。
  会 場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
  対 象　市内在住・在勤・在学の方
　　　　ファミリーの部は同走される保護者（18 歳以上）が在勤者であれば
　　　　他市民でも可。申込可能人数は同走の保護者 1 人につき子ども 4 人
　　　　までです。
  申� 込　申込用紙に必要事項を記入し次の場所へ提出　※締切り 11 月 19 日㈪
  提出先：スポーツ振興課（市役所別館 3 階）、はびきのコロセアム、市民体育館
　　※申込用紙は提出先の各窓口、またはウェブサイトからダウンロード OK ！
　　※申込書は参加者本人、または保護者が記入してください

部門 対象
（年齢：平成30年4 月 1 日現在）

走行距離
男　子 女　子

1 部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2 部 30 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3 部 40 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4 部 55 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5 部 65 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ

ファミリーの部 小学生以下の子ども＆保護者 1,500 ｍ

主　催　羽曳野市、市教育委員会、市体育協会、 市スポーツ推進委員協議会、市スポーツ少年団
協　力　ボランティア連絡会、公益社団法人大阪府柔道整復師会
問合せ　スポーツ振興課　Tel 072-958-1111 内線 4411

※男女１部～５部の年齢上限はありません。（ファミリーの部を除き複数部門への参加はできません。）
　また、ファミリーの部に参加される方は 2000m 部門に出場できません！

　本市では、災害発生時の被害状況の確認や危険地帯の状況把握、公共
施設の老朽化確認など安全対策への活用と、シティプロモーション映像制
作など魅力発信に役立てるために、２機のドローンを導入しました。
　また、９月からは、ドローン活用プロジェクトチームを発足させて、日 、々
ドローン操縦技術の向上に励んでいます。
　飽くなき探求心と柔軟な発想力で、行政サービスの改善にチャレンジし
ています。

羽曳野市長　北川 嗣雄

新たな取り組みとして（ドローン活用）
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35

15

13

14

6 7 8 9

-1

２019年1月期（1月～3月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”など多様な
プログラムを展開。受講修了後もフォローアップ事業により修了者をサポートします。

＜問合せ＞ ● LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課 ☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
①住所
②氏名
③フリガナ
④性別
⑤生年月日
⑥H31.1.1現在の年齢
⑦電話番号
⑧プログラム番号
  （第1、第2希望）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号62 62

 対 象  40歳以上の羽曳野市民の方。
※ただし、医師から運動制限を受けている方
　およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ31.1.1現在）の方
□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ31.1.1現在）の方
 申込期間    11月1日㈭～11月19日㈪
　　　　　  ※11月19日㈪消印有効
 申込方法   往復はがきで申し込み
・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
・消せるボールペンは使用不可
・受講者の決定は12月初旬にお知らせ
※申込をキャンセルされる
　場合は11月末までにご連
　絡ください。

＜抽選時の優先順位は次のとおり＞
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラムを希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット
　　　　  （週 1 回コース）

□5□9 ラララフィット
　　　＜⑤腰強化コース＞
　　　＜⑨膝強化コース＞

□7 骨盤体操＜骨盤底筋＞ □8 頭と体の若返り体操□6 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

腰
周
り
・
膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

※利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

 費 用   無 料

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用
できます。混雑時に限り、登録者は優先的に入場案内を行う場合があります。

ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20
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教育施設（幼稚園・認定こども園１号）
●教育施設入園申込書配布場所　※配布時間は各施設の開所時間内

配布場所 所在地 電話番号
（市外局番 072）

幼
稚
園

古市幼稚園 古市 4-2-10 958-3359
駒ヶ谷幼稚園 駒ヶ谷 327-1 958-8776
西浦幼稚園 西浦1077 958-3538
埴生幼稚園 伊賀 5-8-1 955 -1062
丹比幼稚園 郡戸 255-1 954-0230
羽曳が丘幼稚園 羽曳が丘 6-8-1 958 -7201
白鳥幼稚園 白鳥 3-11-8 958-2601
高鷲南幼稚園 高鷲 2-19-10 955 -1624
古市南幼稚園 南古市1-9-16 958 -7616
恵我之荘幼稚園 南恵我之荘 6-14-11 938-0017
埴生南幼稚園 桃山台 2-3-28 957- 0212
西浦東幼稚園 広瀬 97-1 957-720 0
高鷲北幼稚園 島泉 5-3-20 938 -5577

こども未来館たかわし 恵我之荘 2-10-13 955-0730

市役所 こども課 誉田 4-1-1 9 5 8 -1111
支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583

■保育施設等利用調整申込書配布場所 ※配布時間は各施設の開所時間内

配布場所 所在地 電話番号
（市外局番 072）

保
育
園

向野保育園 向野 523 953 -2071
下開保育園 古市1394 958 -3318
軽里保育園 軽里 3-222 958-3338
島泉保育園 島泉1-16-6 953-4624
はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958 -3328
高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883
坂門ヶ原保育園※1 東阪田 264 956-6246
陽気保育園※１ 恵我之荘 2-9-4 ※２ 954-9630
誉田保育園 誉田 3-2-30 958 -2525
郡戸保育園 郡戸 394-2 938 -5280
四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 9 57-7517
あおぞら保育園 古市 2-2-27 95 0 -1105
ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930 -0240
こども未来館たかわし 恵我之荘 2-10-13 955-0730
高屋保育学園 古市7-4-1 957-12 3 4

そ
の
他
公
共
施
設

市役所　こども課 誉田 4-1-1 9 5 8 -1111
支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583
子育て支援センターふるいち 古市 4-2-9 958-3308
子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361
ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553
丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355
石川プラザ 古市1541-1 950 -2002
陵南の森総合センター 島泉 8-8-1 952-2751

【問合せ】こども課 保育・教育指導担当
☎ 072-958-1111
　内線1231・1233・1252・1254
☎ 072-947-3835（直通）

保育施設等（保育園・認定こども園２号／３号）

教育・保育施設等入園案内

【教育施設（幼稚園・認定こども園１号）とは 】
　義務教育およびその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育
し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発
達を助長することを目的とする施設です。教育給付支給認定の１号認定
を受ける状態にあれば、利用申込ができます。

【教育施設の申込受付日程 】
　右表の日時で申し込みを
受け付けます。受付期間を
過ぎてからのお申し込みに
ついては、原則的に「空き待
ち申込」となりますのでご注
意ください。申込受付時に
お子さんの面接を行いますので、一緒にお越しください。

【その他 】
　利用の決定（平成 31年２月下旬に文書にて通知予定）、毎月の費用、
申し込みに必要な書類等は配布する案内書にてご確認ください。
　駒ヶ谷幼稚園、埴生幼稚園、こども未来館たかわしでは 3 才児保育
を実施します。

【申込書・案内書の配布】
配布開始日　平成 30 年11月1日㈭から

【保育施設等（保育園・認定こども園２号／３号）とは 】
　就労や病気などにより、昼間子どもを家庭で保育できない保護者や
同居の親族に代わって保育する施設です。生後およそ 4 カ月以上の就
学前児童で、下段に掲げる①～⑩の事由により保育給付支給認定の２
号または３号のいずれかの認定を受ける状態にあれば、利用申込がで
きます。
※①就労②妊娠・出産③疾病や障がい④看護・介護⑤災害復旧⑥求職
活動⑦在学⑧虐待やＤＶのおそれ⑨育児休業⑩その他前述に類する状態

【保育施設等の申込受付日程】
　下表の日時で申し込みを受け付けます。申込受付時にお子さんの面
接を行いますので、一緒にお越しください。受付期間を過ぎてからの
お申し込みについては、原則的に「空き待ち申込」となりますのでご注
意ください。

※1 坂門ヶ原保育園と陽気保育園は認定こども園へ移行する予定
※ 2 陽気保育園は平成 31年 2 月頃に島泉 9-18-20 へ移転する予定

日程 受付場所 時間
11月 28 日㈬ 誉田保育園・あおぞら保育園 15:00 ～17:00

※この期間、
市役所こども課では受

付できません。
（希望の保育施設　
以外でも申込可能）

11月 29 日㈭ 四天王寺悲田院保育園
11月 30 日㈮ 坂門ヶ原保育園・郡戸保育園
12 月 3 日㈪ 高鷲保育園・高屋保育学園
12 月 4 日㈫ 陽気保育園・ベビーハウス社協

12 月 5 日㈬
12 月 6 日㈭
12 月7 日㈮ 市役所 こども課

（本館 1階①窓口）

9:00 ～12:00、　　
13:00 ～19:00

12 月  8 日㈯ 10:00 ～12:00、
　13:00 ～16:00

【その他 】
　受付期間後にお生まれのお子さんで、平成 31年度内に利用が必要と
なる方につきましても、出生後速やかにお申し込みください。
　利用の決定（平成 31年２月下旬に文書にて通知予定）、毎月の費用、
申し込みに必要な書類等は配布する案内書にてご確認ください。
　島泉保育園は平成 31年度の０才児、1才児の新規募集は行わず、段
階的に縮小し、閉園する予定です。
　現在産休や育児休業中で、年度途中 (5 月以降）からの利用を希望さ
れる方につきましても、上表の受付期間に必ずお申し込みください。

平成 31年度

受付日 受付時間 受付場所
１１月２６日㈪ 15:00~16:30

入 園 を
希望する
教育施設

１１月２７日㈫ 15:00~16:30
１１月２８日㈬ 13:00~16:30
１１月２９日㈭ 15:00~16:30
１１月３０日㈮ 15:00~16:30

認定
こども園

認定
こども園

その他
公共施設



−はびきの　2018.11.1− 5

平成
31

年度

学校名
就学時健康診断 入学説明会

日 時（ 受付開始 ／ 診断開始 ） 日 時 連絡先（市外局番 072）

古市小学校 11月 19 日㈪（13:15 ～ ／13:30 ～） 1月28 日㈪ 15:00 ～ 958-3321
駒ヶ谷小学校 11月 16 日㈮（13:20 ～ ／13:30 ～） 11月 16 日㈮ 14:40 ～ 958-3371
西浦小学校 11月 26 日㈪（13:30 ～ ／13:40 ～） 1月 11日㈮ 14:30 ～ 958-3351
はびきの埴生学園（前期課程） 11月 22 日㈭（13:30 ～ ／15:15 ～） 11月22 日㈭ 14:00 ～ 955 -0329
高鷲小学校 11月 15 日㈭（14:00 ～ ／14:00 ～） 12 月 4 日㈫ 10:30 ～ 955 -4481
丹比小学校 11月 6 日㈫（14:00 ～ ／14:15 ～） 1月28 日㈪ 15:30 ～ 955 -1815
羽曳が丘小学校 11月 9 日㈮（13:15 ～ ／13:45 ～） 1月 11日㈮ 13:20 ～ 958-3361
白鳥小学校 11月 19 日㈪（13:45 ～ ／14:00 ～） 1月 21日㈪ 10:30 ～ 958-3341
高鷲南小学校 11月 9 日㈮（13:45 ～ ／14:00 ～） 1月 21日㈪ 14:00 ～ 953 -4008
古市南小学校 11月 9 日㈮（13:50 ～ ／14:00 ～） 1月 31日㈭ 14:00 ～ 958-3331
恵我之荘小学校 11月 12 日㈪（13:50 ～ ／14:00 ～） 1月25 日㈮ 16:00 ～ 953 -0001
埴生南小学校 11月 9 日㈮（13:50 ～ ／14:10 ～） 1月24 日㈭ 15:30 ～ 958-3488
高鷲北小学校 11月 21日㈬（14:00 ～ ／15:00 ～） 11月 21日㈬ 14:15 ～ 938 -5411
西浦東小学校 11月 29 日㈭（13:45 ～ ／15:00 ～） 11月29 日㈭ 14:00 ～ 958-8100

＜問合せ＞ 学校教育課 ☎ 072-947-3907（直通）

就学予定児童の就学時健康診断と入学説明会
[ 対象 ] 平成 31年 4 月からの小学校入学予定児童
　　　 （平成２4 年４月２日～平成２5 年４月１日生まれ）

[ 平成 31年度 就学時健康診断 ]
指定日時に受診できない方は、
学校教育課までご連絡ください。

[ 平成 31年度 入学説明会 ]
指定日時に参加できない方は、
就学予定の小学校までご連絡ください。

※小学校には義務教育学校前期課程を含みます。

義務教育学校「はびきの埴生学園」　
 　　「はびきの埴生学園」は、指定された校区の児童・生徒だけ
　　でなく、市内全域から校区を越えて、特別に入学・転入学を
　　認める「小規模特認校」に向けて準備を進めています。

＜就学できる条件＞
(1) 羽曳野市内に居住していること
(2) 学園の教育活動を理解・賛同し、協力すること
(3) 保護者の責任と負担において児童・生徒を通学させる
     ことが可能なこと
(4) 卒業までの間、通学すること
(5) 新学期開始時（毎年 4 月1日）通学できること。
　
  《詳しい内容についての問い合わせ》
　　「はびきの埴生学園」への就学を希望される方、または学園の
　教育についてお知りになりたい方は、手続きや教育内容について
　詳しく説明させていただきますので、12 月 21日㈮までに、下記の
　羽曳野市教育委員会学校教育課にご連絡ください。また、手続き等
　の詳細が決まりましたら、順次お知らせいたします。
　　問合せ　学校教育課学事担当 072-958-1111　内線 4250、4260
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一般会計歳入歳出決算の内訳

（　）内は構成比

　 一 般 会 計 の 歳 入 の 総 額 は 392 億
3,059 万 円、 歳 出 の 総 額 は 391 億
6,990 万円となり、歳入歳出差引額から
翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実
質収支は、5,977万円となりました。
　歳入は地方交付税が 3.4％減少したもの
の、国・府支出金、繰入金等の増加により、
前年度から 0.7％の増加となっています。
　歳出は民生費が前年度より 5.1％増加し、
歳出総額の1/2を超える状況となっています。
　本市だけではなく全国的な課題である
社会保障経費の増加や公共施設の老朽化
対策等に対応するため、引き続き行財政改
革への取り組みを図りながら、健全な財政
運営に努めてまいります。

平成29年度各会計の決算が第3回定例市議会で認定
一般会計決算
歳入３９２億３,０５９万円　歳出３９１億６,９９０万円　実質収支５,９７７万円

　平成29年度公共下水道特別会計の歳入決算額は45億 624万円で、内訳は分担
金及び負担金3,144 万円、使用料及び手数料10億 1,724 万円、国庫支出金2億
5,000 万円、繰入金16億 7,536 万円、市債 15億 3,220 万円となっております。
　一方、歳出決算額は41億 9,754 万円で、内訳は下水道費14億 6,384 万円、
公債費27億 3,370 万円となっております。

～地方公営企業法の一部（財務規定等）適用について～
　本市下水道事業は、平成30年 4月 1日に地方公営企業法の一部（財務規定等）
を適用し、公営企業会計に移行しました。
　このたびの法適用は、複式簿記・発生主義に基づく企業会計方式を導入すること
により、事業の経営成績及び財政状況を明確化し、持続可能な下水道事業の経営を
目的とするものです。なお、法適用に伴う業務内容や組織体制に変更はありません。

＜問合せ＞
下水道総務課 総務企画担当 
 ☎072-958-1111 内線2361 

会計名 歳入 歳出 歳入歳出
差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比 

一 般 会 計 39,230,586 100.7 39,169,900 101.9 60,686

特　
別　
会　
計

国民健康保険特別会計 15,559,438 98.9 15,510,730 98.8 48,708
と 畜 場 特 別 会 計 56,255 81.8 56,255 81.8 0
財 産 区 特 別 会 計 1,678,621 96.6 39,621 65.0 1,639,000
公共下水道特別会計 4,506,240 95.4 4,197,542 88.8 308,698
介 護 保 険 特 別 会 計 10,369,658 104.0 9,836,986 102.0 532,672
土 地 取 得 特 別 会 計 195,463 21.9 195,463 21.9 0
後期高齢者医療特別会計 1,678,695 105.4 1,624,554 106.0 54,141

会計名 総収益 総費用 純損益決算額 前年度比 決算額 前年度比 
水 道 事 業 会 計 2,355,376 97.5 1,899,599 99.2 455,777

会計別歳入歳出決算額 （千円・％）

決 算 公 表
平
　成

年
　度

29
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平成 29 年度の主要事業

決 算 公 表
平
　成

年
　度

29

○世界文化遺産登録に向けた取り組み　2,068 万円
　世界遺産広報用のラッピングを施したシャトルバスの運行、世界遺産もずふる
応援基金の創設など

○ＬＩＣウェルネスゾーン活用・はびきのウェルネス事業拡充　2,379 万円
　介護予防・運動プログラムの実施、新教室の開設など

○空家対策事業　637 万円
　空家等対策計画の策定

○防災意識の高揚と地域防災力の向上、災害時支援　1,294 万円
　同報系防災行政無線のデジタル化に係る実施設計、防災講演会の開催、災害
時要援護者支援台帳システム更新など

○児童養護施設退所児童進学応援奨学金　30 万円
　児童養護施設退所児童進学応援奨学金の創設

○小中学校体育館整備事業（28 年度からの繰越事業を含む）　8,417 万円
　照明や天井等の非構造部材耐震化の実施設計・工事

○小中学校空調設備設置事業（28 年度からの繰越事業を含む）　4 億189 万円
　全普通教室へのエアコン設置に係る実施設計・工事

○こども未来館たかわし及び地域グラウンド整備事業　4 億 7,334 万円
　こども未来館たかわし及び地域グラウンドの整備に係る工事

○市民プール整備事業　1,680 万円
　市民プールの整備に係る実施設計

○道路整備事業　1億 4,641万円
　府道郡戸大堀線整備、恵我ノ荘駅前南側広場整備、道路舗装・改良工事、
全橋梁に係る法定点検の実施、橋梁長寿命化改修に係る実施設計など

○公共下水道事業　8 億 7,901万円
　汚水及び雨水施設の整備、老朽管渠の長寿命化に係る実施設計・工事など

指標でみる羽曳野市の財政状況
【健全化判断比率】財政の健康状態を表す４つの比率

指　　　標 羽曳野市 ⑤早期健全化基準 ⑥財政再生基準

①実質赤字比率 赤字額なし 12.23% 20.00%

②連結実質赤字比率 赤字額なし 17.23% 30.00%

③実質公債費比率 8.5% 25.0% 35.0%

④将来負担比率 20.6% 350.0% ー

①�普通会計（一般会計＋土地取得特別会計）の赤字額より
財政の健全度をみる比率

②羽曳野市の全会計の赤字額から財政の健全度をみる比率
③借入金返済額などの大きさから財政の健全度をみる比率
④羽曳野市の負債残高から将来の財政の健全度をみる比率
⑤�基準を上回ると、財政健全化計画を立てて、自主的な改

善努力が必要
※�「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」の早期健全化基
　準は、各自治体の財政規模により
　異なります。
⑥�基準を上回ると、財政再生計画を
　立てて、国の関与を受け、確実な
　再生が必要
⑦基準を上回ると、経営健全化計画
　を定めなければならない

【資金不足比率】企業会計の経営状況の健全度をみる比率

対象会計 羽曳野市 ⑦経営健全化基準

水道事業会計 資金不足なし

20.0%と畜場特別会計 資金不足なし

公共下水道特別会計 資金不足なし 問合せ　総務部 財政課 ☎ 072-958-1111（内線 3563）

（☆いずれの指標も基準内となっています。）

▲世界文化遺産登録に向けた取り組み

▲はびきのウェルネス事業

▲こども未来館たかわし整備事業

QR コード
総務省 Web
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羽曳野市国保では、40 歳以上の方に 1 年に 1 回無料で特定健康診査を実施しています。
特定健康診査はメタボリックシンドロームに着目した健診で、近年増えている糖尿病や高血圧症な
どの生活習慣病の発症や重症化を予防するための健診です。
健康増進普及月間にあわせた健康情報通信 3 か月連載の第 3 回目は武庫川女子大学看護学部 教授 
和泉 京子先生　にお話を伺いました。

◆自覚症状はなかったけれど…
羽曳野市では過去５年間に一度も特定健診を受診していない方などに任意で家庭訪問を行い、体調などをお伺い

するとともに血圧測定や特定健診のご案内をしました。 
家庭訪問で出会った 3 人の方を紹介します。

自覚症状がなくても、生活習慣病が発症し、重症化している場合があります。早期に発見し生活習慣の見直しや
治療を行うことにより進行を抑えることができます。健康を維持し、より豊かな生活を送られることを願い、一人
でも多くの方に特定健診を受診していただきたいと思っております。

特定健診は大阪府内の実施医療機関で受診できます。特に、羽曳野市・藤井寺市の羽曳野市民健診実施医療機関
で受診される場合、心電図・貧血等の検査を含む項目を追加負担なく同時に受診できます。

受診券と一緒に送られた特定健診実施医療機関の一覧（住所・電話番号記載）をご覧になり、身近な医療機関に
お問い合わせください。

＜問合せ＞ 保険年金課 総務保健事業担当  ☎ 958-1111  内線1761

・特・定・健・診・
受けていますか？特定健診
～健康の秘訣は継続受診～

武
庫
川
女
子
大
学
看
護
学
部

看
護
学
研
究
科

教
授 

和
泉 

京
子

今年から羽曳野市国保特定健診は無料になりました！

※ どの段階でも、生活習慣を改善することで
　 進行を抑えることができます。
　 （厚生労働省：標準的な健診・保健指導プログラム【平成 30 年度版】より引用・一部改変）

不健康な生活習慣
・不適切な食生活
  （エネルギーの過剰等）

・運動不足
・ストレス過剰
・飲酒
・喫煙

など

重症化・合併症
・虚血性心疾患
  （心筋梗塞・狭心症）

・脳卒中
  （脳出血・脳梗塞等）

・糖尿病の合併症
  （網膜症・人工透析等）

など

生活機能の低下
要介護状態

・麻痺症状
・日常生活に
  おける支障
・認知症
・失明

など

内蔵脂肪症候
群としての 
生活習慣病
・肥満症
・糖尿病
・高血圧症
・脂質異常症

など

予備群
・肥満

・血糖高値

・血圧高値

・脂質異常

など

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化

自覚症状なく進行

A さん：男性　60 歳代
長く病院にかかっていなかった

Aさん。思い切って医療機関で特
定健診を受診したところ、肥満、
高血圧、脂質異常症がみつかりま
した。
特定健診をきっかけにかかりつ

け医ができ、定期的に受診をして
います。かかりつけ医に勧められ
た運動を続け、このまま内服なし
で過ごせるよう心掛けています。

C さん：男性　60 歳代
Bさんと同様に、自覚症状はありませんでしたが、血圧測定をすると収縮期血圧は200mmHg近くありました。
その後、医療機関の受診を予定していた矢先に体調を崩され、脳出血、高血圧、糖尿病という診断を受けました。
生活習慣病が自覚症状のないうちに進行してしまっていたのです。

B さん：女性　70 歳代
「自覚症状がないので大丈夫、健康です。」とおっしゃっていましたが、
血圧測定をしてご本人もビックリ！！なんと収縮期血圧が200mmHg
を超えていました（高い方の血圧：正常値は130mmHg未満）。すぐ
に医療機関で診てもらったほうがいい状態です。しかし、Bさんは「医
療機関への受診は予定外の出費になるので…」とためらい、まず特定
健診を医療機関で受診しました。特定健診の結果、肥満、高血圧、脂
質異常症がわかり内服治療を始めることになりました。Bさんの1か
月あたりの医療費は一万円弱で、そのうちの自己負担は2割の二千円
弱です。そのまま放置していると…重症化し合併症を起こし、入院が
必要になったかもしれません。その場合は医療費の負担も大きかった
ことでしょう…。

注：A さん、B さん、C さんについては、個人が特定されないように実際の状況に手を加えています。

死亡
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  ＦＡＸ 072-956-1419
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　「骨粗鬆症は、骨がスカスカになる病気だからカルシ
ウムを摂ればいい」と思って、牛乳を無理に摂取してい
る方がおられますが日本人の 80％程度が『乳

にゅうとうふたいしょう
糖不耐症』

のためにわずかしか吸収されません。個々に合ったカル
シウム摂取を考えるべきです。最近では、骨密度を上昇
させるには肝臓での血液凝固因子の活性化よりもさらに
多くのビタミン K の摂取が必要であることがわかってき
ましたし、ビタミン D とビタミン K との相乗効果や筋力
に対するビタミン D とビタミン E との相互関係などが報
告されています。
≪カルシウムの多い食品≫ 小魚、納豆、豆類、干しエビ、
牛乳、乳製品
≪ビタミン K の多い食品≫ 緑黄色野菜
≪ビタミン D の多い食品≫肝油、しらす干し、カツオ、
イワシ、キノコ類、卵黄
などが挙げられますが、なによりも日々のバランスのよい
食物摂取と無理のない少し負荷をかけた運動が大切です。

　　　　　　　　　　　聖寿堂薬局　佐々木清尚

骨粗鬆症と栄養 　小児の便秘には、習慣的に便秘傾向にあるものと短
期的に排便ペースが崩れた一過性のものがあります。便
秘とは「排便が順調でない」状態を指しますが、子ども
について、保護者が正常な排便ペースの基準を見なして
いるペースを下回ると、便秘がちな傾向と認識している
場合があります。そのような場合、子ども自身が不快に
感じていなければ、多少、排便間隔がながくても、便が
硬くなっていないのであれば、特に心配する症状ではな
いと言えます。一方、短期的に排便ペースが崩れた一過
性の便秘については、小児鍼によって改善できることが
あります。定期的であった排便ペースが何らかの原因で
崩れたものであり、皮膚刺激を中心にした小児鍼によっ
て、腸の機能に有効に作用したのではないかと考えられ
ます。小児鍼の対象となる症状全般に言えることですが、
特に便秘の場合、保護者から詳しく症状を聞き、心配
な状態であるのか、それほど気にしなくていい状態であ
るのかを見極めることが大切になります。

　 　　　　　　　　     はびきの鍼灸マッサージ師協会
 　　　　　　　　　                     ☎ 072-958-5764

年金事務所での年金請求手続きの際は、
 ぜひご予約を！

納められた国民年金保険料は全額が社会保険料
控除の対象です
■所得税法および地方税法では健康保険、厚生年金、雇用
　保険などと同様に社会保険料控除としてその年の課税所
　得から控除され税額が軽減できます。

■対象は平成 30 年中に納められた保険料の全額です。

■過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

■ 2 年前納した場合は全額を控除する方法と各年分に相
　当する額を分けて控除する方法のいずれかになります。

■ご自身の保険料だけでなく配偶者やご家族の保険料を負
　担している場合は合計して控除が受けることができます。

■年末調整や確定申告を行うときに控除証明書や領収書
　を添付しましょう。

■ 11月上旬に 1月～ 9 月まで国民年金保険料を納付され
　た方に日本年金機構から国民年金保険料控除証明書が
　送付されます。10 月～12 月までで初めて納められた方
　は翌年 2 月上旬に送られてきます。

【問合せ】はがき記載の専用ダイヤルもしくは天王寺年金事

務所まで。

　日本年金機構の年金事務所では、年金請求手続き等に
ついて、お待たせ時間の少ない「事前予約」を行っています。

◆相談希望日の1カ月前から前日まで受け付けしています。

◆お申し込みの際は、基礎年金番号のわかるものをご用意
　ください。

◆予約専用電話「0570-05-4890」または天王寺年金事
　務所まで。

■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531
[ 平　日 ] 8:30 ～17:15  ※㈪は19:00 まで　
[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
→ 電話は自動音声案内です。⑤で所員が出ます。
※時間や時期により混み合っている場合がありますので、
何度かおかけ直し願います。

≪年金相談≫
 ［とき］11月 26 日㈪ 10:00 ～12:00、13:00 ～16:00
 ［場所］市役所本館１階 ④窓口
 ［対象］受給資格等一般的な相談の方　［申込］不要　
 ［費用］不要　［持物］年金手帳・ねんきん定期便などの資料
 ［問合せ］保険年金課年金担当

ね です
年金保険料、納めていますか？
この機会に年金加入状況の確認を！

日本年金機構は厚生労働省と協力して11月を「ねんきん月間」と
位置づけ、公的年金制度の普及・啓発活動を積極的に行います。

ねんんききんん月月間間
11月は

11月 30日は
「年金の日」
「ねんきんネット」で
未来の生活設計について
考えてみませんか？

いい みらい

こつ　 そ  しょう しょう
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

読んでみませんか？

『宮沢賢治の元素図鑑』
桜井 弘／著　化学同人　
　小学生のころから鉱物
に強い関心を持ち、石っ
こ賢さんと呼ばれた宮沢
賢治。その作品には、彼
が愛した鉱物や元素の名
前が散りばめられ、今も
キラキラと輝きを放って
いるのです。

『リマ・トウジュ・リマ・トウジュ・トウジュ』
こまつ あやこ／著　講談社　
　マレーシアからの帰
国子女の私は、日本の
中学校生活に溶け込も
うと必死。目立ちたく
ないのに、有名な図書
室の「督促女王」に、
いっしょに短歌を作ろ
うと誘われて…。

市内の図書館は全て休館です。
今月の休館日は 11月30日㈮

●読書月間スタンプラリー
12 月 28 日㈮まで市内の全図書館で開催中！
図書館で本を借りると、館ごとに１日１個スタ
ンプを押します。

（水曜はラッキーデー・スタンプ２倍）
スタンプが貯まると、図書館オリジナルブック
カバーをプレゼント！

●ちびっこサロン （市役所敷地内）
11 月14 日㈬ 森のゆうびんきょく 10:30 ～

おはなし会（11 月）
東部図書館 14 日㈬ 10:30 ～

羽曳が丘図書館 10 日㈯、24 日㈯ 15:00 ～
古市図書館 17 日㈯ 15:00 ～
丹比図書館 24 日㈯ 10:30 ～

中央図書館   4 日㈰、11日㈰
18 日㈰、25 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

4 日㈰、11日㈰、25 日㈰ 11:00 ～
17 日㈯ 15:00 ～
18 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長い話が聞ける子向き）
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た。「コーヒーはぼくの杖

つえ
」、15 歳

さい
の

焙
ばいせん

煎士
し

が誕
たん

生
じょう

するまでの「ぼく」と
両
りょう

親
しん

の葛
かっとう

藤が綴
つづ

られた本
ほん

です。そん
な彼

かれ
にはアスペルガー症

しょう
候
こう

群
ぐん

という
発
はったつ

達障
しょう

害
がい

があり、中
ちゅう

学
がっこう

校に行
い

けなく
なってから、居

い
場
ば

所
しょ

を求
もと

め、やがて
彼
かれ

にしか出
だ

せないコーヒーを追
つい

求
きゅう

し
ていく人

じんせい
生を歩

あゆ
み始

はじ
めました。

彼
かれ

は、小
しょう

学
がっこう

校３年
ねん

の時
とき

にアスペル
ガー症

しょう
候
こう

群
ぐん

と診
しんだん

断されました。父
ちちおや

親
はその事

じ
実
じつ

をなかなか受
う

け入
い

れなか
ったようですが、母

ははおや
親は普

ふ
段
だん

の彼
かれ

の
行
こうどう

動から納
なっとく

得がいったようでした。

アスペルガー症
しょう

候
こう

群
ぐん

は発
はったつ

達における
障
しょう

害
がい

のひとつで、著
いちじる

しい知
ち

的
てき

や言
こと

葉
ば

の遅
おく

れはないのですが、対
たいじんかんけい

人関係が
うまく築

きず
けず、自

じ
分
ぶん

の興
きょう

味
み

が限
かぎ

られ
ていたり、感

かんかく
覚過

か
敏
びん

や不
ぶ

器
き

用
よう

である
ことなどがよくみられるということ
です。彼

かれ
の場

ば
合
あい

は、まさしく感
かんかく

覚過
か

敏
びん

であるがゆえに一
いっ

生
しょう

の仕
し

事
ごと

に出
で あ

会
えたように思

おも
います。焙

ばいせん
煎は煙

けむり
の匂

にお

いやうまみ（酸
さん

味
み

、甘
あま

味
み

、苦
にが

味
み

）が
変
か

わる瞬
しゅん

間
かん

を捉
とら

える感
かんかく

覚が必
ひつよう

要だか
らです。でも、不

ぶ き
器用

よう
な要

よう
素
そ

も持
も

ち
合
あ

わせているので、自
じ

分
ぶん

がこれなら
と思

おも
えるコーヒーが焙

ばいせん
煎できるまで

１年
ねん

かかったと書
か

かれています。
自
じ

分
ぶん

で１から始
はじ

めて、店
みせ

を出
だ

し、
生
い

きていく道
みち

を見
み

つけたことは凄
すご

い
事
こと

だと思
おも

います。ご両
りょう

親
しん

も惜
お

しみな

く時
じ

間
かん

と労
ろう

力
りょく

をかけ、協
きょう

力
りょく

する姿
すがた

も
凄
すご

いと思
おも

います。たった３
みっかかん

日間での
店
てん

舗
ぽ

改
かいそう

装には、両
りょう

親
しん

の決
けつだん

断、母
ははおや

親の
発
はっそう

想力
りょく

、父
ちちおや

親の行
こうどう

動力
りょく

が発
はっ

揮
き

され、
そして最

さい
後
ご

までやり遂
と

げる力
ちから

に感
かんぷく

服
しました。

本
ほん

の中
なか

で書
か

かれているのですが、
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サラダボール

羽
は

曳
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野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょうぎかい

議会

特集（月ごとのテーマ）
中央図書館 アートな秋

陵南の森
他館本コーナー
世界をのぞいてみたら！？

東部図書館 スッキリする本
古市図書館 平成・30年間のベストセラー
羽曳が丘図書館 秋を楽しもう！
丹比図書館 秋は、丹比サスペンス！？

各図書館では、毎月テーマを決め、関連
本を集めたコーナーを作っています。▼

『岩合光昭の日本犬図鑑』
岩合 光昭／文・写真　　文渓堂　
　柴犬、秋田犬、紀
州犬などの６犬種は、
国の天然記念物に指
定されています。古
代から人々の暮らし
に深く関わってきた
日本犬の魅力が再発
見できる一冊です。
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録

※お知らせや各種申
し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

4月2日㈪　子育て支援センターふるいち、むかいのは
新年度準備のため、「広場」はお休みです。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可
■ 日時　11月8日㈭、12月13日㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101
☎ 072-957-4900

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間

1人1日1,000円（0歳～学童）
※延長30分300円

・非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

☎ 072-937-0016
FAX 072-937-5716

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（21日を除く）
※13日㈫リズム、27日㈫おえかき

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● お申し込みの必要はありません。

日 時
内 容
場 所

16日㈮　10：15～11：30
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

1日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

12日㈪　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成28年4月～平成29年3月生まれ

日 時
内 容

15日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室 （対象）平成26年4月～平成28年3月生まれ

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

━
━
━

み ん な の 広 場
㈪ ㈬ ㈭

10:00～11:30

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児
※ひつじさんと一緒に

「体育館であそぼう」

就学前の子どもとその保護者対象
㈭のみ15:00～16:15も開放
※お 休 み⇨　1日㈭、12日㈪、26日㈪、28日㈬
※身体測定⇨　7日㈬
※誕 生 会⇨　29日㈭
14日㈬　10：00～11：30  「お手玉であそぼう」
8日㈭　11：00～11：30 
1日㈭　10：00～11：30 場所：青少年児童センター 
体育館　3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成26年4月2日～平成27年11月30日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

26日㈪　10：00～11：30
（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）
28日㈬　10：00～11：30

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）
1日㈭　10：00～11：30

（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん（2歳児）
※よっといで3才児と一緒に

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

保育ボランティア（有償）募集

保育ボランティアを募集しています。
（有償ボランティア）
「子育て講座」などに伴う保育のお仕
事です。資格の有無は問いません。詳
しくは子育て支援センターふるいち・
むかいのまでお問い合わせください。

資格不要

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

誕 生 会

おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※6日㈫、12日㈪、27日㈫はお休み　19日身体測定（毎月第3㈪です）

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定21日（毎月第3㈬です）　14日はお休みです。

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
8日、22日は2歳児　1日、15日、29日は1歳児

8日㈭　「ミニミニ運動会」

14日㈬　「ミニ運動会」

2日㈮　「ピアノをたのしもう」

27日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん きてね♪
※毎月第4㈫です

19日㈪　（11月生まれのお友だち）
※毎月第3㈪です

26日㈪
※毎月第4㈪です

━
━
━
━
━

こもも教室　赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ
定員各10組　参加無料　2回セットの教室です　※応募多数の場合は抽選

対 象
場 所
日 時
講 師

申 込

平成30年5月生まれ ～ 8月生まれの子どもとその保護者　※羽曳野市民に限る
子育て支援センターふるいち

12月3日、10日㈪　10：00～11：30
3日：保健師　10日：松永　幸枝 氏

11月19日㈪～26日㈪
子育て支援センターふるいちへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

青少年児童センター2階
12月14日、21日㈮　10：00～11：30
14日：保健師　21日：松永　幸枝 氏

11月26日㈪～30日㈮
子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

4月2日㈪　子育て支援センターふるいち、むかいのは
新年度準備のため、「広場」はお休みです。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　11月8日㈭、12月13日㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101
☎ 072-957-4900

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（21日を除く）
※13日㈫リズム、27日㈫おえかき

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● お申し込みの必要はありません。

日 時
内 容
場 所

16日㈮　10：15～11：30
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

1日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

12日㈪　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成28年4月～平成29年3月生まれ

日 時
内 容

15日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室 （対象）平成26年4月～平成28年3月生まれ

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

━
━
━

み ん な の 広 場
㈪ ㈬ ㈭

10:00～11:30

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児
※ひつじさんと一緒に

「体育館であそぼう」

就学前の子どもとその保護者対象
㈭のみ15:00～16:15も開放
※お 休 み⇨　1日㈭、12日㈪、26日㈪、28日㈬
※身体測定⇨　7日㈬
※誕 生 会⇨　29日㈭
14日㈬　10：00～11：30  「お手玉であそぼう」
8日㈭　11：00～11：30 
1日㈭　10：00～11：30 場所：青少年児童センター 
体育館　3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成26年4月2日～平成27年11月30日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

26日㈪　10：00～11：30
（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）
28日㈬　10：00～11：30

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）
1日㈭　10：00～11：30

（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん（2歳児）
※よっといで3才児と一緒に

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

保育ボランティア（有償）募集

保育ボランティアを募集しています。
（有償ボランティア）
「子育て講座」などに伴う保育のお仕
事です。資格の有無は問いません。詳
しくは子育て支援センターふるいち・
むかいのまでお問い合わせください。

資格不要

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

誕 生 会

おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※6日㈫、12日㈪、27日㈫はお休み　19日身体測定（毎月第3㈪です）

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定21日（毎月第3㈬です）　14日はお休みです。

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
8日、22日は2歳児　1日、15日、29日は1歳児

8日㈭　「ミニミニ運動会」

14日㈬　「ミニ運動会」

2日㈮　「ピアノをたのしもう」

27日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん きてね♪
※毎月第4㈫です

19日㈪　（11月生まれのお友だち）
※毎月第3㈪です

26日㈪
※毎月第4㈪です

━
━
━
━
━

こもも教室　赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ
定員各10組　参加無料　2回セットの教室です　※応募多数の場合は抽選

対 象
場 所
日 時
講 師

申 込

平成30年5月生まれ ～ 8月生まれの子どもとその保護者　※羽曳野市民に限る
子育て支援センターふるいち

12月3日、10日㈪　10：00～11：30
3日：保健師　10日：松永　幸枝 氏

11月19日㈪～26日㈪
子育て支援センターふるいちへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

青少年児童センター2階
12月14日、21日㈮　10：00～11：30
14日：保健師　21日：松永　幸枝 氏

11月26日㈪～30日㈮
子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み

●こどもステーション11月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）
☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施
1日㈭ 時間要相談 「ひとりで悩まないで相談室」 参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

10・17・24日㈯ 11:00～12:00　「さんすう科学くらぶ」 24日は科学であそぼう
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有500円
17日㈯ 13:30～15:00　「図工くらぶ」　23日㈷はダンボールワークショップへ参加
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有500円
10・24日㈯ 14:00～15:00　「英語くらぶ」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！ 会費:月2回2,000円 ※体験有500円
10・17・24日㈯ 10:00～10:50　「国語くらぶ」　会費:3,000円（要教材費）
　読む・書く・見る・聞く・話すことで国語力を身につけよう！ ※体験有500円

2・16日㈮ 17:30～20:00、10・17・24日㈯ 11:00～14:00
「こどものふれあい広場」　学習支援とこども食堂　みんなで一緒にごは
んをつくろう。　要参加費（保険・食事代）

㈪～㈮ 10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
会員登録の方は㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎も可

毎週㈬㈭㈮ 12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)
※事前予約で別日も可。歌おう会は第2・第4㈮

「おやおやくらぶ」 10:45～11:30　参加費：無料
2日㈮うた・手遊び 9日㈮つくってあそぼう 16日㈮簡単おやつ 30日㈮おしゃべりサロン
ほっとタイム ㈪～㈮ 10：00～16:00　参加費：無料(弁当持参可)

12・19日㈪ 16:00～17:00 「こどもの手編みくらぶ」
　会費：月1回700円（教材費別途） 対象：小学生以上 ※体験有500円

18日㈰ 10:00～13:00　「農業くらぶ 芋煮会」
　会場：れんげ農場　参加費 大人:800円 小学生:600円 幼児（3歳～）:400円

11日㈰ 10:00～14:00　「藤井寺こどもまつり」　会場：伴林氏神社(土師ノ里駅すぐ)
　模擬店やこどもたちの舞台などいっぱい！入場無料(模擬店は有料です。)

4日㈰ 10:00～17:00　「漁業体験」
　会場：岡田浦漁港　魚釣り、海鮮料理、漁船見学と大阪の海を満喫しよう！

つどいの広場　11月

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

  2日㈮　10：30～11：30 ポップコーンを作って食べよう
  9日㈮　10：30～11：30 布バッグに絵を書こう
16日㈮　10：30～11：30 手作りおもちゃ作り
30日㈮　10：30～11：30 小麦粉ねんど遊び
NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈮のみ午前中開放 ㈪㈬㈮（※㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談 (電話可)
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎ 072-957-3282　ＦＡＸ 072-958-4089　http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
12：00～14：00は園児昼寝

給食体験　6日㈫ 11：30～14：00　申込：随時、電話で予約受付 
親子でくるみの食事を食べていただきます。野菜たっぷりで和食中心の薄
味の食事を食べてみませんか？　大人600円・子ども400円、先着3組　
対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども　要予約

リズム遊びの会　6日㈫ 10：00～11：00　申込：不要
2歳の誕生日を過ぎた子を対象にしたリズムあそび。（動きやすい服装で時
間厳守でお越しください）　対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども 

赤ちゃんの子育て＆給食体験　7日㈬ 9：30～11：15　申込：随時、電話で予約受付 
赤ちゃんの生活は一部分をとりだして、見ていくことは出来ません。睡眠、遊びな
どについて気軽に相談してみませんか？　離乳食付き、子ども400円　要予約 

  7日㈬ 10：30～11：30 人形劇　ポップコーンによる人形劇
「おむすびころりん」「はらぺこあおむし」

27日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び。
16日㈮ 10：30～11：30 親子で楽しくリズム遊び＆わらべ歌　わらべ歌、リズム遊び。

13日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると
誕生日会。絵本「だるまさんが」を読んで工作をしよう！

施設名 未就園児教室名 電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）
「つくってあそぼ！」古 市 幼 稚 園 う さ ぎ 組 958-3359 11月15日㈭ 9：30～10：30
「作って遊ぼう」古 市 南 幼 稚 園 たん ぽ ぽ 広 場 958-7616 11月13日㈫ 9：30～10：30

丹 比 幼 稚 園 チューリップ教室 954-0230 「いっしょにあそぼう！」11月15日㈭ 9：30～10：30
埴 生 南 幼 稚 園 ひよこ組 教 室 957-0212 11月  2日㈮ 10：00～11：00「キッズパラダイスであそぼう！」

白 鳥 幼 稚 園 なかよしランド ひよこ組 958-2601 「秋を楽しもう」11月  9日㈮ 10：00～11：00

「一緒にあそぼう！」        西 浦 幼 稚 園 あ ひ る 教 室 958-3538 11月12日㈪ 9：00～10：00

埴 生 幼 稚 園 ぴよぴよくらぶ 955-1062 「作ってあそぼう」11月14日㈬ 10：00～11：00

こども未来館たかわし（認定こども園） う さ ぎ 組 955-0730 ｢作って遊ぼう（簡単な紙工作をします）」11月13日㈫ 9：30～10：30

11月15日㈭恵 我 之 荘 幼 稚 園 う さ ぎ 教 室 938-0017 「一緒に遊ぼう（お店屋さんごっこ）」10：00～11：00
高 鷲 南 幼 稚 園 げんきっきくらぶ 955-1624 「いっしょにあそぼ！」11月14日㈬ 9：30～10：30

高 鷲 北 幼 稚 園 たんぽぽくらぶ 938-5577 ｢秋の自然物で遊ぼう！」11月15日㈭ 10：00～11：00

施設名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

坂門ヶ原保育園 956-6246 10日㈯ 雨天中止  10：00～11：30 ㈪～㈮開園中常時
（要予約）

陽 気 保 育 園 954-9630 ㈪～㈮13:00～15：00（要予約）

高 鷲 保 育 園 953-3883 10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時 20日㈫ 10：00～クッキング

誉 田 保 育 園 958-2525 第2、第4㈯ 10：00～11：30

郡 戸 保 育 園 10：00～11：00第2㈫938-5280

はびきの保育園 958-3328 2日㈮ 子育てサロン「ふれあい遊び」

島 泉 保 育 園 953-4624 16日㈮ 10：00～ 子育てサロン「おもちゃ作り」
軽 里 保 育 園 958-3338
下 開 保 育 園 958-3318

四天王寺悲田院保育園 957-7517 13日㈫ リズム　27日㈫ おえかき（園庭開放時）10：00～11：30㈫㈮

ベビーハウス社協保育園 930-0240 10：00～11：00ベビっこひろば21日㈬

高 屋 保 育 学 園
（認定こども園） 957-1234 毎週㈫㈭ 15：15～16：45

15日㈭ 10：30～11：00　親子リズムdeあそぼう
　　　　（1～5歳児の親子)予約不要（先着20組まで)
　　　　※園庭開放も同時開催 10:00～11:30

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 保 育 園 953-2071

あおぞら保育園 950-1105 10：00～11：00
10：00～11：30　げんきっこくらぶ 
1日㈭ にっこりキッズ「0～3歳児の親子」  予約不要
8日㈭ 体験入園「0歳児の親子」　要予約

22日㈭

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

教
育
施
設
の
子
育
て
支
援

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

「園児の「お店屋さんごっこ」のお客さんになってね」11月21日㈬ 10：00～11：00羽 曳 が 丘 幼 稚 園 かん が るー 組 958-7201
西 浦 東 幼 稚 園 にこにこくらぶ 957-7200 「一緒に遊ぼう」11月13日㈫ 9：30～10：30

駒 ヶ 谷 幼 稚 園 わ くわ く体 験 958-8776 「一緒に遊ぼう！」11月13日㈫ 9：30～10：30
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

このページについて
詳しくは
ウェブサイトを
ご覧ください。

●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX 申し込みは不可。

◆定期健康相談・栄養相談 11 月 9 日㈮ 午前中 ※要予約

【学ぶで～ 健康シリーズ（随時受付中！）】
教室を受講してあなたの健康度をアップしましょう☆
特定健診を受診してこの教室を受講すると健康マイレージに
応募できますよ。

　[ 対象 ] 羽曳野市民

★学ぶで～アルコール ( 医師メニュー )
11 月 10 日～ 16 日はアルコール関連問題啓発習慣です。
　お酒との上手な付合い方を学んでみませんか？

[ 日時 ] 11 月 14 日㈬ 13:30 ～ 15:30
　　　  （13:15 ～受付）
[ 講師 ] 羽曳野市医師会
　　　  丹比荘病院
　　　　　市原 久一郎　医師
[ 場所 ] 保健センター
[ 定員 ] 30 人（先着順）

★学ぶで～こころのコントロール ( 医師メニュー )
　～怒りの感情整理術～

[ 日時 ] 平成 31 年 1 月 24 日㈭ 13:30 ～ 15:30
　　　  （13:15 ～受付）
[ 講師 ] 上島医院
　　　  ／南大阪睡眠医療センター
　　　　　渥美 正彦　医師
[ 場所 ] 保健センター
[ 定員 ] 30 人（先着順）

その他の教室メニュー

運動メニュー
13:30 ～ 15:30
（13:15 ～受付）

学ぶで～ピラティス
※お腹まわりを鍛えて 

からだのバランスを 
整えましょう。

場所：市役所別館

12 月 14 日㈮

学ぶで～笑いヨガ
※笑って健康を手に入れ 

ましょう！

場所：保健センター 2 階

平成 31 年
2 月 1 日㈮

栄養メニュー
10:00 ～ 12:00
（9:45 ～受付）

学ぶで～正月太り解消
※増えてしまった体重を 

効率よく減らす方法

場所：保健センター

平成 31 年
1 月 16 日㈬

その他の教室はウェブサイトまたはちらしをご覧ください。

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター
11 月 20 日㈫・21 日㈬ 
12 月 3 日㈪・20 日㈭

陵南の森 11 月 13 日㈫ 市役所別館 11 月 18 日㈰

コロセアム 12 月 9 日㈰ 石川プラザ 12 月 12 日㈬

乳がん・子宮がん集団検診
受診券 ( ピンクもしくは黄色の受診券ハガキ ) が必要
乳がん：1977 年以前の西暦奇数年生まれの女性
子宮がん：1997 年以前の西暦奇数年生まれの女性

保健センター 11 月 5 日㈪　保育有（就学前まで）

陵南の森 11 月 16 日㈮ 石川プラザ 12 月 19 日㈬

＜がん検診（集団検診）＞※予約制
平成 30 年11月～12 月分受付中。詳細は「平成 30 年度健康
だより」かウェブサイトを参照

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料　乳がん検診は1,000 円
※生活保護受給者は無料 ※受給証明書が検診当日必要

費 

用

毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみ
ましょう。

予 約 制

～ 骨と歯を大事にしていますか？～
１１月８日はいい歯の日です。
日頃から自分の歯に関心を持つように心がけましょう。

● 健康な歯は素敵な笑顔に繋がります。
いくつになっても自信を持って笑えるのには歯が大切です。

● 80歳で20本の自分の歯があることは健康の証拠。 
ごはんもおいしく食べられます。

● 口は体の入り口です。お口の中をキレイにする事で生活習慣病
予防にも繋がります。

まずは自分でできる歯みがきをしっかり行いましょう。
そして痛む前に歯科医院で健診を受けましょう。

成人歯科個別健診
※昭和 57・52・47・42・37・32・27・22 年
生まれの市民は指定医療機関

（受診券参照）へ予約。

歯科健診と
骨粗しょう症検診

（集団健診※予約制）
今の歯と骨の状況や正しい歯の磨き方、骨密度の改善方法な
ど知りたい方はぜひご参加ください。

歯科健診 昭和 57・52・47・42・37・32・27・22 年生まれの市民
骨粗しょう症検診 35 歳以上の市民

日程・場所
平成31年2月19日㈫ 保健センター

平成31年3月4日㈪ 保健センター

※11月12 日は定員に達したため締め切りました。ご了承ください。
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

11 月 9 日㈮ 平成 30 年7月1日～15日生まれ
11 月 30 日㈮ 平成 30 年7月16日～31日生まれ
12 月 7 日㈮、21 日㈮ 平成 30 年 8 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

11 月 27 日㈫、28 日㈬ 平成 29 年 4 月生まれ
12 月 18 日㈫、19 日㈬ 平成 29 年 5 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

11 月 13 日㈫、14 日㈬ 平成 28 年 5 月生まれ
12 月 11 日㈫、12 日㈬ 平成 28 年 6 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

11 月 6 日㈫、7 日㈬ 平成 27 年 5 月生まれ
12 月 4 日㈫、5 日㈬ 平成 27 年 6 月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）にお問い合わせください。
＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）

詳細は「平成 30 年度健康だより」、市ウェブサイト参照。
高齢者の予防接種実施医療機関の追加について

10 月 3 日より高齢者インフルエンザ予防接種及び高齢者用
肺炎球菌ワクチンの実施医療機関に『きのうクリニック』が
追加されました。

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜つばきコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 12 月 13 日㈭
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング（ランチ付き）
歯科健診

2 回目 平成 31 年 1 月 17 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 平成 31 年 1 月 19 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 平成 31 年 1 月 31 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 31 年 3・4 月出産予定の初産婦の方優先。
※全４回の参加が難しい場合、3 回目のみの参加も若干名可能。
◆「ママとベビーの交流会」（妊婦さんとの交流会含む）◆
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育なし　※予約制
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 日　時 ] 1月 31 日㈭ 14:00 ～ 16:00
[ 場　所 ] 保健センター 4 階　
　身体計測・助産師と保健師による育児相談・
絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。
◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり
[ 日 時 ] 11 月 21 日㈬ ・12 月 14 日㈮のいずれか１日  

13:00 ～ 15:30
[ 対 象 ] 4 カ月児健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
[ 場 所 ] 保健センター  3 階

◆ことばの相談◆　※予約制
「話し出す時に出だしがつまる」「正しく発音できない」「こ
とばを繰り返し言う」「コミュニケーションがとりにくい」
など、こどもの発音・吃音・言葉の遅れなど気になる方は
一度ご相談ください。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　
予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

インフルエンザ予防の基本「マ・ウ・テ」　～マスクをして、ウがい、テあらいで～
★「マ」スクをして！ ★「ウ」がいをして！ ★「テ」あらいで！

・せきエチケットを心がけましょう ・水を口にふくみ、ブクブクうがい（1回）
・上を向き15秒ほどのガラガラうがい（3回）

・ウイルスをしっかり洗い流しましょう

体の抵抗力を高めるために、生活リズムを整え、バランスのとれた食事や、十分な睡眠をとりましょう。

育児相談一口メモ ～防災グッズ編～
そろそろ肌寒くなってきて、衣替えの時期になっていますが、衣替えと一緒にこどもの避難用品も見直しましょう。

乳幼児の避難グッズリスト

◦母子手帳（万が一持ち出せない時のために、大切なページを写真に収めておくのがお勧めです）
◦粉ミルク、哺乳瓶、レトルト離乳食など各 3 日分（災害時は母乳が出にくくなることがあります）
◦水、ストロー
◦オムツ、パンツ、おしり拭き 3 日分（おしり拭きは身体ふきとしても使用できます）
◦季節に合った着替え 3 日分 ◦食事エプロン
◦タオル ◦レジ袋や圧縮袋
◦おもちゃ ◦バスタオルや毛布など
◦抱っこ紐や帽子は避難時に必要です

両手が使えるように、リュックなどにまとめ、持ち出しやすいところにおいておきましょう。
乳幼児は特に月齢によって着替えや食事内容も大きく変化します。家族分もサイズや時期に合っているか、賞味期限なども時々
確認しましょう。
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街かどから・・・

第40回 会長杯大会（羽曳野市市制施行60周年記念）
　8 月 26 日㈰～ 9
月 24 日㈷の間で、
石川第 4 グラウン
ドにて同大会が行
われました。結果
は次のとおりです。

【Ａクラス】優　勝　島泉ファイブボーイズ　準優勝　ホワイトベアーズ
　　　　 　 第三位　羽曳野イーグルス

【Jr クラス】優　勝　羽曳野イーグルス　準優勝　羽曳野ブラックイーグルス

第 31 回 国際平和ポスターコンテスト作品展
　テーマ「思いやりは大切なこと」

　10 月 5 日㈮～ 9 日㈫、
LIC はびきので羽曳野ライ
オンズクラブ主催の作品
展が行われました。応募総
数 574 点（市内小学校 5・
6 年生）の中から、各賞に
選ばれた 39 点が展示され
ました。視野を世界へと広

げ、人を思いやる大切さを表現した作品ばかりでした。

絵筆を手に日本列島北から南へ（市制施行 60 周年特別展）

　郡慶三さん（市内在住・102 歳）の絵画展が、陵南の森
公民館を皮切りに、市役所、LIC はびきのの３カ所で開催さ
れました。9 月 11 日㈫から約１カ月間、たくさんの方々が
絵画展にご来場くださいました。郡さんは「今回このよう

な会ができてとても感激です。
上手い下手ではなく、観てく
ださった皆様に何か感じてい
ただけたら嬉しいです。これ
からも絵を描いてまいりま
す。」と思いを話されました。

こども防災教室 ( 埴生南小学校 )
　9 月 11 日㈫、関西大学
の学生団体ＫＵＭＣによる
出前授業、こども防災教室
が埴生南小学校 4 年生を
対象に行われました。授業
では、地震のしくみや地震
がおきたら命を守ることを

最優先に行動することなどを教わりました。また、新聞紙を
用いた非常用スリッパ作り、ごみ袋を用いたカッパ作りなど
身近なものが災害時に役立つ便利グッズとなることなど、楽
しく防災のことを学ぶことができました。

イモ掘り体験！土の中からゴロゴロと ･･･　
　10 月の１カ月間で、400 人を超える児童と園児を招いたイ
モ掘り体験会が行われました。この会は、中川哲男さん（誉田）
が、子どもたちに土のぬくもりに触れてもらいたいと、約 10
年前から続けており、今年も約４トンを越えるサツマイモを
収穫することができました。（写真は古市小学校 10/18）

Habikino だんじり認知症サポーター誕生
　だんじりが盛んな地域性を活かし、みんなで認知症の人
を支えようという取り組みが始まりました。今年度は、古
市の南町と北町のだんじり関係者が認知症サポーターにな
るための養成講座を 9 月に受講。10 月 6 日㈯、7 日㈰の
古市で行われたお祭りでは、認知症サポーターの証である
オレンジ色のリングを手首につけながら、だんじりを曳行
しました。
※来年度も Habikino だんじり認知症サポーターを募集予定

問
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卓球新リーグ開幕2018.10.24　『T.LEAGUE』
　10 月 15 日㈪、日本生
命レッドエルフの村上恭
和総監督、岸田聡子監督
らが、10月24日のTリー
グの開幕を前に、市長室
を訪ねてくださいました。
はびきのコロセアムも T
リーグの試合会場になっ
ており、国内最高峰の選手の試合を、間近で見ることができ
ます。詳しくは T.LEAGUE ウェブサイトでご確認ください。

Ａクラス

Jr クラス
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「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 古市 >< 誉田 >
母親の佳代さん

撮影撮影
祖父の義博さん 大

おおつじ
辻 眞

ま こ
子ちゃん大木 寿

じゅ
希
き

奈
な

ちゃん 平成29 年7月 25日 生まれ
平成28 年6 月 11 日 生まれ

いつも元気で仲良しの兄妹です。

< 高鷲 >
母親の文惠さん

撮影
中
なかやま

山 晴
はる

仁
と

ちゃん
平成29 年4月 17日 生まれ

生まれてきてくれてありがとう。
いつも元気いっぱい！成長が楽しみだよ。

生まれてきてくれてありがとう！
明るく元気に育ってね！

お兄ちゃんの龍奨ちゃんと一緒に

　10 月 14 日㈰、近鉄駒ヶ谷駅西側のコロコロふれあいパークで、日本遺産
竹内街道や地元ワインなどの魅力をもっと知ってもらおうとイベントを開催。
同日は、阿部野橋駅～飛鳥駅を往復する一日限りのワイン列車も運行。列車
には約 200 人が乗車し、羽曳野にある醸造所（３社）のプレミアムワインを、
移り変わる車窓を眺めながら楽しみました。さらに会場では、人気飲食店も
出店するワインフェス、60 周年記念ワインのセット販売などが行われ、集まっ
た 3,500 人が秋の夜長に酔いしれました。他には梅酒や日本酒の飲みくらべ、
ダンスパフォーマンス、夜空の映画祭などで盛り上がりました。

←羽曳野市市制施行 60 周
年を記念して醸造されたス
ペシャルプレミアムワイン
セット。左からオリジナル
ブレンド〈赤〉、デラウェ
アスパークリングワイン、
デラウェア〈白〉。ペアオ
リジナルグラス付き。
※ふるさと納税 返礼品

　日本ソムリエ協会名誉会長の
岡 昌治さんが羽曳野のワインの
おいしさや食事とのあわせ方な
どを会場でお話くださいました。
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

後期高齢者医療制度
【①整骨院・接骨院で柔道整復師の施術を受けるとき】

≪健康保険が使える場合≫　●骨折・脱臼・打撲・ねんざなど（肉ばなれを含む。）
　※骨折・脱臼は、緊急の場合を除き、あらかじめ医師の同意を得てください。
≪施術を受けるときの注意≫　●肩こり、筋肉疲労などに対する施術は保険対象外（全額
自己負担）です。●柔道整復師が患者に代わって保険請求を行うことが認められているた
め、自己負担することで施術が受けられます。施術を受けたときは、「療養費支給申請書」
の施術箇所や回数を確認し、署名または押印してください。●保険医療機関（病院、診療
所など）で同じ負傷などの治療中は、施術を受けても保険対象外です。

【②医師が必要と認めた、はり・灸・あんま・マッサージの施術を受けるとき】
≪健康保険が使える場合≫［はり・灸］神経痛・リウマチ・頸

け い わ ん

腕症候群・五十肩・腰痛症・
頸
け い つ い

椎捻挫後遺症・その他、慢性的な疼痛を主症とする疾患　［あんま・マッサージ］筋麻痺・
筋萎縮・関節拘縮などで、医療上マッサージを必要とする症例
≪施術を受けるときの注意≫　●保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意書ま
たは診断書が必要です。●単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のための
マッサージなどは保険の対象とならず、全額自己負担となります。●保険医療機関（病院、
診療所など）で同じ対象疾患の治療中は、はり・灸施術を受けても保険の対象にはなりません。

※柔道整復等の施術を受けられたときは、医療費控除の対象となりますので、必ず領収書
を受け取りましょう。
■問 問大阪府後期高齢者医療広域連合給付課
　☎ 06-4790-2031（㈯㈰㈷を除く 9:00 ～17:30）

《市内図書館》の電話番号・FAX 番号は、
 図書館だよりのページをご確認ください。

－ 制度 －  

耐震診断・改修設計・改修工事、除却工事、ブロック塀等の撤去工事の
補助制度 まずは耐震診断してみませんか？ ※ブロック塀等の撤去工事の補助も始めました。

※申請前に着手すると補助の対象になりません。※耐震設計、耐震改修、除却補助の対象
者については所得制限があります。※耐震改修工事、除却工事、ブロック塀等の撤去工事
に要する費用が定額未満の場合は、該当費用が補助金額です。
■対■象 問昭和 56 年 5 月 31日以前に建てられた木造住宅が対象です。
■問 問建築住宅課住宅政策推進室 ☎ 072-947-3705（直通）

≪耐震診断≫
費用の 9 割を補助（上限 45,000 円）

自己負担の目安 5,000 円

≪除却≫
費用の 5 割を補助定額 20 万円を補助

≪ブロック塀等の撤去≫
見附面積 1 ㎡あたり10,000 円の 5 割
費用の5 割を補助、最大 20万円を補助

補助対象の詳細
は下記までお問い
合わせください。［ ］

≪耐震設計≫
費用の 7 割を補助

10 万円を限度とします

≪耐震改修≫
定額 40 万円

または 60 万円を補助

平成 31 年度より 2 年間の 建設工事、測量・建設コンサルタントなど、
物品購入・委託業務等の競争入札参加資格審査申請書の受付（業者登録）
　次のとおり申請書の受け付けを行いますので、ご準備ください。
■申請書（市様式）のダウンロード期間　11月1日㈭～平成 31年1月 31日㈭
　市ウェブサイト［入札・契約情報］を検索。
■申請書提出方法　申請書は、すべて郵送または宅配便により受け付けします。
　［受付］平成 31年1月11日㈮～31日㈭ ※締切当日の消印（宅配便は配達依頼日）まで有効。

【留意事項】
　建設工事、測量・建設コンサルタントなどの競争入札参加資格審査申請にかかる事項
　［全般］申請資格および提出様式を変更しています。
　［電子申請］受付期間内に業者登録受付システムによる電子申請を行った後、申請書類
　　　　　　を提出してください。
　≪業者登録受付システムによる電子申請受付期間≫
　　平成 31年1月 7 日㈪ 9:00 ～31日㈭ 16:00 まで（㈯㈰㈷ 24 時間使用可）
     ※物品購入・委託業務などの競争入札参加資格審査申請においては、電子申請は不要です。
      ※［申請書のダウンロード、留意事項の確認、電子申請］は、市ウェブサイト［入札・契約情報］
　　　を検索してください。
■問 問契約検査課　☎ 072-958-1111 内線 3631・3632
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固定資産税・都市計画税の減免制度
【1】納税義務者が平成 30 年1月1日
現在で 65 歳以上、障害者、寡婦また
は寡夫のいずれかである。【2】納税義
務者および当該納税義務者と生計を一
にする者の全員が、住民税均等割非課
税限度額以下の所得である。
住民税均等割非課税限度額（市税条例第14 条第 2 項）

  扶養がない場合 　　320,000 円
  扶養が1人の場合 　　830,000 円
  扶養が2 人の場合 　 1,150,000 円
  扶養が 3 人場合 　 1,470,000 円

【3】所有している固定資産が自己居住
用だけであり、所有家屋の延床面積が
70 ㎡以下である。【4】固定資産税お
よび都市計画税の年税額（土地・家屋）
の合計が 5 万円以下である。
■対■ 象象【1】～【4】の要件すべてに該当す
る納税義務者。【減免額】申請日以後に
到来する納期に納付すべき税額の 2 分
の1の額。【申請期限】各納期限まで
■問 問税務課固定資産税担当 本館1階⑨⑩
窓口 ☎ 072-958-1111 内線1550･1551

改修された住宅に対する
固定資産税の減額
　工事費用（自己負担額）が 50 万円
を超える一定の要件を満たす住宅の改
修を行った場合、申告により、工事完
了日の翌年度分の固定資産税が減額さ
れます。※工事完了日から 3 カ月以内に、
税務課への申告が必要です。
【耐震改修】昭和 57 年 1月1日以前に
建築された住宅

【バリアフリー改修】高齢者等（改修工
事完了年の翌年１月１日における年齢が
65 歳以上の方、要介護認定または要支
援認定を受けている方、障害のある方）
が居住する、新築された日から10 年以
上を経過した住宅

【熱損失防止改修】平成 20 年 1月１日
以前に建築された住宅

※詳しい内容や必要書類等については、
お問い合わせください。
■問 問税務課固定資産税担当 本館1階⑨⑩
窓口 ☎ 072-958-1111 内線1550･1551

－ お知らせ －  
税理士による無料税務相談センター
　所得税・相続税や経理などに関する
相談（1人 30 分程度）。
■と■ きき 11月16 日㈮・21日㈬ 13:00 ～
16:00　■場■所 所市役所本館1階税務相談
コーナー　■対■象 象一般納税者で、税理士
の関与がない方　■申■込 込 電話申込（先着
順）※状況により当日申込可。 ■問 問 近畿
税理士会 富田林支部事務局　☎ 0721-
25-6250（㈪～㈮ 9:00 ～17:00）

市税催告コールセンター
　市税（市・府民税（普通徴収・特別徴
収）、固定資産税、軽自動車税、法人
市民税）の納期限から一定期間を過ぎ
ても納付確認ができない方に対し、専
門オペレーターが市税未納のお知らせ
と、納付のご案内をします。
■㈪～㈮ 9:00 ～17:30
■第 2・3 ㈫㈭ 9:00 ～20:00
■第 3 ㈰ 9:00 ～17:30
※11月追加実施：第 4 ㈫ 夜間コールセンター
※㈯、上記以外の㈰㈷、年末年始は業務
　を行いません。

≪振り込め詐欺など不審電話にご注意 !! ≫
　「市税催告コールセンター」から、還
付金の案内や納付のために ATM（現金
自動預け払い機）の操作を求めること
は一切ありません。
■問 問 税務課納税担当 ☎ 072-958-1111
内線 1440・1450

e-Tax の手続が便利になります
【平成 31 年 1月から】

■マイナンバーカードおよび IC カードリ
ーダライタをお持ちでない方も、税務署
で発行する【e-Tax 用 ID・パスワード】を
取得し、スマホや自宅のパソコンなどから、
国税庁ウェブサイトの「確定申告書等作成
コーナー」を利用して、申告書を送信す
れば所得税の確定申告書の提出が完了し
ます。［ 国税庁 ］で検索。
■【ID・パスワード】の発行は税務署で
随時受付（閉庁日を除く）。必ず運転免許
証など、本人確認書類をお持ちください。

■問 問 富田林税務署  ☎ 0721-24-3281 
（音声案内「2」を選択）

個人事業税 ［第 2 期分の納期限：
11月 30 日㈮まで］
　納付書は、８月に送付した納税通知
書に同封しています（口座振替を除く）。
■年税額が１万円以下の場合は、第２
期分の納付書はありません。
■個人事業税の納付用紙のうち、コン
ビニ収納用のバーコードが印刷された
もの（30 万円以下）は、納付書に記載
されている全国のコンビニで納めるこ
とができます。
■納付には、便利で安心・安全な口座
振替をご利用ください。
■問 問大阪府南河内府税事務所
☎ 0721-25-1131  [ 府税あらかると]
を検索

税を考える週間
［11月11日㈰～17 日㈯］
　国税庁ウェブサイトでは、「くらしを
支える税」をテーマとした特設ページ
を設け、国税庁の各種取組について紹
介しています。［国税庁］を検索。
■問 問富田林税務署　☎ 0721-24-3281

年末調整説明会および消費税軽減
税率制度説明会

（共催：公益社団法人富田林納税協会）
　平成 30 年分の年末調整の仕方、法定
調書の作成方法などの説明会および消費
税軽減税率制度の概要や事業者支援措置

（補助金）の説明会。※駐車場に限りあり。
■と■き 11月16 日㈮ ［年末調整説明会
13:00 ～15:00］［消費税軽減税率制
度説明会15:00 ～16:30］
■場■所 場すばるホール 大ホール
■問 問富田林税務署　☎ 0721-24-3281

11月の夜間窓口・休日窓口
【国民健康保険・後期高齢者医療】

夜間 13 日㈫・27 日㈫18:00 ～20:00
休日 18 日㈰ 10:00 ～15:00
■場■所・所 ■問 問保険年金課 市役所1階③窓口 
☎ 072-958-1111 内線 1750・1751

J アラート（全国瞬時警報システム）
緊急地震速報・全国一斉情報伝達試験

［緊急地震速報］11月1日㈭ 10:00 ～ 
［一斉情報伝達試験］11月 21日㈬ 11:00 ～
　市内の小・中学校や公共施設に設置
した、防災行政無線のスピーカーから
放送されます。
■問 災害対策課
☎ 072-958-1111 内線 2713

平成30年「秋の全国火災予防運動」
（全国統一防火標語：忘れてない？ サイフ
 にスマホに 火の確認)
　11月 9 日㈮～15 日㈭までの期間、
火災予防思想の一層の普及を図り、死
者の発生や、財産の損失などを防ぐこと
を目的とし、期間中は、消防車にて管
内巡回をします。11月13 日㈫９:00 か
ら近鉄藤井寺駅周辺にて秋季全国火災
予防運動街頭キャンペーンを実施予定。
≪重点目標≫
①住宅防火対策　②放火火災防止対策
③特定防火対象物等における防火安全対策
④製品火災の発生防止に向けた取組
⑤大勢が集まる催しに対する火災予防指導等

■問 問 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本
部予防課  ☎ 072-958-9928
℻ 072-958-9900
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平成30年 住生活総合調査
　12月１日㈯、住生活総合調査が行われ
ます。住生活の安定・向上に係る総合的
な施策を推進する上で必要な調査です。
■対■象 象 10 月に実施された住宅・土地統
計調査に回答いただいた世帯の中から
抽出された世帯。 ■調■査 所 11月下旬から
対象世帯に調査票を配布し、郵送・オ
ンラインにより回収します。　
■問 問平成 30 年住生活総合調査事務局 

（フリーダイヤル）☎ 0120-467-060

冬はノロウイルス食中毒に注意！
【ノロウイルスについて】
・主な症状は、下痢、おう吐、発熱です。
・感染力が強く、少量のウイルスでも感染。
・消毒には塩素系漂白剤が有効。アル
　コールや逆

ぎゃくせい

性石けんではあまり効果
　がありません。

≪主な原因食品≫ ①ウイルスに汚染し
た生の二枚貝（カキなど）⇒二枚貝は
生で食べずに、中心部までしっかり加
熱。②ウイルスに感染した人が調理時
に手を介して汚染させた食品 ⇒調理の
前やトイレの後、食事の前には、石け
んを使って丁寧に手を洗いましょう。
■問 問 大阪府藤井寺保健所生活衛生室食
品衛生課　☎ 072-952-6165

子ども・子育て支援における
ニーズ調査
　平成 30・31年度で「第二期子ども・
子育て支援事業計画」を策定します。
子育てなどに関する意識や実態などを
把握するための調査を12 月から1月頃
に予定しています。具体的な目標事業量
を把握する大切な調査です。ご協力をお
願いします。
■問 問こども課
☎ 072-958-1111 内線 1230

はびきの中学生 study-O 
11月・12 月
≪東教室（市役所会議室）≫
 ［11月］4 日㈰・24 日㈯・25 日㈰
 ［12月］22 日㈯・23 日㈰
≪西教室（あいあいハウスおよび支所）≫
 ［11月］4 日㈰・24 日㈯・25 日㈰
 ［12月］23 日㈰
■と■き き各教室［午前クラス］9:30
～12:30  ［午後クラス］13:30
～16:30　■￥ 象無料
■対■象 象市内在住・在学の中学生
※随時受付中！ 詳しくは、市ウェブサイト
または担当まで。
■問 問政策推進課 特命プロジェクトチーム  
☎ 072-958-1111 内線 3530

大阪府みどりの基金
　大阪府の緑化推進および良好な自然
環境の保全のため『大阪府みどりの基
金』を設置しております。街にうるお
いや安らぎをもたらしてくれる “みどり”
を増やすために、ご協力ください。
■問 問 大阪府環境農林水産部みどり推進
室みどり企画課都市緑化グループ
☎ 06-6210-9558

［大阪府みどりの基金］を検索

早寝早起き、朝ごはん ～３つのチ
ャレンジ～ 11月は健康な生活習
慣に取り組みませんか？
　子どもが成長する上で、生活習慣の
確立『早寝早起き、朝ごはん』が必要
です。家庭でも取り組めるよう市内小
学校、幼稚園、保育園のお子様たちを
通じて、「３つのチャレンジ」記録表を
配布しますので活用してください。
■羽曳野市青少年健全育成推進大会
　PTA 連絡協議会全体研修会
高鷲中学校吹奏楽部演奏・式典・講演会

【とき】11月10 日㈯ 9:45～
【場所】LIC はびきのホールＭ
【講師】神川康子（富山大学理事・副学長） 
『生きる力の源、生活習慣の確立は一生
物のプレゼント』
～眠って、賢く、優しく、美しく、人間力 UP！～

■問 問社会教育課　☎ 072-958-1111
内線 4452

引越しのときは、早めに連絡を！
＜水道の使用を中止されるとき＞
　料金の精算に伺いますので、引越しの
２～３日前までには必ずご連絡ください。
ご連絡がない場合は、引き続いて料金が
かかりますのでご注意ください。
＜新たに水道を使用されるとき＞
　水道を使用される２～３日前までに
は必ずご連絡ください。
■問 問 水道料金お客様センター ☎ 072-
957-7770（直通） ☎ 072-958-1111 内線
5021～ 5024（平日 9:00 ～17:30 ㈯㈰
9:00 ～17:00）※祝日、年末年始は休業。

にせ水道局職員にご注意ください
　水道局職員を装って自宅を訪問し、

【水道料金の請求】【水道器具（浄水器な
ど）の販売】【事前連絡のない水質検査
や洗浄や点検】などのトラブルが発生し
ています。不審に思われたときは、身分
証明書の提示を求め、確認していただく
か、水道局へお問い合わせください。
■問 問水道局　☎ 072-958-1111
内線 5040

羽曳野市防災行政無線（同報系）
デジタル化整備工事に伴う住民説明会
　平成 30 年度から31年度にかけて防災
行政無線のデジタル化整備工事を行います。

［説明会：11月］
① 12 日㈪ 19:00 ～古市小学校（体育
館）・西浦小学校（体育館）
② 13 日㈫ 19:00 ～駒ヶ谷小学校（体
育館）・陵南の森公民館（会議視聴覚室）
③ 14日㈬19:00 ～エコプラザ（第1会議室）
④ 15日㈭19:00 ～丹治はやプラザ（集会室1）
⑤ 16日㈮19:00 ～ＭＯＭＯプラザ（集会室1）

■問 問災害対策課 ☎ 072-58-1111内線 2713

「大阪府最低賃金」の改定
時間額 936 円（平成 30 年 10 月1日発効）
　使用者は労働者に対して、次の金額
以上の賃金を支払う必要があります。
◆年齢、パート、学生アルバイトなどの
すべての労働者に適用されます。
◆特定の産業の労働者には、「特定最低
賃金」が適用されます。
■問 問大阪労働局労働基準部賃金課　
☎ 06-6949-6502 または最寄りの労
働基準監督署、大阪労働局ウェブサイト

11月は『Ｓマーク（標準営業約款
制度）』の普及登録促進月間
　Ｓマーク登録店は厚生労働大臣認可
の標準営業約款に従って、『安心・安全・
清潔』を消費者の皆様にお届けします。
対象店は「理容・美容・クリーニング・
めん類飲食・一般飲食」です。
■問 問日本政策金融公庫
☎ 0120-154-505

11月は『ノー残業デー、ワーク・
ライフ・バランス推進月間』
●定時退社で、時間外労働の削減
特定の日や曜日に「ノー残業デー」を
設定し、定着させましょう。
●年次有給休暇の取得を促進
㈯㈰㈷にプラスワン休暇して連続休暇
を取得しましょう。
■問 問大阪府商工労働部雇用推進室
☎ 06-6210-9521

森林環境税の取り組み状況
南河内地域説明会
■と■ きき 11月 6 日㈫ 14:00 ～15:30
■場■ 所所 大阪府南河内府民センター3 階
講堂（富田林市寿町 2-6-1）
■申■・込込 ■問 問前日までに、電話・メール・FAX
の内いずれかで申し込みください。
大阪府南河内農と緑の総合事務所地域
政策室　☎ 0721-25-1131　℻ 0721-
24-3231　メール minamikawachinotomi
dori-g03@sbox.pref.osaka.lg.jp
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［ふれ愛広場］新規遊具設置・整
備に伴い利用できません
■場■所 所ふれ愛広場（グレープヒルスポーツ
公園内）　■期■間 12 月５日～平成 31 年
3 月 31日（芝生養生のため工事終了後、
一部使用できません）　■問 社会教育課
☎ 072-958-1111 内線 4420

屋外広告物（看板・広告塔）の
適正化にご協力を！
　屋外広告物の設置は、場所によって
面積や高さの規制があります。特に、
世界文化遺産登録をめざす古市古墳群
周辺においては、調和した景観を保全
するため、より厳格な基準が設けられ
ています。安全管理も含めて、適正化
にご協力をお願いします。
■問 問都市計画課　☎ 072-958-1111 
内線 2573

犬や猫を飼われている方へ
≪犬の飼い主の方へ≫ ●しつけをしっか
りとしましょう。●狂犬病予防注射を受け
させましょう。●首輪に迷子札（連絡先な
どがわかるもの）を付けましょう。●散歩
などは、丈夫な綱などを付けて、十分制
御できる人が行いましょう。●フンは飼い
主が責任をもって処理をしましょう。
≪猫の飼い主の方へ≫ ●フン、尿は自
宅の決まった場所でさせるようしつけま
しょう。●屋外に出すと、感染症や交
通事故に遭う場合があります。また、首
輪や迷子札を付けてないと飼い主のい
ない猫となる場合があります。屋内飼い
をするようにしましょう。●不妊去勢手
術をしないで屋外で飼育すると、飼い主
のいない猫を増やすことになります。
■問 問環境衛生課　☎ 072-958-1111
内線 2842
（犬や猫に関する相談）
○飼い犬が人を噛んだとき
○犬の譲渡、犬猫の引取
○適正飼養の普及啓発 など
■ 問問 大阪府動物愛護管理センター　

（尺度 53-4）☎ 072-958-8212

平成 31 年度 留守家庭児童会
（学童保育）入会児童受付
　実施内容については、市ウェブサイ
トまたは入会のしおりをご覧ください。
■と■ きき ①12 月 8 日㈯・9 日㈰ 10:00
～15:00、② 12 月10 日㈪～14 日㈮
10:00 ～19:30　■場■ 所所 市役所別館（①
2 階研修室 ② 3 階社会教育課） ■対■ 象象 市
立小学校、義務教育学校に在籍する1
年～ 6 年生で、放課後、保護者が就労
などで家庭にいない児童。 ■ ￥￥ 800 円

（傷害・賠償保険）　■申■ 込込 受付時に全て
の必要書類を提出してください（しおり
参照）。過去 5 年間に使用料の未納が
あるご家庭は、完納後に受け付けます。
≪しおりの配布≫ ●新1 年生は、就学
時健診の際に学校で配布。●平成 30
年度の留守家庭児童会に在会中の児童
には、教室から配布。●社会教育課、
支所でも配布予定（11月 6 日㈫）

■申■込・込 ■ 問問 社会教育課
☎ 072-958-1111 内線 4510・4520

with 里親募集（高鷲学園）
　何らかの理由で家庭での生活ができ
なくなり、高鷲学園で暮らす子どもた
ちのために、里親を目指す「with 里親」
を募集しています。
■『はぐくみホーム』（養育里親）一定期
　間、子どもたちを育ててくださる家庭。
■『週末里親』月に数回、または長期休み
　に子どもたちを迎え入れてもらえる家庭
※子どもたちが家庭を必要とする期間は数
　日から数カ月、数年とさまざまです。

■問 問児童養護施設高鷲学園　
☎ 072-959-2202 メール withsatooya@
takawashigakuen.com

11月は「こころの再生」
府民運動推進月間
　『①生命を大切にする②思いやる③
感謝する④努力する⑤ルールやマナー
を守る』の「５つのこころ」を見つめ直し、

「あいさつする」など毎日の暮らしの中
でできることを呼びかけています。これ
らを意識して、行動を起こしませんか。
■問 問 大阪府教育委員会事務局教育総務
企画課　☎ 06-6944-8042

認定 NPO 法人  大阪被害者支援
アドボカシーセンター
大阪府公安委員会認定 犯罪被害者等早期援助団体

　事件・事故の被害にあわれた方への
相談、付添いなどの支援を行っています。
相談・支援は全て無料です。【秘密厳守】 
■相談電話 ☎ 06-6774-6365 ㈪～㈮

（㈷、年末年始除く10:00 ～16:00）

■全国共通ナビダイヤル ☎ 0570-783-
554（年末年始を除く）7:30 ～22:00 ウ
ェブサイト［アドボカシーセンター］検索

「女性に対する暴力をなくす運動」
11月12 日㈪～25 日㈰（11月 25
日 女性に対する暴力撤廃国際日）
　女性に対する『暴力、性犯罪、売買
春、人身取引、セクシュアル・ハラス
メント、ストーカー行為』などは、女
性の人権を著しく侵害するものであり、
男女共同参画社会を形成していく上で
克服すべき重要な課題です。運動をき
っかけに、女性に対する暴力について
考え、暴力のない社会の実現をめざし
ましょう。※「夜間女性電話相談」11
月14 日㈬に実施。
女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク
女性が腕をクロスさせた姿を描いて
おり、女性の表情、握りしめたこぶ
し、クロスさせた腕により、 女性に対する暴力
を断固として拒絶する強い意志を表しています。

■問 問人権推進課　☎ 072-958-1111 
内線 1052・1057

「女性の人権ホットライン」強化週間
（11月12 日㈪～18 日㈰）
　夫・パートナーからの暴力、職場な
どにおけるセクシュアル・ハラスメント、
ストーカー行為など女性をめぐるさま
ざまな人権問題を人権擁護委員および
法務局職員が相談に応えます。
≪相談は無料、秘密は必ず守ります≫
☎ 0570-070-810（ゼロナナゼロのハートライン）
■と■き 所 11月12 日㈪～ 16 日㈮ 8:30 ～
19:00、17日㈯・18日㈰10:00 ～17:00
■問 問大阪法務局人権擁護部　
☎ 06-6942-9496 

マイナンバーカードをつくろう
≪申請も簡単！≫①通知カードについ
ている交付申請書に、顔写真を貼って
郵送してください。②約1カ月後、市役
所からご自宅にはがき（交付通知書）が
届きます。③必要書類などを持参し、
市民課または支所にお越しください。
※本人を証明するカードですので、必
ずご本人がお越しください。
≪便利な利用方法！≫①公的な身分証
明書として利用可能！②コンビニで住民
票などの証明書が取得！③行政手続や民
間サービスの電子申請につかえます！
■問 問マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178（平日）9:30 ～20:00、
㈯㈰㈷ 9:30 ～17:30
市民課  ☎ 072-958-1111 内線 1670

百舌鳥・古市古墳群  年賀状販売
≪11月12日㈪ から 限定 5,000 枚≫
　販売は10 枚単
位 (62 円はがき・
普通紙）1人あた
り上 限 100 枚ま
で。先着順です！
■販■売・売 ■問 間間
世界文化遺産推進
室（市役所本館 4
階）☎ 072-958-
1111 内線 4405
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－ 講座 － 
認知症知っとこ～座
認知症高齢者の気持ちを理解する
　介護の必要な家族がいる方や、介護
や認知症に関心がある方を対象に開催。
■と■き 11月 25 日㈰ 10:30 ～11:30
■場■所 グループホームみやび みやびデイ
ルーム（西浦 2-1844-1）　■定■員 25 人
■ ￥￥ 無料　■申■・込込 ■問 同グループホーム　
☎ 072-950-0382

生活援助サービス従事者研修
　介護保険の訪問介護サービスの従事
者はヘルパー資格を持つ人と決められて
います。訪問型サービスＡ（掃除、買い物、
調理などの生活援助サービス）を受講
することで、ヘルパー資格を持たない人
でも従事者として働くことができます。
■と■き き11月 22 日㈭・28 日㈬ 9:30 ～
16:30　■場■ 所所 市役所Ａ棟中・東会議室
■対■ 象象 いずれかに該当する方。①市内在
住の方 ②本市内の訪問型サービスＡを
実施する事業所に従事する予定の方　
■定■員 20 人　■ ￥￥￥  無料　■申■・込込 ■問 問地域
包括支援課窓口または電話にてお申し込
みください。☎ 072-947-3822（直通）

羽曳野からだ塾 大阪はびきの医
療センター府民公開講座
　「冬の肺炎に備える～栄養強化とフレ
イル対策を中心に～」（手話通訳あり）
①冬の肺炎とフレイル対策について ②
あなたの栄養足りていますか？～元気
に過ごすための食事の知識～ ③感染

－ 募集 － 
市営車地住宅空家募集
【所在地】 はびきの 5-5-12
【戸数】・2DK（1戸）1～3 人世帯向け
・3DK（1戸）3 人以上世帯向け

【資格】①現在、住宅に困っており、収
入基準に合う方（入居予定者全員の収
入が対象）で、家賃を支払うことがで
きる方 ②申込時点で、申込者本人が羽
曳野市内に在住、または在勤の方（勤
務することが確実な場合も含む）

【申込書の配布】11月 5 日㈪～16 日㈮
建築住宅課（市役所本館 2 階）・支所・
人権文化センター・陵南の森総合センタ
ー・丹治はやプラザ・ＭＯＭＯプラザ・
石川プラザ 9:00 ～17:30
※建築住宅課・支所・人権文化センタ
ーでは、㈯㈰は配布しません。

【申込】11月5 日㈪～16 日㈮（㈯㈰除く）
9:00 ～17:30 建築住宅課まで。

【抽選会および説明会】12 月16 日㈰
10:00 ～市役所別館 3 階会議室（予定）

【入居時期】平成 31年 2 月下旬（予定）
※詳しくは「入居申込みのしおり」参照。

■問 問建築住宅課住宅政策推進室
☎ 072-958-1111 内線 2270 ～2274
℻ 072-958-8067　

自動車運転手（羽曳野市臨時的任
用職員）募集
■定■員 1人　■業■務 務送迎車両（8 人乗程度）
の運転および点検・清掃・給油など　

■対■ 象象 ①平成 30 年11月1日現在で普
通自動車第二種免許を取得している方 
②子どもの教育に関心が高い方　■勤■務 象
㈪～㈮【午前】7:00 ～ 9:00【午後】2 ～
2 時間半程度（午後の開始時刻は曜日
による）【週休日】㈯㈰㈷ 学校の長期休
業期間は勤務なし　■期■間 務2019 年 4 月
1日～ 9 月 30 日まで（更新の場合あり）
■試■験 込 12 月16 日㈰ 10:30 ～市役所別
館 3 階会議室　■申■・込込 ■問 込 11月19 日
㈪～12 月7日㈮（㈯㈰㈷除く）9:00 ～
17:00 まで。市役所別館 3 階学校教育
課学事担当へ受験申込書等を持参。※
詳細は、市ウェブサイトをご覧ください。
☎ 072-947-3907（直通）

学童保育の職員募集
①非常勤職員 募集　

【定員】若干名　【賃金】月額 107,870
円（社会保険、福利厚生の加入あり）

【勤務】通常㈪～㈮ 12:45 ～ 17:45
【試験】 務申込時に面接日時を決定。
②臨時職員（スポット勤務）募集
　勤務可能日だけ登録して働く仕事です。

【定員】若干名　【賃金】時給1,010 円
（社会保険、福利厚生の加入なし）
【勤務】 務通常 ㈪～㈮ 12:45 ～17:45
■対■象 象①②高校卒業以上～平成 30 年度
中に満 67 歳になる方まで。
※詳細は市ウェブサイトをご覧ください。
■申■込・込 ■ 問問 社会教育課（別館 3 階）
☎ 072-958-1111 内線 4510・4520

きらりはびきの
～男女共同参画フォーラム＆人権
を考える市民の集い～
■講■ 師師 BORO（ミュージシャン）
■と■き 所12 月８日㈯ 14:00 開演 （13:30
開場）　■場■ 所所 LIC はびきの ホールＭ
■ ￥￥ 無料　■定■員 600 人（定員超過の場
合は抽選）　■ 他他 ・手話通訳あり・要約
筆記あり・点字プログラムあり・車椅子
利用席あり・無料一時保育あり（要予約、
2歳から就学前までの幼児、定員10人）
■申■・込込 ■問 問はがきに①～⑦をご記入の上、
お申し込みください。【締切】11月９
日㈮ 当日消印有効 ①きらりはびきの 
②氏名 ③住所 ④連絡先電話番号 ⑤
年齢 ⑥参加希望人数（1申込につき 3
人まで） ⑦一時保育希望の有無（希望：
子どもの氏名、年齢を記入）〒 583-
8585 誉田 4-1-1 人権推進課 ☎ 072-
947-3607（直通） ℻ 072-958-8061
メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp
◆結果の通知は、講演 1週間前に申込
代表者へ郵送します。※申込結果のお
問い合わせはご遠慮ください。

自衛官等募集
《高等工科学校生徒・自衛官候補生》
【高等工科学校生徒】●修学 3 年、高
卒資格取得 ●特別職国家公務員の身
分と待遇（期末手当 2 回、週休 2 日制、
祝日・年末年始休暇、被服類・寝具・食事・
宿舎費無料 ●学びが仕事（中堅技術者
の育成）　【対象】日本国籍を有する男
子中卒（見込含）17 歳未満の方　【申込】

［推薦］11 月 1 日㈭～ 30 日㈮［一般］
11 月 1 日㈭～平成 31 年 1 月 7 日㈪

【試験】 問［推薦］平成 31 年 1 月 5 日㈯
～ 7 日㈪の内、指定する１日［一般］
平成 31 年 1 月 19 日㈯

【自衛官候補生】●所要教育後、3 カ月
後に 2 等陸・海・空士に任用　【対象】
日本国籍を有する高卒（見込含）18 歳
以上 27 歳未満の方　【申込】 問 随時受付

【試験】 問受付時にお知らせ
■問 問自衛隊大阪地方協力本部 富田林地域
事務所　☎ 0721-24-3799
℻ 0721-24-3999

～ フィッシング詐欺ってなに ～
インターネット閲覧中に、突然「スマートフ
ォンが当選しました！」という画面が出て

きた。クレジットカード情報を入力すると、ス
マートフォンが送られて来ると書かれているが
本当か？

Q

これは、カード情報を盗み取る「フィッシ
ング詐欺」です。クレジットカードに登録

している氏名、カード番号、有効期限、セキュリ
ティコードを入力すると、カードで支払いができ、
個人情報も盗まれます。何も応募していないの
に景品が当たり、カード番号を入力させるのは
詐欺である可能性が高いです。ネットで買い物
する際は、サイト URL が SSL 化（httpsで始ま
る）されているサイトを利用しましょう。

A

【消費生活相談】毎週㈪㈬㈭㈮
　　10:00 ～12:00、13:00 ～15:30
　　まずは、電話にてお問い合わせください。
　　消費生活センター（市役所本館 2 階）
　　☎ 072-947-3715（直通）

教えて !

消費生活 Q A＆

頑張っています介護相談員
　介護保険施設などの利用者・入居者
のもとへ訪問し、世間話をはじめ、悩
み相談を施設に伝え、解消へと導く “橋
渡し役” です。興味のある方は12 月広
報の募集をご覧ください。
■問 問地域包括支援課 ☎ 072-947-3822（直通）
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創業をみえるカタチに
事業計画書策定セミナー
■と■ きき ●12 月13 日㈭ 創業する事業の
コンセプトや戦略づくり ●12 月18 日
㈫ 数字から見る事業計画書の立て方
19:00 ～21:00
■場■所  員員 富田林商工会館 2 階 商工会会議
室（富田林市粟ヶ池町 2969-5）　
■定■員 15 人（先着順）　■ ￥￥ 無料　
■申■ 込込 11月12 日㈪～羽曳野市商工会 
☎ 072-958-2331 ℻ 072-956-
1950 ■ 問問 産業振興課　☎ 072-958-
1111内線 2740 ℻ 072-950-2055

子育てプログラム
①トリプル P: 前向き子育てプログラム
4 回（１回 30 分程度）子どもの発達や行
動などの問題に、親がどのように関わると
改善されるのか、考え方などを学びます。
②「安心感の輪」子育てプログラム
8 回（１回 30 分程度）しぐさなどから、子
どもの状態や気持ちに気づいて、安心感を与
えてあげられるようになるための教室です。

■と■ きき 申込後、日程調整の連絡をします。
■場■所 員 大阪府立大学羽曳野キャンパス療
養学習支援センター、もしくは、受講
者に合わせて決定。 ■対■ 象象 乳幼児をも
つ保護者（託児なし）　■定■員 同時期の
受講は先着２人、受講時期の変更あり。
■申■・込込 ■問 込 FAX 申込。氏名・連絡先・子
どもの年齢・希望するプログラムを記
入。大阪府立大学（岡崎）☎ 072-950-
2824　℻ 072-950-2131

定期救命講習（応急手当 WEB 講
習を含む普通救命講習Ⅰ）
　AED（自動体外式除細動器）の使用
方法を含めた応急手当など。受講後に
修了証を発行します。
消防組合ウェブサイトから、応急手当
WEB 講習を受講し証明書を持参すれば
2 時間の実技講習で普通救命講習Ⅰの修
了証を発行します。従来の普通救命講
習Ⅰ（3 時間）も行っています。

■と■ きき 12 月 23 日㈰ 13:30 ～ 16:30
（WEB 講習修了者は 14:30 から）
■場■ 所所 消防本部 3 階視聴覚室（藤井寺
市青山 3-613-8）　■対■ 象象 市内在住・在
勤・在学の方　■定■ 員員 30 人（先着順）
■申■込・込 ■問 11 月 22 日㈭９:00 ～電話
申込。柏原羽曳野藤井寺消防組合消防
課救急係 ☎ 072-958-9937

公開講座 陵南の森公民館グループ連絡協議会
水墨画を描く  

【とき】11 月 26 日㈪ 9:30 ～ 11:30
【会場】実習室（2 階）　【定員】10 人
【持物】下敷・筆・墨　【費用】無料　
【申込・問】11 月 1 日㈭～ 15 日㈭
水墨画の会（貝本）☎ 072-954-0859
豚まん講習会  

【とき】12 月 12 日㈬ 13:00 ～ 15:00
【会場】料理実習室（2 階） 【￥】500 円
【定員】15 人（多数の場合抽選）
【持物】なし【申込・問】11 月 4 日㈰
～ 10 日㈯ 大阪友の会古市支部（園田）
携帯090-6917-2035

■対■象 市内在住・在勤・在学の方
■申■ 込込 受付時に氏名・住所・電話番号・
年齢が必要。

症に負けない体づくり～
■と■ きき 11月10 日㈯ 14:00 ～16:00
■場■所 員 大阪はびきの医療センター２階第
一会議室（はびきの 3-7-1）　■ ￥￥ 無料　
■定■員 100 人（先着順）　■ 他他 駐車場あり

（無料：駐車券をお持ちください）
■申■・込込 ■問 問11月 9 日㈮までに電話、FAX
申込（FAX：氏名・参加人数・来院方法・
連絡先を明記）大阪はびきの医療セン
ター事務局 総務グループ ☎ 072-957-
2121（ 平 日 9:30 ～ 17:00） ℻ 072-
957-6285

精神障がい者家族教室
「家族にできること・できないこと
 ～聞き上手は安心へのパスポート～」
■と■ きき 11月 21日㈬ 13:30 ～16:00
■場■所 員藤井寺保健所２階 講堂
■対■ 象象 精神障がい者（主に統合失調症の
患者さん）のご家族　■講■師 象川辺慶子（家
族 SST 交流会 世話人代表）　
■申■・込込 ■問 込電話・FAX 申込。
藤井寺保健所 精神保健福祉担当　
☎ 072-955-4181 ℻ 072-939-6479

大阪保育子育て人権研究集会
「乳幼児期の保育と教育は表裏一体」
～心の土台をつくる愛着関係～
■と■ きき 11月 25 日㈰ 10:00 ～16:30
■場■ 所所 大阪大谷大学（富田林市錦織北
3-11-1）　■講■ 師師 遠藤利彦（東京大学大学
院教授）　■￥ ￥ 2,000 円　■対■象 象 市内在
住の保育士、幼稚園教諭、子育て支援
に関心のある方。 ■申■込・込 ■問 問 11月 9 日
㈮までに申込用紙（市役所こども課で
配付）に必要事項を記入の上、FAX・
郵送にて申込。〒 540-0006 大阪市
中央区法円坂 1-1-35 アネックスパル
法円坂第 20 回大阪保育子育て人権
研究集会事務局  ☎ 06-4790-2221 
℻ 06-4790-2223（先着順）※ちゃい
るどネット大阪ウェブサイトからも申込
用紙がダウンロードできます。

創業セミナー
　本市でこれから創業される方が対象。
受講するとさまざまな優遇制度を受け
ることが可能です。（託児あり：1歳以上）
■と■ きき 11月13 日・20 日・27 日、12 月
4 日㈫ 19:00 ～21:00
■場■所  員員 富田林商工会館 2 階 商工会会議
室（富田林市粟ヶ池町 2969-5）
■定■員 30 人　■ ￥￥ 無料　■申■ 込込 羽曳野市
商工会 ☎072-958-2331 ℻072-956-
1950　■ 問問 産業振興課 ☎ 072-958-
1111 内線 2740　℻ 072-950-2055

白鳥児童館だより（11月）  翠鳥園 2-9-101  ☎・ＦＡＸ 072-957-4900
[ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:30 ※㈷を除く  ■対■象 象小学生・保護者同伴の乳幼児
≪わくわく子育て広場≫ミニミニ運動会 かけっこや玉入れをします

【とき】5 日㈪ 10:30 ～ 11:30 ※雨天時：ゆうぎ室
≪将棋であそぼう≫【とき】14 日㈬ 15:30 ～ 16:30
≪①トライルーム ②チャレンジルーム≫クリスマスかざり

【とき】17 日㈯ ① 9:30 ～ 11:30 ② 14:00 ～ 16:00  【対象】①小学 1 ～ 3 年生 ②小
学 4 ～ 6 年生  【定員】①②15 人（先着順）  【￥】 ￥①② 100 円（当日持参）　

【申込】①② 11月10 日㈯～16 日㈮ ※電話のみ
≪絵本のへや≫絵本・紙芝居など　【とき】20 日㈫・26 日㈪ 10:30 ～ 11:30
≪グラウンド・ゴルフであそぼう≫【とき】24 日㈯ 14:00 ～ 15:00【持物】水筒
≪みんなで遊ぼう水曜日≫バドミントン大会【とき】28 日㈬15:00 ～ 16:00【持物】水筒

青少年児童センターだより（11月）向野 3-1-33
　☎ 072-952-0032　ＦＡＸ 072-937-8580　※詳細はお問い合わせください。 
　［一般開放］ ㈪～㈮ 13:00 ～17:00  ㈯ 9:00 ～17:00 ※㈷除く
子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
 【とき】10 日・17 日・24 日㈯ 15:00 ～ 17:00 ※日程変更あり  対【対象】おおむね小学生
≪おもしろ教室≫「クリスマスオーナメント」～アイロンビーズで、色々な形のクリス
マスオーナメントを作ろう！～  【とき】10 日㈯ 10:00 ～ 11:30  【対象】幼児と小学生

（小学１年生まで保護者同伴）  定【定員】15 人（先着順）  【申込】電話申込
≪子育てセミナー≫「親子体操」～親子でたのしく体を動かそう～
 【とき】 15 日㈭ 10:00 ～ 11:30  【場所】 同センター体育館  【講師】 体育文化指導協会
 持※初めての方は、電話で事前申込が必要。
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・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
石川プラザ（以下）
問合せ　☎ 072-950-2002
※詳細はお問い合わせください。
歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■き き11月 20 日、12 月18 日㈫14:00 
～15:30　■￥ ￥各 510 円

土曜ベーシックヨガ教室（3 期）受付中
■と■き き11月10 日・17 日・24 日、12 月
1日・8 日・22 日㈯ 10:00 ～11:30　
■￥ ￥4,620 円（11月 24 日以降 2,310 円）

ママヨガ教室（3 期）受付中 
■と■き き11月 6 日・20 日、12 月 4 日・11日・
18 日㈫ ① 9:30 ～ 10:30 ② 10:45 ～
11:45  ■対■象 象 6 カ月～2 歳児とお母さん   
■￥ ￥4,110 円（11月 20 日以降 2,055 円）

フラダンス教室（3 期） 受付中 
■と■き き11月 6 日・13 日・27日、12 月4 日・
11日㈫ ①初心者 9:30 ～10:30 ②経
験者10:35 ～11:35  ■￥ ￥①② 4,110 円

（11月13 日以降 2,055 円）

やさしいヨガ教室（3 期）受付中  
■と■き き11月 8 日・15日・22日、12 月 6 日・
13 日・20 日㈭ 14:00 ～15:30  
■￥ ￥4,620 円 （11月22日以降 2,310 円）

丹治はやプラザ（以下）
問合せ　☎ 072-937-2355
※詳細はお問い合わせください。
歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■ きき 11月27日、12 月25日、平成 31
年1月22日㈫14:00 ～　■ ￥￥ 各 510 円

リフレッシュヨガ教室（3 期） 受付中
■と■ きき 11月7日・21日・28 日、12 月5日・
12 日・19 日㈬ 10:00 ～　
■ ￥￥ 4,620 円（11月28 日以降 2,310 円）

太極拳教室（3 期） 受付中
■と■ きき 11月14 日・28 日、12 月12 日・
26 日㈬ 13:30 ～  ■ ￥￥￥￥  3,080 円（11月
28 日以降1,540 円）

民踊教室（3 期）河内音頭ほか受付中
■と■ きき 11月 2 日・16 日、12 月7 日・21
日㈮13:30 ～　■ ￥￥ 3,080 円（11月16
日以降1,540 円）

女性のための瞑想・癒しヨガ教室
（3 期） 受付中
■と■ きき 11月6日・13日・20 日、12月4日・
11日・18 日㈫ 13:30 ～　■ ￥￥ 4,620 円

（11月 20 日以降 2,310 円）

丹治はや文化祭 11月 25 日㈰
≪ 2 階集会室≫ダンス・舞踊・太極拳・
大正琴など ≪1 階ロビー≫デコパージ
ュ・フラワーアレンジメント・書道・押
し花・絵手紙など展示と体験あり。囲
碁大会・みたらし団子販売など。
■と■ きき 10:00 ～17:00

各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

ＭＯＭＯプラザ（以下）
問合せ　☎ 072-957-5553
※詳細はお問い合わせください。
リフレッシュヨガ教室

（3 期㈬㈭コース）受付中
■と■き き【㈬コース】11月 7 日・21日・28 日、
12 月 5 日・12 日・19 日 【㈭コース】11
月1日・8 日・15 日、12 月 6 日・13 日・
20 日 各15:15 ～16:45 　■定■員 員【㈬コー
ス】24 人 【㈭コース】20 人　■￥ ￥各コース
4,620 円（㈬コース11月 28 日以降、㈭コ
ース11月15 日以降 2,310 円）
　
ベビーダンス教室（3 カ月～2 歳前後）
キッズ☆ベビーダンス教室（1 歳半
～就学前）受付中
■と■き き11月1日・15日、12月 6日・20 日㈭ 

（ベビー）11:15 ～12:15（キッズ）10:00
～10:45  ■場■所 員 はびきの庵 円想  ■定■員 員
6 人（大人同伴）　■￥ ￥3,000 円（1カ月）
　
ＭＯＭＯフェスタ 12 月 9 日㈰
　マルシェ、作品展示、教室発表、ワ
ークショップ、お子様向けゲーム など
※詳細は12 月号でお知らせします。

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

熟年簡単クッキング教室
～男性初級者コース～
■と■き 平成 31年1月 25 日、2 月1日、
2 月 8 日㈮ 10:00 ～12:30
■場■所 保健センター3 階栄養指導室
■対■ 象象 市内在住の 65 歳以上の男性で、
料理をしたことがある方。 ■ ￥￥ 1,500 円

（3 回分、材料費込）　■定■員 10 人程度
（多数の場合抽選）　申 ■持■ 物物 エプロン、三
角巾、タオル、筆記用具　申 ■申■・込込 ■問 地
域包括支援課の窓口または電話でお申
し込みください。［締切］12 月 21日㈮
☎ 072-947-3822（直通）

男女共生セミナー
少ない手間で大きな効果♪
スーパー主夫の早めの大掃除講座
■と■き き11 月 18 日㈰ 10:00 ～ 12:00
■場■所 員陵南の森公民館料理実習室
■講■師 象山田亮（家事ジャーナリスト、楽
家事ゼミ主宰）※ NHK「助けてきわ
めびと」など、多数出演。　■対■ 象象 市内
在住・在勤・在学の方　■定■員 24 人（先
着順）　■ ￥￥ 500 円　■他 ￥ 一時保育 : ２
歳から就学前の幼児・無料・先着５人
※要予約　■申■ ･込込 ■問 11 月 7 日㈬まで
に、電話・FAX・メールのいずれかで
お申し込みください。FAX・メールの
場合は、件名に「男女共生セミナー申
込」と明記し、①氏名 ②年齢 ③住所 
④電話番号 ⑤一時保育の有無（※子
どもの氏名・年齢）を記入の上、お送
りください。☎072-947-3606（直通） 
℻ 072-958-8061メール jinkensuishin@
city.habikino.lg.jp

きりえで作る干支の講習会
陵南の森公民館登録グループ体験会
■と■き 所11 月 28 日㈬ 13:30 ～ 15:30
■場■ 所所 陵南の森公民館 2 階会議・視聴覚室
■対■ 象象 市内在住・在勤・在学の方
■定■ 員員 30 人（先着順）　■ ￥￥ 1,000 円　
■ 他他 道具は用意します  ■申■・込込 ■問 問きりえ
サークルはびきの（宮野）☎ 072-956-
6708 ／（塩見）☎ 072-954-7507

ボランティアわくわく講座［11月］
書道クラブによる書道講座
■と■ きき  ● 19 日㈪13:30 ～16:00［筆を
使って干支文字などの練習、消しゴムハ
ンコ作り］● 26 日㈪13:30 ～15:30［年
賀状作りと色紙作り］
■場■所 員エコプラザはにふ（伊賀 5-6-38）
■対■ 象象 市内で活動できる方
■定■員 15 人（先着順） ■ ￥￥ 500 円（材料費）
■申■・込込 ■ 問問 はびきの市民活動交流会　

（北村）携帯 090-7768-1566

みどりの講習会 お正月を彩る草花
の寄せ植えを楽しみましょう！
　お正月に向けて、ミニ葉牡丹や梅な
どの寄せ植えを行います。
① 12月14日㈮ 時とみどりの交流館（峰塚公園）
② 12 月15 日㈯ 石川プラザ
③12 月16 日㈰ 陵南の森総合センター  
各日14:00 ～16:00 ※重複の受講不可

■ ￥￥ 1,500 円（当日持参）　■定■員 ① 30 人 
② 40 人 ③ 50 人　■申■・込込 ■問 込 11月14
日㈬より 9:00 ～17:00 電話申込（㈯
㈰㈷除く）。定員になりしだい受付終了。
申込時に（名前、住所、連絡先）が必
要です。道路公園課みどり推進室  
☎ 072-958-1111 内線 2430
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－ 催し － 

はびきの市民大学
（業務受託者：株式会社みのりの里）

■はびきの市民大学（以下）
　受講会場：LIC はびきの内
　問合せ　☎ 072-950-5503
　　　　　℻ 072-950-5650
　（shimindaigaku@minorinosato.com)
  ○申込は来館・電話・FAX にて。
  ※受講料は返金できません。
  ※�講座内容の詳細は市民大学ウェブサイ

トをご覧ください。

生活を支える様々な活動と制度 社会
福祉の視点から振り返る平成の30 年
①11月4日㈰［ろう児・ろう者の手話言語］
②11月11日㈰［高齢者の在宅生活を伸
　ばす生活援助］
③11月18 日㈰［難病患者・視覚障がい
者にとっての 65歳問題］
④11月25日㈰［児童の福祉のための福
　祉教育］≪①～④ 13:00 ～14:30 ≫

■定■員 員先着順　■￥ ￥各 800 円（当日支払）
■申■込 員講義日の1週間前から前日まで

指揮者・藤岡幸夫＆作家・土居豊
コラボトーク「クラシックと文学」
■と■き き11月16 日㈮ 13:30-15:00
■定■員 員60 人　■￥ ￥500 円（当日支払）
■申■込 員11月15 日㈭まで

開創 1300 年を迎えた
「西国三十三所巡礼」に始まる、
日本型ツーリズム（11月）
① 10 日㈯［西国第六番札所 壷阪寺］
② 17 日㈯［大阪・兵庫の霊場巡り］
10:30 ～12:00

■￥ ￥各 800 円（当日支払）　■定■員 員先着順
■申■込 員講義日の1週間前から前日まで

羽曳野市市制施行 60 周年記念
世界に誇れる日本料理、食文化の
大切さを学びます
実演：一番だしの引き方 ※だしの試飲ありと
■と■き き11月 27 日㈫ 13:00 ～14:30 
■講■師 き近藤一樹（料理研究家）
■定■員 員40 人（先着順）  ■￥ ￥500 円（当日
支払）　■申■込 員11月 26 日㈪まで

医療法人春秋会城山病院
出張公開講座「乳がんについて」
■と■き き11月 9 日㈮ 13:00 ～14:30  き定
■定■員 員各 60 人（先着順）  ■￥ ￥500 円（当
日支払）  ■申■込 員11月 8 日㈭まで

公開講座 死生観について考える（11月）
① 4 日㈰［古代時代の死生観～死から
埋葬、葬送に至るまで～］
② 11日㈰［東アジア仏伝美術と「孝」
～死生観を考える一側面として～］
③ 18 日㈰［お迎えの信仰～古代中世社
会における死生観の一側面～］
≪①～③ 10:30 ～12:00 ≫

■￥ ￥各 500 円（当日支払）　■定■員 員先着順
■申■込 員①11月 2 日㈮まで ②11月10 日
㈯まで ③11月17 日㈯まで

文化祭 11月18 日㈰ 
　日頃の活動の発表と交流の場
■と■き き9:30 ～15:00 ※参加自由

冬休みこどもクラブ
　ミニ実験、工作、お話、室内レクなど
■と■き き 12 月 27 日㈭、平成 31年1月 6
日㈰ 10:00 ～ 11:15　■対 ■象 象 小学 3 ～
6 年生　■ ￥￥ 300 円（1回）　■申■込 員11月
18 日㈰～

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

市民会館主催の教室
（指定管理者：株式会社みのりの里）

■市民会館（以下）
　問合せ　☎ 072-958-2311
　（h-shiminkaikan@minorinosato.com)
  ○申込は直接、市民会館の窓口まで。
  ※受講料は返金できません。
歌声くらぶ 当日受付 9:30 ～
■と■き き11月13日、12 月11日㈫ 10:00
～11:30　定 ■￥ ￥各 510 円

ブリザーブドフラワー教室 受付中
■と■き き12 月7 日㈮10:00 ～12:00
■￥ ￥4,500 円（材料費込）　■定■員 員10 人（先
着順）　■持■物 象 はさみ、ごみ袋、新聞紙
1枚、作品を持って帰る袋

消しゴムはんこ教室 受付中
　年賀はがきに使えるハンコ作り
■と■ きき 11月 30 日㈮14:00 ～16:00
■￥ ￥1,500 円　■対■象 象大人　■定■員 員10 人

市長杯 はびきの子ども将棋大会
■と■き 12 月16 日㈰ 10:00 ～
■場■ 所所 青少年児童センター
■対■ 象象 市内在住の小・中学生・義務教育
学生　■￥ ￥無料（昼食は各自持参）　
■他 ￥Ａクラス（5 級程度以上）・Ｂクラス（6
～7 級程度）・Ｃクラス（8 級以下）
■申■・込込 ■問 問12 月1日㈯～10 日㈪までに、
参加申込書に必要事項を記入の上、青
少年児童センター（向野）または、古市
複合館２階青少年センターへ持参くださ
い。（FAX 申込可）市長杯はびきの子ど
も将棋大会事務局（門出）　☎・℻ 072-
939-5213　携帯090-1907-9781

岡田美智子パッチワーク・キルト展
■と■き き 平成 31年1月 6 日
㈰まで　■場■所 所 ギャラリー
はびきの（市役所東玄関
横）開館 9:00 ～ 17:00

（㈯㈰開館※㈷、年末年始閉館）　
■ ￥￥ 入館無料　■問 問市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111内線1081

オーストリア公認国家ガイド
イップ常子氏講演会
ウィーンの暮らし ～オース
トリアの画家グスタフ・クリ
ムト没後100 周年記念～
■と■ きき 11月 28 日㈬ 14:00 ～15:30
■場■ 所所 LIC はびきの 3 階視聴覚室
■定■ 員員 70 人（先着順）　■申■ 込込 電話申込
のみ。市民協働ふれあい課　☎ 072-
958-1111内線 1081

市制施行 60 周年記念
第 24 回大阪菊花会菊花大会
　大阪菊花会と日本遺産「竹内街道・横
大路（大道）」街道沿いの菊花愛好家の
作品（約 100 花壇）を一同に集め開催
しています。※ 11 月 3 日㈷ 10:00 ～先
着 50 人の方に「ぼん天菊」プレゼント
■と■  ききき 11 月 9 日㈮まで 9:00 ～ 16:30
■場■ 所所 峰塚公園内（中央土広場）
■問 問道路公園課みどり推進室
☎ 072-958-1111内線 2430

第 61 回羽曳野市成人式
平成 31 年 1月14 日㈷に開催
■場■所 はびきのコロセアム
■と■き 11:00 ～（受付10:00）
■対■象 平成10 年 4 月 2 日～平成11 年
4 月1日生まれの方（市外に転出され、
本市成人式に参加希望される方は、社
会教育課までご連絡ください。）
■交■通 ［電車］近鉄南大阪線「恵我ノ荘
駅」下車南へ1.2km［バス］近鉄バス「は
びきのコロセアム」下車
式典中のコロセアム駐車場は、送迎専
用および来賓駐車場に使用します。新
成人の皆様のお車でのご来場はご遠慮
ください。また、周辺の路上は送迎車
両で混雑が予想されますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

■問 社会教育課
☎ 072-958-1111 内線 4420
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

南河内観光 PR キャラバン
in まつばらマルシェ 
　当日は「特産品の販売」「観光冊子の
配布」「市町村キャラクター出演」を予定。
■と■き 11月10 日㈯ 10:00 ～16:00・
11日㈰ 10:00 ～15:00　■場■ 所所 松原中
央公園（松原市田井城1-3）　
■問 問 華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（松原市役所市民生
活部観光課内）☎ 072-334-1550

みなみかわち歴史ウォーク
第２回「悠久の歴史を感じる近つ飛鳥風
土記の丘から南河内の寺内町を巡る」
■と■ きき 12 月 2 日㈰［受付］富田林市市
民会館レインボーホール９:30～10:00

（雨天決行 ※荒天中止）《参加自由》
■￥  無料（拝観料などは自己負担）
≪コース≫ 富田林市市民会館レインボ
ーホール ▶ 敏

び た つ

達天皇陵古墳 ▶ 近つ
飛鳥博物館 ▶ 近つ飛鳥風土記の丘 ▶ 
大
だ い が づ か じ な い ま ち

ヶ塚寺内町 ▶ 寛
か ん こ う じ

弘寺古墳公園 ▶ 富
田林寺内町（ゴール）徒歩約13 キロ

■他 ￥ ○参加賞（参加者の中から抽選でプ
レゼント）○完歩賞（シリーズ全 3 回
を完歩した方全員にプレゼント）
■問 華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（松原市役所市民生
活部観光課内）☎ 072-334-1550

『ともいき』共に生きる障がい者展
　スタンプラリーやもずやんの登場など、
楽しく学べるイベントが盛りだくさん。
■と■ きき ●11月17 日㈯濱田祐太郎（よし
もとクリエイティブ・エージェンシー所
属）トークショーなど ●18 日㈰「IT機
器展 2018・ユニバーサルデザイン生活
展」開催など（各日10:00 ～16:00）
■場■ 所所 国際障害者交流センター（泉北高
速鉄道「泉ケ丘」駅下車 200m）　
■ ￥￥ 入場無料　■申■込 ￥不要　■問 問府民お問
合わせセンターピピッとライン 
☎ 06-6910-8001 ℻ 06-6910-8005

第 31 回関西矯正展
　パネル展示、所内見学、刑務所作業
製品の展示即売など。初日には、登美
丘高校ダンス部が出演予定です。
■と■き 所11月10 日㈯ 10:00 ～16:00
、11日㈰ 9:30 ～15:00
■場■ 所所 大阪刑務所内特設会場（JR 阪和
線堺市駅西口徒歩 5 分または南海高野
線堺東駅北口徒歩10 分）　■ ￥￥ 無料 ￥
■問 問 大阪刑務所作業部門 ☎ 072-238-
8269 ℻ 072-238-8289

中学生人権作文コンテスト表彰式
　表彰式、最優秀賞受賞者本人による
作文朗読、中学生によるミニコンサート
■と■ きき 12 月９日㈰ 13:30 ～
■場■ 所所 阿倍野区民センター小ホール

（大阪市阿倍野区阿倍野筋）
■定■ 員員 300 人　■ ￥￥ 無料　￥ ■申■ 込込 不要
■問 問大阪法務局人権擁護部第三課
☎ 06-6942-9492

シニア向け合同企業説明会
　シニア雇用に積極的な企業（約20社）
が参加します。予約不要・履歴書不要
ですのでお気軽にご参加ください。
■と■  ききき 11 月 8 日㈭ 13:00 ～ 16:00

（受付 15:30 まで）
■場■ 所所 エディオンアリーナ大阪第二競
技場（大阪市浪速区難波中 3-4-36）
■対■ 象象 55 歳以上のシニア　■￥ ￥参加無料
■問シニア就業促進センター
☎ 06-6910-0848

三市合同総合防災フェア
　［訓練］消防等による救出救助訓練、消
火訓練、炊き出し訓練 ［展示・体験］各
種防災グッズ展示、はしご車乗車体験、
AED 体験、緊急車両展示・乗車体験、子
どもレスキュー体験、非常食の試食など
■と■き 11月18 日㈰ 10:00 ～14:00（雨
天決行）※気象警報など発令の場合は
中止　■場■所 大和川親水公園内（柏原市
国分本町 3丁目）　■問 問 三市合同総合震
災演習推進協議会事務局（柏原市危機
管理課内）☎ 072-972-1529

第 5 回 警防技術指導会　
　消防隊員の火災現場における消火
および人命救助技術の向上と交流を図
り、大阪府内広域応援および緊急消防
援助隊派遣時などに円滑な活動体制の
構築を目的とします。
■と■き 11月 27 日㈫ 9:00 ～小雨決行

（順延の場合は、11月 29 日㈭）
■場■ 所所 大阪市消防局 高度専門教育訓練
センター（東大阪市三島 2-5-43）
■他 ￥ご来場は、公共交通機関をご利用く
ださい。（駐車場はありません。）
■問 問 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本
部警防課　☎ 072-958-9931

高齢者敬老入浴
■と■ きき 11 月 15 日㈭、12 月 15 日㈯
■対■象 き 65 歳以上の市民（対象年齢以上か
確認します）　■施■設 き 古市温泉（☎ 072-
956-0338）  ■ 問問 福祉総務課　☎ 072-
958-1111 内線 1121

子ども市内銭湯無料入浴デー
【親子ふれ愛（ふろ愛）事業】
■と■ きき 11 月 3 日・10 日・17 日・24 日㈯
■対■象 き保護者または近所のおじさん、お
ばさんと同伴の子ども（小学生以下）※
大人 1人につき、子ども1人が無料　
■施■設 き古市温泉（☎ 072-956-0338）、ひ
かり湯　■ 問問 社会教育課　☎ 072-958-
1111 内線 4450・4451

文化講座（秋）いっぷく寄席
陵南の森公民館主催事業
■演■者 き ●河内家雷三『いくじい』『花嫁
御寮』●流行亭伽楽太『月に群雲』
■と■ きき 11月17 日㈯ 14:00 ～15:30（受
付13:30）　■場■ 所所 陵南の森老人福祉セ
ンター2 階大広間（全いす席）　
■対■ 象象 市内在住・在勤・在学の方　
■定■ 員員 80 人（先着順）　■￥ ￥木戸銭：無料
■申■・込込 ■問 問平日9:00 ～17:00 電話申込。
氏名・電話番号・年令・住所が必要。
代理申込可。陵南の森公民館 ☎ 072-
952-2751

第 22 回 
むかいの南食ミートミートフェア
　お肉は m

ミ ー ト

eat（生命の尊さ）、出会い
も m

ミ ー ト

eet（人のぬくもり）
●お肉ぴったしカンカン（受付 10:00
～先着 30 人）●肉の競り売り ●大抽
選会（抽選券は当日配布、1家族 1枚）
●ミートバザール（10:00 と13:00）
●物産即売会 ●アジア食文化屋台
●アジア文化交流 ●ふれあい豚汁（無
料、数量限定）●和太鼓チーム「魂」
による演奏など

■と■ きき 11月18 日㈰ 10:00 ～14:30
■場■ 所所 青少年運動広場 ※高鷲駅から南
へ徒歩15 分（向野 3-1-33、南食ミー
トセンター前）　■問 問むかいの南食ミート
ミートフェア実行委員会  ☎ 072-954-
8201 ℻ 072-955-7042
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大阪エヴェッサチアダンススクール
■と■  ききき 11月 5 日・12 日・19 日・26 日㈪ 
①18:15 ～19:15 ②19:30 ～20:30   
■場■ 所所 フリールーム　■対■ 象象 ① 4 歳～小
学 3 年生 ②小学 4 年生～中学生 （市
外可）  ■定■ 員員 各 20 人　■￥  ￥6,480 円（保
険料込）　■持■物 運動できる服装、上靴、
飲み物、着替　■申■ 込込 受付中

親子スポーツ教室
■と■ きき 平成 31年1月10 日～3 月14 日

（㈭・10 回）《Ａ》9:30 ～10:10《Ｂ》
10:15 ～10:55  《Ｃ》11:00 ～12:00
■対■ 象象 市内在住。《Ａ・Ｂ》平成 27 年 4
月 2 日～平成 28 年 4 月1日生まれの
未就学児 1人とその親　《Ｃ》平成 27
年 4 月1日までに生まれた未就学児 1
人とその親※妊娠中の方は参加不可。
■定■員 員 各クラス 35 組 70 人（先着順）　
■￥ ￥《Ａ・Ｂ》4,000 円（保険料込）《Ｃ》
5,000 円（保険料込）　■申■ 込込 11月15
日㈭ 9:00 ～※費用持参（電話申込不
可・代理可）

マタニティビクス教室
■と■ きき 12 月17日～平成 31年 3 月11日

（㈪・10 回）11:15 ～12:00
■場■ 所所 サブアリーナ（変更あり）
■対■ 象象 12 月17 日現在で妊娠14 週以降
で、妊娠経過が良好であると証明でき
る診断書等の提出が可能な方（市外も可）
■定■ 員員 30 人　■￥ ￥ 3,000 円（保険料込）
■持■物 運動できる服装、上靴　
■申■込 込 11月 26 日㈪ 13:00 ～14:00 コ
ロセアム1 階会議室にて事前説明会を
開催（欠席の方は必ず連絡ください）。

はびきのコロセアム教室参加者募集
【申込・問】はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
  【申込・問】市民体育館  ☎ 072-958-2340
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

第 3 回 朝 YOGA 教室
■と■ きき 10月6日～12月15日㈯ （10 回）
10:00 ～11:30　■対■ 象象 18 歳以上の男
女（市外可）　■定■員 象20 人  
■￥ ￥5,140 円（保険料込）　■申■ 込込 受付中

第 3 回 カラダほぐし教室
■と■ きき 10月11日～12月13日㈭ （10回）
10:00 ～11:00  ■対■ 象象 18 歳以上の男
女（市外可）　■定■員 員12 人　■￥ ￥5,000 円

（保険料込）　■申■ 込込 受付中

秋の入会キャンペーン（テニス）
　11月 30 日㈮までに入会すると、レッ
スン料1カ月分が無料。
■キッズ・ジュニアクラス　●キッズ1（小
学1年生～ 8 歳）●キッズ 2（4 歳～幼
稚園年長）●ジュニア（9 歳～小学 6 年生）
■一般成人クラス（中学生以上）
初心・初級・初中級・中級

球出しプログラム（テニス）
■￥ ￥40 分 300 円／ 80 分 500 円
■対■象 象中学生以上のテニス経験者

駒ヶ谷テニスコート（SSKテニススクール）
※詳細はウェブサイトを検索またはお問い
　合わせください。（申込：駒ヶ谷テニスコート）

 　☎ 072-957-5963

－ スポーツ － 

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

日本卓球リーグホームマッチ
（シチズン時計 vs チームクローバー歯科）
■と■ きき 11月 5 日㈪ 18:00 スタート

（17:30 受付）
■場■ 所所 はびきのコロセアムサブアリーナ  
■￥ ￥入場無料
■問 問卓球連盟（水平） 携帯080-4240-6599

中央スポーツ公園の利用停止
　市民プール施設整備工事に伴い、本
公園は次の期間利用できません。利用
者の皆様にはご迷惑をお掛けします。

利用できない期間・施設
≪期間≫11月 5 日㈪～11月末 予定 
≪施設≫ 全施設（公園への入場不可）
≪期間≫11月末～６月末 予定
≪施設≫東多目的広場（※）、西多目的広
　　　　場（南側一部）、健康遊具広場、
　　　　ウォーキングロード（東側・南側）

（※）東多目的広場は、プール整備用地の
　　 ため、廃止予定。

■ 問問 スポーツ振興課　☎ 072-958-1111
内線 4415

第 62 回 南大阪駅伝競走大会　
参加チーム募集
■と■ きき 平成 31 年 2 月 3 日㈰ 10:00 ス
タート（9:00 開会式）　
■場■ 所所 PL 教団内（富田林市）　
■対■ 象象 ●一般男子・女子（年齢不問）
●高校男子・女子 ●中学男子・女子 
●混成（性別・年齢不問）
■区■間 象6 区間　■ ￥￥ 1チーム 5,000 円（保
険料を含む）　■申■ 込込 11月1日㈭～26
日㈪ スポーツ振興課（9:00 ～17:00
㈯㈰㈷は除く）、はびきのコロセアム

（9:00 ～21:00）　■問 問 スポーツ振興課 
☎ 072-958-1111 内線 4411・4415

第21回 羽曳野市ソフトテニス連盟 
インドア大会参加者募集
■と■き 所【女子の部】平成 31年1月 26 日
㈯ 【男子の部・５部】1月 27 日㈰（8:30
受付、９:00 開始、最終 21:00）
※参加チーム数が 90 チームを超えた
場合は受付を制限します。
■場■ 所所 はびきのコロセアムアリーナ
■対■ 象象 市内在住・在勤・在クラブの高校
生以上または連盟が認めた方
■男子・女子１部（高校生以上）
男女とも参加チーム数は 24 チーム以内

（高校生は６チーム程度）。
■男子・女子２部（40 歳以上）
■男子・女子３部（50 歳以上）
■男子・女子４部（60 歳以上）
■５部（70 歳以上の男子・65 歳以上の
女子、男女混合チーム可）

■ ￥￥ 1チーム 3,000 円　
■申■ 込込 11月 25 日㈰までに電話または
FAX 申込。（猪

い の さ こ

砂）☎ 072-956-4788 
℻ 072-926-6996 携帯090-3821-7547
／（渡辺）☎・℻ 072-911-4940
携帯080-5779-3089

9 月 2 日から平成 31年 3 月 24 日まで10 種目に分か
れて、はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川
スポーツ公園などで熱戦が繰り広げられます。９月中に
行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

種目 部門 優勝 準優勝 第３位 第３位

卓球

中学生（男子団体） 峰塚中学校 A 高鷲中学校 A 河原城中学校 A －
中学生（女子団体） 峰塚中学校 A 高鷲中学校 A 河原城中学校 －

中学 2 年生（男子個人） 内本 慎之助 安田 睦己 扇本 瑠惟 東 優樹
中学 2 年生（女子個人） 長谷川 美雪 藤井 空歌 福武 春音 嶋仲 美彩希
中学 1 年生（男子個人） 新井 萌生 荒川 大夢 北口 智暉 大迫 律貴
中学 1 年生（女子個人） 井宮 瑞季 藤本 有咲 渡部 寧彩 大西 彩心

テニス
（ダブルス）

一般男子 1 部 澤田 崇志 山内 敏秀 － －
仲谷 淳 和田 義輝 － －

一般男子 2 部 西本 善行 永松 伸 － －
堀内 幸司 小林 育夫 － －

バレーボール 家庭婦人 たちばな 樫 WASHI －
バスケット

ボール
中学生 2 年生（男子） 誉田中学校 河原城中学校 － －
中学生 2 年生（女子） 高鷲中学校 高鷲南中学校 － －

第 40 回 市民総合体育大会
  主催　羽曳野市　市教育委員会
　 　　 市体育協会
    　　 市中学校体育連盟
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11月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

6 日・13 日・20 日・27 日
12 月 4 日㈫ 13:00 〜 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※�相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

1 日・15 日
12 月 6 日㈭ 13:00 〜 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14 日㈬ 13:00 〜 15:00 陵南の森総合センター
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

人権相談 16 日㈮ 14:00 〜 16:00 市役所別館 3 階会議室 予約不要。直接お越しください。
☎ 072-958-1111　内線 1054

女性相談 7 日㈬・9 日㈮・28 日㈬
12 月 5 日㈬ 13:30 〜 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接）

人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門
の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 1055

夜間女性電話相談 14日㈬18:00～21:00（受付20:50まで）相談電話番号（11/14 当日限り）
☎ 072-947-3606

人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門
の相談員がお受けします。 予約不要（先着順）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 〜 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 15 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 〜 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441毎月第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談 東部地域 8 日㈭ 14:00 〜 16:00 市役所別館 2 階 
ボランティアセンター

予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 22 日㈭ 14:00 〜 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 20 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 〜 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画まで ☎072-242-7997へ。
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（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
初めての方やしばらく掲載していない方を優先しています。作品・氏名に必ずふりがなを添えてください。

－ 市民のページ － 
高鷲保育園ビッグバザー
■と■き き11月11日㈰ 10:00 ～14:00
■場■・所所 ■問 高鷲保育園 問問
☎ 072-953-3883

はびきのおもちゃ病院
■と■き き11月11日㈰ 9:00 ～12:00
■場■所 所 市役所別館 2 階 ※部品交換が必
要な場合は実費負担。 ■問 問羽曳野市社会
福祉協議会 ☎ 072-958-2315（平日）

タケルくん体操講習会（要予約）
■と■き 所11月17 日㈯ 15:00 ～　■￥ 無料
■場■ 所所 LIC はびきの２階 交流ギャラリー
■申■・込込 ■問 11月15 日㈭まで。NPO 法
人羽曳野市柔道整復師会（あさの整骨
院） ☎ 072-958-6966
タケルくん体操ＤＶＤを無料贈呈！

聴覚障がい者ピアサロン
レザークラフトを作ってみよう
■と■ きき 11月12 日㈪ 13：30 ～15：30（受
付13:00）　■場■ 所所 支援センターはる
■対■ 象象 聴覚障がい者　■￥ ￥500 円
■申■込・込 ■ 問問 11月 5 日㈪まで。支援セン
ターはる（聴覚ピアカウンセラー片岡）
℻ 072-957-1604

みんなの食育講座  
　減塩の手作り柚子胡椒とポン酢＆干
し柿（お持ち帰り）
■と■ きき 11月12 日㈪ 10:00 〜12:00
■場■ 所所 生きがいサロン 6 号館
■￥ 問2,000 円（材料費、レシピ）
■場■・所所 ■申■・込込 ■問 はみんぐ南河内 
☎ 072-976-5255  ℻ 072-976-5256

家事と家計の講習会
　悩むより、つけて解消家計の不安。
■と■き き11月 9 日㈮ 10:30 ～12:00
■場■ 所所 市民会館 2 階　■ ￥￥ 300 円（資料
代）、150 円（託児：1歳以上。軽食、
保険付き。要予約）　■問 大阪友の会古
市方面（堀内）  問問 ☎・℻ 072-957-4673
携帯 090-3487-4673

あそびのたね（子どもゆめ基金助成活動）
峰塚公園でプレパーク 
　ダンボールやロープなど遊びの材料
を用意しています。誰でも参加ＯＫ！
■と■ きき 11月11日・25 日㈰  10:00 ～
15:00、29 日㈭14:30 ～16:30（雨天
中止）　■場■ 所所 峰塚公園管理施設ゾーン、
大型遊具付近、駐車場北側　■￥ ￥無料
■問 はびきのプレパーク・子どもゆめ基金特
別委員会（岡本）携帯 090-8216-8720

大人の講座 11月 （体験あり）
①自力整体 6 日・20 日㈫15:00 ～16:30
②手編み と12 日・19 日㈪14:00 ～16:00
③はがき絵 と15 日㈭ 14:00 ～16:00
■￥ ￥①2,000 円 ②③1,000 円 ※要会員、
材料費別　■場■所・所 ■申■込・■問 問 FAX 申込可。
NPO 法人南河内こどもステーション 
☎・ＦＡＸ 072-957-1114

HAPIBAR（ハピバール）
フリーマーケット
　古着、日用品、食べ物など集まります。
　カフェも特別メニューで出店。
■と■ きき 11月 25 日㈰ 10:00 ～15:00
■場■ 所所 HAPIBAR（西浦1112-2）
出店希望の方（定員になりしだい締切り）

【￥】1,000 円（1ブース 2m×2m）
■申■・込込 ■ 問問 ふたかみ福祉会ハピバール　

（大西）☎ 072-958-3232
メール nandaka.egao@hapi-bar.com

家庭園芸セミナー（要申込）
冬場の果樹の管理
■と■き 11月 30 日㈮ 13:30 ～15:00（受
付 13:00）　■場 ■所 府立環境農林水産
総合研究所南棟 3 階大会議室（尺度
442）　■定■員 100 人　■ ￥￥ 無料
■申■・込込 ■問 11月 27 日㈫まで。［FAX 申込］
氏名、電話番号、お住まいの市町村名
を記入。［WEB 申込］研究所ウェブサ
イト情報同研究所 企画グループ　
☎ 072-979-7070 ℻ 072-956-9691

① Word で作る年賀状講座（2回）
②個別指導110 番
■と ■き き ① 11月 9 日・16 日㈮ 10:00 ～
12:00 ② 11 月 2 日・30 日 ㈮ 10:00
～11:00、11:00 ～12:00　場場
■場■所 所①② LIC はびきの 3 階
■対■ 象象 ①初心者の方 ②パソコン、スマ
ホ、タブレット操作の質問がある方
■￥ ￥ ① 3,000 円（ テキスト代 込 ） ②
1,200 円（1時間）
■他 ￥①②レンタル可（要予約）  
■申■込・問 ■問 問 電話申込。パソコンサークル
ステップ（山田） 携帯 090-6608-5799

マンツーマン・パソコンセミナー
基礎から応用 ①ワード  ②エクセル  
■と■き き ㈪～㈮９:30 ～11:30、12:30 ～
14:30、15:00 ～17:00 ※時間帯、応
相談。㈯㈰㈷休み。 ■￥ 問各講座 10,000
円（5 回分）※分納可（1回 2,000 円）
テキスト代込。 ■申■込・込 ■問 問 陵南の森生き
がい情報センター内 河内飛鳥 UNIC 会  
☎ 072-931-1900 ※つながらない時は
携帯電話へ。 島 携帯 090-3716-3203

ボランティアパソコン講座
①エクセル活用  ②パワーポイント活用
■と■き き①11月12 日・19 日・26 日㈪ ②
11 月 13 日・20 日・27 日 ㈫ 9:30 ～
11:30　■場■所 所市民会館 4 階12 会議室
■対■象 象マウス操作に慣れている方　
■￥ ￥ 1,500 円（1 回 500 円）初日にお
支払いください（返金不可）
■申■込・問 ■問 問パソコン交流館（国沢） 
☎ 072-956-4197 携帯050-5328-6368

ワード・オリジナルグッズ作成講座
■と■ きき ① 12 月 6 日㈭メッセージカード
作成 ② 12 月13 日㈭ぽち袋作成 ③
12 月 20 日㈭一筆箋作成（各日13:30
～16:30）  ■場■所 所市民会館 4 階研修室  
■対■象 象市内在住・在勤で20 歳以上の方（初
心者）　■定■員 員 14人 （多数の場合は抽選） 
■￥  ￥3 回1,300 円（テキスト代込）
■他  他 Windows7 使用　■申■込 問 往復はがき
に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号（必須）、年齢を明記。11月12
日㈪必着。〒583-8585 羽曳野市誉田
4-1-1羽曳野市社会福祉協議会付、羽曳
野 ITサポート会宛 ※当会ウェブサイトか
らの申込可。 ■問 問羽曳野 ITサポート会（本田）
☎ 072-939-3733 携帯090-5169-9031

小児鍼・擦過鍼体験会
　子どもの健やかな成長と成人の健康
維持の一助に。
■と■ きき 11月 22 日㈭ 13:30 ～15:00
■場■ 所所 保健センター2 階予防接種ホール
■申■ 込込 会場受付（当日）
■問 問はびきの鍼灸マッサージ師協会

（左川）☎・℻ 072-958-5764
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≪スローガン≫ 
●自転車は  車といっしょ  左側
●ちょっとだけ  みんなが困る  その放置

自転車マナーアップ強化月間＆駅前放置自転車クリーンキャンペーン
羽曳野けいさつ署こちら 誉田 4-2-1   ☎ 072-952-1234  羽曳野警察署 検 索

◎自転車利用者の交通ルール遵守の徹底
◎放置自転車の追求

月間の
重点

11月1日㈭ ～ 30 日㈮

　
● 社会福祉協議会 ●

総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

「ベビっこひろば」園庭遊びやダンスをします
【日時】11月 21日㈬ 10:00 ～11:00
【場所】ベビーハウス社協園庭（雨天：なかよしひろば）
【対象】地域の親子　【申込】予約不要
【問】ベビーハウス社協  ☎ 072-930-0240

ボランティアなんでも相談会
　ボランティア希望者と福祉施設（子ども、障が
い、高齢分野）が繋がる場。

【日時】12 月 4 日㈫ 13:30 ～15:30
【場所】市役所別館 2 階研修室

保育士募集 詳細は、お問い合わせください。
 ■あおぞら保育園  ☎ 072-950-1105
 ■ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
匿名　　　　　　　  　　　         ¥ 2,000
四ツ葉のクローバー 涌元順子       ¥ 2,000
浅田照次                                  ¥20,000
浅田悦弘                                  ¥10,000
羽曳野市環境衛生事業協同組合    ¥30,000
コスモス　　　　　  　　　         ¥30,000
匿名　　　　　　　  　　　         ¥10,000
　　　　　　　　　　  （平成 30 年 9 月 敬称略）

愛の献血にご協力を（400ml 限定）
　複数回献血へのご協力をお願いします。
■11月 9 日㈮ 10:00 ～16:30
　LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ共催）
■1月 29 日㈫ 10:00 ～16:30
　市役所（羽曳野ロータリークラブ共催）

第 39 回 手芸ボランティア「手づくり」
による手芸教室 ≪来年の干支（いのしし）≫
［東部］市役所別館 2 階研修室
●11月19 日㈪13:00 ～  定員：30人

［西部］西部事務所「あいあいハウス」
●11月22日㈭13:00 ～  定員：10人
※西部事務所（南恵我之荘 2-3-22 支所横）

【対象】市内在住で 60 歳以上の方
【参加費】500 円（材料費）
【持物】茶色の糸、裁縫道具、ボンド
【申込】往復はがきにて次の①～⑥を明
記の上、11月 9 日㈮（消印有効）まで
にお申し込みください。
①住所 ②氏名 ③電話番号 ④年齢
⑤希望場所（東部・西部） 
⑥これまでの参加回数
羽曳野市社会福祉協議会
〒 583-8585
羽曳野市誉田 4-1-1
☎ 072-958-2315

平成 30 年 7 月豪雨災害義援金

（平成 30 年 7・8 月 敬称略）
そのほか多数のご支援ありがとうございます

¥    1,000
¥    5,000
¥    5,000
¥200,000
¥    5,000
¥  10,000
¥  50,931
¥  60,000
¥  50,000
¥  20,000
¥  28,000
¥  14,000
¥    5,000
¥  10,000
¥  20,000
¥  20,000
¥  20,000
¥  10,000
¥  15,000
¥    5,000
¥100,000
¥  20,000
¥  70,000
¥  16,000

匿名
LIS 彩美会
植木屋 川口
飛鳥自治会
卓球クラブ 小判草
佐野 慶子
峰塚公園ラジオ体操愛好会有志一同
野々上 1丁目北町会
野々上 2丁目東町会
野々上 2丁目南町会
東藤ヶ丘町会
川端住宅自治会
歌唱ボランティアグループ喜楽座
霜田 恒治
福田 頴太郎
石川 勉
さくら会
川嶋 明
野々上1丁目北町会合同さつき会
匿名
羽曳山区会
羽曳野市ゲートボール協会
丹下南町会
河原城町会

公益社団法人
シルバー
ワークプラザ（ ）羽曳野市シルバー人材センター

■シルバー会員募集中　
　社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識・
経験を活かしませんか。
≪資格≫ ●市内在住、60 歳以上の健康で働く意欲のあ
　る方 ●事業趣旨に賛同していただける方
≪入会方法≫ 入会説明会の参加（必須）後、申込書類
　を期日までに提出してください。その際、年会費とし
　て 2,000 円が必要です。理事長の承認後、会員登録
　が完了します。
≪入会説明会≫ 
　事業説明、入会手続き案内、入会申込書の配布など。
　［市役所別館 2 階］11月13 日㈫、12 月11日㈫
　　　　　　　　　  各日13:30 ～  
　［シルバーワークプラザ 3 階］
　　（シルバー人材センター内、野々上 4-5-12）
　  11月16 日㈮、12 月14 日㈮ 　各日13:30 ～

■シルバー人材センターへの仕事依頼（☎072-936-1500）
　公共的・公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。
　見積無料！お気軽にご依頼ください。
　【軽作業】（屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づけなど　
　　　    　 （屋外）庭・空き地の草刈り、植木の剪定・消毒・水やり、
　　　　　　　　   溝掃除、荷物出しなど				  
　【施設管理】建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など			 
　【一般・経理事務】書類や伝票の整理、集計事務、事務補助など
　【筆耕・毛筆】封筒、はがき、表彰状、感謝状など			 
　【修理】軽易な大工、波板張替え、ふすま・障子・網戸の張替え、
　　　　  塗装など
　【家事援助・介護サービス】家の清掃、洗濯、買い物、食事の支援、
　　病院・施設での洗濯サービスなど

■空家・空地の管理をお引受けいたします　
　当センターは、羽曳野市と「空家の適正管理の促進に関する連携
協定」を締結し、空家見守りサポート業務を実施しています。
お気軽にご相談ください。

■介護職員初任者研修講座
　（旧ホームヘルパー2 級課程に相当）　
　第 3 回コースは現在開催中です。
　第 4 回コースは平成 31年1月から実施予定です。

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp
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第
3
回
定
例
会

8
月
27
日
㈪

9
月
3
日
㈪

9
月
10
日
㈪

9
月
11
日
㈫

9
月
12
日
㈬

9
月
19
日
㈬

9
月
21
日
㈮

9
月
26
日
㈬

10
月
2
日
㈫

10
月
3
日
㈬

〇
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
１
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
２
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
４
日
目

・
一
般
質
問
（
2
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
５
日
目

・
委
員
長
報
告
等

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
６
日
目

・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

平
成
30
年
第
3
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　  

正
副
議
長
選
出
・
監
査
委
員
同
意

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か

ら
10
月
３
日
ま
で
の
、 

31
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
や
補
正

予
算
な
ど
15
件
の
報
告
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
13
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
」
な
ど
５
件
の
意
見
書
及
び
1
件
の
決

議
、
こ
れ
ら
の
審
議
結
果
と
13
名
の
議
員
に
よ

る
一
般
質
問
の
内
容
及
び
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
審
査
内
容
等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
役
員
選
挙
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
選
出

結
果
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
両
名
は
、
去
る
10
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
な

ら
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
正
で
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市
政
の

発
展
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
当
市
は
平
成
31
年
１
月
15
日
に
市
制

施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
「
竹
内
街

道
・
横
大
路
（
大
道
）」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
、
そ
し
て
順
当
に
進
み
ま
す
と
来
年
夏
に
は

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
方
と
と
も
に
喜
び
合
え
る
日
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
と
し
は
大
阪
北
部
を
中
心
と
す
る
地
震
や
、
台
風
に
よ
る
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
風
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
ま
ざ
ま
ざ
と
自
然
災
害
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
激
甚
化
・
多
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
す
る
た
め
、
市
議
会
は
そ
の

先
頭
に
立
ち
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
守
る
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
と
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
む
中
で
経
済
社
会

の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
で
活
躍
し
、
互
い
に
支
え
合
う
「
共
生

社
会
」
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
市
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
自
ら
改
革
を
推
し
進
め
、
常
に
公
正
・
公
平
で
活
発
な
議
論

を
展
開
し
、
信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
市
議
会
で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
の
発
展
の
た
め
執
行
機
関
と
と
も
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
何
卒
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
ご
挨
拶

議長
笠原 由美子

副議長
竹本  真琴

発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会
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正副議長あいさつ
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定例会のあゆみ
議案審議表
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各常任委員会委員長報告
裁決書の決議について
次回日程
編集後記
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告    12

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号））
専決処分の報告について（平成 30 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））
専決処分の報告について（平成 30 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号））
平成 29 年度羽曳野市一般会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市財産区特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計決算認定について
平成 29 年度決算に基づく羽曳野市健全化判断比率の報告について
平成 29 年度決算に基づく羽曳野市公営企業資金不足比率の報告について

報　告
承　認
承　認
承　認
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
報　告
報　告

議　案    52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

固定資産評価員の選任に係る同意について
羽曳野市道路線の認定について
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について
平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）
平成 30 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成 30 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成 30 年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第１号）
平成 30 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
羽曳野市立中央スポーツ公園管理棟及びプールエリア整備工事の請負契約について
監査委員の選任に係る同意について

同　意
原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

同　意

意　見      6
7
8
9

10

学校給食費の無償化を求める意見書
生活保護利用者の熱中症に関する緊急対策を求める意見書
学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

決　議      1 ８月８日付けで出された大阪府知事の裁決書に遺憾の意を表明する決議 即日原案可決

選　挙      1
2
3

議長選挙について
副議長選挙について
柏羽藤環境事業組合議会議員の補欠選挙について

選　出
選　出
選　出

議長辞職許可について
副議長辞職許可について
常任委員の選任について
議会運営委員の選任について
常任委員会委員長の選出について
常任委員会副委員長の選出について
議会運営委員会委員長の選出について
議会運営委員会副委員長の選出について
特別委員会の補欠委員の選任について
特別委員会副委員長の選出について
議会運営委員会の所管事項に関する調査について
諸般の報告

許　可
許　可
選　任
選　任
選　出
選　出
選　出
選　出
選　任
選　出
決　定
報　告

 第 3 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 無会派

 

議
員
名

         

結 

果

竹
本　
真
琴

上
薮　
弘
治

今
井　
利
三

田
仲　
基
一

広
瀬　
公
代

渡
辺　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林　
信
一

外
園　
康
裕

通
堂　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅　
宏
親

黒
川　
　
実

松
村　
尚
子

松
井　
康
夫

百
谷　
孝
浩

議案 16 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
議
　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○
議案 17 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 18 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 21 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 23 認　定 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※樽井佳代子議員は、議長職のため採決には加わらず
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3

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
年
４
月
開
園
「
こ
ど
も
未
来
館

た
か
わ
し
」
は
、
開
所
前
か
ら
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
が
学
ぶ
こ
と
、
園
の
美
し
さ
等
、
う

れ
し
い
感
想
を
聞
く
。
市
長
か
ら
は
市
の
幼

児
教
育
に
主
眼
を
置
く
子
ど
も
達
の
学
ぶ
環

境
を
保
育
園
、
幼
稚
園
の
隔
た
り
無
く
育
て

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
計
画
の
第

２
こ
ど
も
園
の
計
画
に
つ
い
て
聞
く
。
ま
た

国
は
2
0
1
9
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
の
無

償
化
を
３
歳
以
上
、
段
階
的
に
進
め
る
た
め

に
31
年
度
概
算
要
求
し
た
。
子
育
て
、
教
育

こ
そ
希
望
、
未
来
の
担
い
手
た
ち
に
教
育
の

光
を
と
の
考
え
で
、
公
明
党
は
幼
児
教
育
無

償
化
を
年
に
重
点
政
策
と
掲
げ
、
12
年
の
自

公
連
立
政
権
発
足
時
の
合
意
文
書
に
明
記
、

以
後
段
階
的
に
進
め
て
き
た
。
今
後
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
問
題
が
あ
る
と
推
察
す

る
。
市
の
計
画
の
中
、
先
生
方
の
確
保
は
大

丈
夫
か
。
補
助
金
を
出
し
資
格
取
得
の
推
進

を
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
こ
ど
も
園
で
は
、
課
外
の
取
り
組

み
に
書
き
方
＆
算
数
教
室
、
合
同
保
育
時
間

内
に
、
親
子
健
康
教
室
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
教

室
な
ど
、
新
し
い
教
育
・
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。（
仮
称
）
西
部
こ
ど
も
未
来
館
は
、

「
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
」
東
側
に
園
舎
を
建

設
、
隣
接
の
向
野
保
育
園
と
耐
震
性
に
課
題

の
あ
る
恵
我
之
荘
・
丹
比
幼
稚
園
を
統
合
す

る
方
向
で
設
計
を
進
め
て
い
る
、
新
築
棟
で

３
、４
、５
歳
児
、
向
野
保
育
園
部
分
で
、
０
、

１
、２
歳
児
の
教
育
・
保
育
を
実
施
す
る
予
定
。

工
期
は
平
成
32
年
度
秋
頃
の
竣
工
を
目
指
し
、

翌
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す

る
予
定
。

●
要
望　
国
で
進
め
て
い
る
幼
児
教
育
の
あ

り
方
に
合
わ
せ
、
市
の
幼
児
教
育
の
充
実
が

図
ら
れ
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
等
が
少
な
く
学

校
教
育
に
移
行
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。

地
域
の
実
情
や
施
設
の
耐
震
性
、
老
朽
度
合

い
に
応
じ
て
検
討
を
要
望
す
る
。

《
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
》

●
質
問　
肺
炎
は
死
因
の
第
３
位
を
占
め
る

疾
患
で
、
高
齢
者
ほ
ど
重
症
化
し
や
す
く
、

年
々
死
亡
者
数
も
増
加
。
国
は
平
成
26
年
度

か
ら
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
は
５
年
で

65
歳
以
上
の
全
人
口
を
カ
バ
ー
す
る
経
過
措

置
を
設
け
た
と
し
て
平
成
31
年
以
降
は
65
歳

の
み
と
す
る
。
今
後
65
歳
の
み
の
接
種
に
な

っ
た
後
、
市
単
独
で
任
意
接
種
に
よ
る
減
免

は
ど
う
考
え
る
か
。

●
答
弁
　
国
の
考
え
方
が
定
ま
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
議
論
を
見
て
考
え
て
い
く
。

●
要
望　
感
染
症
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
有
効
、
接
種
率
向
上
の
た
め
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
経
過
措

置
は
26
年
か
ら
の
接
種
漏
れ
者
に
対
し
救
済

措
置
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
市
内
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
分

か
り
易
い
設
置
場
所
が
大
切
で
、
コ
ン
ビ
ニ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
必
要
。
24
時
間
3
6
5
日
、

守
れ
る
体
制
を
少
な
か
ら
ず
構
築
し
て
い
く

努
力
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、

事
業
所
で
設
置
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
庁
舎
閉
庁
時
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
可

動
式
に
し
、
守
衛
室
に
移
動
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
室
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

今
後
屋
外
設
置
に
移
設
し
て
い
く
こ
と
な

ど
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
は
要
望
。

一
般
質
問

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
民
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
補
助
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
撤
去

補
助
制
度
は
。

●
答
弁
　
敷
地
内
に
建
築
物
が
建
っ
て
お
り
、

道
路
や
公
園
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
使

用
す
る
場
所
、
安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、
高
さ
が

道
路
面
か
ら
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の
が
対
象
、
補
助
金
額
は
、
撤
去
工
事
に

か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１
、
も
し
く
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
見
付
面
積

１
平
方
当
た
り
、
１
万
円
の
２
分
の
１
、
さ

ら
に
上
限
額
20
万
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額
が
補
助
対
象
金
額
と
な
る
。

●
質
問　
制
度
を
申
請
す
る
た
め
の
流
れ
と
、

申
請
時
に
必
要
な
添
付
書
類
は
。

●
答
弁
　
申
請
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
所
有
者
の
方
や
、
家
族
の
方
、

委
任
さ
れ
た
業
者
の
方
で
も
申
請
は
可
能
。

本
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
。
申
請

者
を
確
認
す
る
た
め
の
土
地
と
建
物
の
登
記

事
項
証
明
書
、
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
の
完
納
証
明
書
、
敷
地
や

現
況
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
配
置

図
面
と
現
況
写
真
、
工
事
場
所
を
確
認
す
る

た
め
の
位
置
図
、
撤
去
工
事
の
工
程
表
、
撤

去
工
事
に
要
す
る
経
費
が
わ
か
る
内
訳
明
細

書
が
必
要
。
所
有
者
が
複
数
人
の
場
合
は
、

同
意
書
が
必
要
。

●
要
望　
公
共
施
設
の
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
個
人
の
危
険
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
撤
去
は
、
地
震
発
生
時

に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
等
の
倒
壊
に
よ

る
歩
行
者
等
へ
の
被
害
防
止
と
迅
速
な
避
難

経
路
を
確
保
す
る
う
え
で
重
要
。
こ
の
制
度

を
１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
周
知

し
、
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
何

時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、

災
害
に
強
い
羽
曳
野
市
の
構
築
を
強
く
要
望

す
る
。

《
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
の
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス

に
日
本
遺
産
「
竹
内
街
道・横
大
路
（
大
道
）」

が
選
定
さ
れ
る
た
め
の
方
法
は
。

●
答
弁
　
本
年
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
竹

内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
活
性
化
委
員
会

の
幹
事
会
に
お
い
て
、
竹
内
街
道
を
聖
火
リ

レ
ー
の
ル
ー
ト
と
し
て
当
市
か
ら
提
案
し
、

全
員
の
賛
同
を
い
た
だ
い
た
。
当
市
と
し
て

は
、
大
阪
府
の
動
向
を
注
視
し
、
関
係
課
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

●
質
問　
大
阪
府
を
通
る
聖
火
リ
レ
ー
の
日

程
は
。

●
答
弁
　
大
阪
府
の
聖
火
リ
レ
ー
の
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
の
日
程
は
、
2
0
2
0
年
４
月
14
日
、

15
日
の
２
日
間
で
、
奈
良
県
か
ら
大
阪
府
に

入
る
。

●
要
望　
当
市
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
チ
ャ
ン

ス
は
二
度
と
な
い
。
当
市
は
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
す
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」、

そ
し
て
昨
年
４
月
28
日
に
大
阪
府
下
で
初
め

て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
竹
内
街
道
・

横
大
路
（
大
道
）」
が
あ
る
。
国
内
外
、
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
通

る
と
な
れ
ば
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と

は
な
い
。
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
に
日
本
遺

産
「
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）」
が
選

定
さ
れ
る
よ
う
、
当
市
も
最
善
の
努
力
を
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
子
育
て
世
代
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
第
２
、
第
３
の
認
定
こ
ど
も
園
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存
の
幼
稚
園
・
保

育
園
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
不
安
に
感
じ

て
い
る
市
民
が
多
い
が
、
市
の
構
想
は
。

●
答
弁
　
認
定
こ
ど
も
園
化
を
基
本
と
し
、

地
域
の
実
情
や
施
設
の
耐
震
性
等
を
踏
ま
え
、

統
合
再
編
を
進
め
て
い
く
。
幼
稚
園
児
の
３
歳

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
30
年
度
よ
り
３
年
間
で

順
次
実
施
し
て
い
く
方
針
。

●
要
望　
こ
の
変
更
は
保
護
者
だ
け
で
は
な

く
、
幼
稚
園
が
な
く
な
る
地
域
に
と
っ
て
は
、

市
民
生
活
に
直
接
影
響
の
あ
る
課
題
な
の
で

計
画
段
階
か
ら
住
民
の
声
を
生
か
す
た
め
の

地
域
協
議
会
の
設
置
を
強
く
要
望
す
る
。
　

●
質
問　
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
来
年
夏
ま

で
に
１
期
と
し
て
周
辺
整
備
を
実
施
、
プ
ー

ル
本
体
工
事
を
そ
の
後
に
行
う
と
い
う
が
、

こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
っ
て
入
札
が
不
調
だ

っ
た
市
民
プ
ー
ル
事
業
に
応
札
さ
れ
る
確
証

が
あ
る
の
か
。
プ
ー
ル
の
内
容
も
決
ま
っ
て

い
な
い
中
、
周
辺
整
備
を
先
行
し
て
行
い
、

結
果
税
金
の
無
駄
遣
い
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

１
期
工
事
に
先
行
投
資
し
ど
う
し
て
も
完
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い

込
ま
れ
、
業
者
に
足
元
を
見
ら
れ
る
不
利
な

立
場
と
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
前
回
入
札
が
中
止
と
な
っ
た
要
因

を
分
析
し
、
経
済
情
勢
等
で
変
化
す
る
市

場
価
格
を
適
切
に
反
映
し
入
札
執
行
し
て

い
く
。

●
意
見　
来
年
は
旧
埴
生
小
学
校
の
プ
ー
ル

を
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
暫
定
利
用
す
る
と
い

う
事
だ
が
安
全
面
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
25
ｍ
の
競
泳
用
プ
ー
ル
で
浮
き
輪
が
必

要
な
幼
児
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
寝
屋
川
市
で
は
簡
易
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

に
よ
る
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が

無
料
で
楽
し
め
る
「
ね
や
ぷ
～
」
が
開
か
れ
、

３
種
類
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
ハ
ム

ス
タ
ー
の
よ
う
に
中
に
入
れ
る
チ
ュ
ー
ブ
型

遊
具
や
、
水
鉄
砲
の
的
当
て
ゲ
ー
ム
大
会
も

行
わ
れ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
当
市

も
再
検
討
す
る
柔
軟
性
が
必
要
。

《
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
へ
の
転
入
理
由
で
親
や
子
ど

も
等
、
親
族
と
同
居
・
近
居
す
る
こ
と
を
挙

げ
る
市
民
が
37
％
と
最
も
多
い
。
そ
こ
に
絞

っ
た
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
生
ま
れ
育
っ
た
本
市
か
ら
移
住
し
た

子
育
て
世
代
等
が
、
親
元
に
戻
る
い
わ
ゆ
る
Ｕ

タ
ー
ン
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
情
報
サ
イ
ト

の
は
び
す
む
や
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
有
効
活
用

し
、
当
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
移
住
・

定
住
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

●
意
見　
当
市
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
た

め
の
、
少
し
背
中
を
押
す
施
策
は
全
く
縁
の

な
い
住
民
を
誘
致
す
る
よ
り
は
る
か
に
敷
居

が
低
い
の
で
は
な
い
か
。
同
居
・
近
居
を
目

的
と
す
る
方
へ
の
住
宅
改
修
補
助
や
、
仕
事

や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
あ
っ
せ
ん
、
小
中
学
校
同
窓
会
企
画
へ

の
応
援
な
ど
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
羽
曳
野

市
」
を
提
案
す
る
。

《
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
民
間

契
約
金
額
が
10
年
間
で
約
３
割
減
少
し
て
い

る
理
由
は
。

●
答
弁
　
議
案
書
に
よ
る
と
、
仕
事
１
件
に
か

か
る
時
間
数
が
減
っ
て
い
る
た
め
。

●
意
見　
収
入
減
が
会
員
の
士
気
低
下
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。注
視
す
べ
き
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
高
年
生
き
が
い
サ
ロ
ン
の
運
営
方
針
に
つ

い
て

●
陵
南
の
森
公
民
館
の
施
設
改
修
・
改
善
に

つ
い
て

●
歩
車
道
分
離
さ
れ
た
遊
歩
道
・
散
策
道
の

重
要
性
に
つ
い
て

竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
当
市
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
台
風
21
号
が
上
陸
し
た
９
月
４
日

の
対
応
を
時
系
列
で
。

●
答
弁
　
４
時
56
分
に
暴
風
警
報
が
発
令
、

同
時
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
。
７
時
、
機

動
班
８
班
の
う
ち
３
班
を
招
集
。
自
主
避
難

場
所
と
し
て
、
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
、
Ｌ

Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
、
陵
南
の
森
総
合
セ
ン
タ
ー

を
開
設
。
８
時
、
第
１
回
警
戒
本
部
会
議
を

開
催
し
、
９
時
15
分
、
第
２
回
警
戒
本
部
会

議
を
開
催
。
18
時
、
各
小
学
校
の
避
難
所
は
、

避
難
者
が
帰
宅
し
た
こ
と
に
よ
り
閉
鎖
。
６

日
17
時
30
分
に
羽
曳
野
市
災
害
警
戒
本
部
を

廃
止
、
災
害
復
旧
作
業
を
通
常
業
務
に
変
更
。

７
日
９
時
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
に
滞
在
さ

れ
て
い
た
避
難
者
が
退
去
さ
れ
避
難
所
は
完

全
に
閉
鎖
。
17
時
40
分
、
第
３
回
災
害
警
戒

本
部
の
会
議
を
開
催
し
、
最
終
被
害
状
況
等

を
報
告
。

●
質
問　
避
難
所
施
設
の
備
蓄
状
況
は
。

●
答
弁
　
ポ
リ
タ
ン
ク
１
０
０
個
、
毛
布

３
３
０
枚
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
50
枚
、
ろ
う
そ

く
30
本
、
ク
イ
ッ
ク
コ
ン
ロ
１
セ
ッ
ト
、
コ

ン
ロ
ス
ト
ー
ブ
１
セ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
10
張
、

簡
易
ト
イ
レ
２
個
、
排
便
処
理
袋
３
パ
ッ
ク
、

そ
れ
の
圧
縮
処
理
袋
１
パ
ッ
ク
、
マ
ン
ホ
ー

ル
型
ト
イ
レ
１
基
、
生
理
用
品
30
パ
ッ
ク
、

投
光
器
、
発
電
機
を
各
数
台
、
拡
声
器
、
コ

ン
パ
ネ
、
台
車
、
お
む
つ
、
ラ
ジ
オ
等
を
一

定
量
備
蓄
。

●
質
問　
今
年
度
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

補
助
金
の
交
付
状
況
は
。

●
答
弁
　
早
々
と
７
町
会
で
17
台
の
申
請

が
あ
り
、
当
初
予
算
額
の
３
０
０
万
円
に

対
し
、
８
月
31
日
現
在
の
交
付
予
定
額
は

２
９
８
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望
　
今
回
の
よ
う
に
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

の
情
報
が
少
な
い
の
は
大
変
不
安
と
い
う

声
を
多
数
聞
く
。
信
号
の
停
止
、
倒
木
で

国
道
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
等
の
情
報
は
人

命
に
関
わ
る
た
め
、
一
刻
も
早
く
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
後
の
人
員
配
置
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
た
情
報
開
示
や
、
広
報
車
な

ど
に
よ
る
周
知
専
門
職
員
を
配
置
し
、
市

民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
を
強
く
要
望
す

る
。
避
難
所
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
、
備

蓄
倉
庫
か
ら
各
避
難
所
へ
の
運
搬
が
困
難

な
場
合
、
大
変
不
安
が
残
る
。
市
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
各
避
難
施
設

に
備
蓄
倉
庫
を
設
置
す
る
な
ど
検
討
し
、

食
料
と
飲
料
水
が
備
蓄
で
き
る
環
境
構
築

を
願
う
。
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
来
年
度

も
制
度
を
継
続
し
、
交
付
方
法
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
申
請
可
能
と
な
る
よ

う
年
間
３
度
の
交
付
募
集
を
行
い
、
設
置

個
所
な
ど
を
精
査
し
て
交
付
を
す
る
な
ど
、

創
意
工
夫
し
、
町
会
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
意
欲
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
幼
児
教
育
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
後
の
認
可
外
施
設
と
の
連
携
や

関
係
構
築
、
ま
た
既
存
の
認
可
外
施
設
を
含

め
た
新
た
な
認
可
公
募
に
対
す
る
市
長
の
見

解
は
。

●
市
長
　
市
と
し
て
、
特
に
企
業
型
保
育
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
域
枠
と
し
て
一
部
企
業

以
外
の
子
ど
も
を
預
か
る
制
度
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
た
な

保
育
園
の
認
可
や
公
募
は
し
て
い
く
状
況
に

は
現
在
な
い
と
考
え
る
。

●
要
望　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
幼
児

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
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黒
川　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
入
札
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
内
業
者
で
の
土
木
、
建
築
、

電
気
、
管
工
事
の
格
付
ラ
ン
ク
と
登
録
業
者

数
は
。

●
答
弁
　
土
木
は
71
社
で
、
Ｂ
ラ
ン
ク
が
９

社
で
Ｃ
が
49
社
、
Ｄ
13
社
。
建
築
は
30
社
で
、

Ｃ
ラ
ン
ク
７
社
、
Ｄ
が
23
社
。
電
気
は
３
社

で
、
Ｃ
ラ
ン
ク
1
社
、
Ｄ
が
２
社
。
管
工
事

は
33
社
で
、
Ｃ
ラ
ン
ク
５
社
、
Ｄ
が
28
社
。

●
質
問　
本
市
発
注
工
事
で
市
内
業
者
が
落

札
し
て
い
る
件
数
は
。

●
答
弁
　
４
業
種
で
は
27
年
度
60
件
で
全
体

の
89
％
。 

28
年
度
65
件
で
同
92
％
。 

29
年

度
65
件
で
同
85
％
。

●
質
問　
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
入

札
は
２
校
セ
ッ
ト
で
、
1
億
５
０
０
万
以
上

な
の
で
本
市
登
録
業
者
は
参
加
で
き
な
い
。

1
校
ず
つ
発
注
し
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

●
答
弁
　
１
校
単
位
の
工
事
で
は
多
数
の
業

者
と
調
整
が
必
要
で
事
務
等
が
複
雑
化
す

る
。
複
数
校
セ
ッ
ト
だ
と
エ
ア
コ
ン
単
価
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。

●
要
望　
市
内
業
者
が
８
割
か
ら
９
割
落
札

し
、
市
内
業
者
を
大
切
に
し
て
い
る
の
は
わ

か
る
が
、
金
額
が
張
る
工
事
は
市
外
業
者
に

落
札
さ
れ
る
。
市
内
業
者
と
Ｊ
Ｖ
共
同
企
業

体
等
で
工
事
発
注
は
可
能
だ
と
思
う
。
ラ
ン

ク
が
低
く
参
加
で
き
な
い
の
で
は
な
く
市
内

業
者
の
育
成
の
た
め
に
参
加
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
、
工
事
が
よ
り
一
層
市
内
業
者
で
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

《
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
プ
ー
ル
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
整
備
に

向
け
進
め
て
い
る
。
電
子
入
札
を
行
っ
た
が

応
札
業
者
が
な
く
、
プ
ー
ル
の
整
備
を
２
期

に
分
け
て
行
う
予
定
。
第
１
期
は
来
年
６
月

に
完
成
予
定
。
内
容
は
事
務
室
、
更
衣
室
、

フ
リ
ー
ル
ー
ム
を
備
え
る
管
理
棟
、
北
側
の

歩
道
と
自
転
車
置
き
場
の
移
設
を
行
う
予
定

で
入
札
を
実
施
し
て
い
る
。
第
１
期
整
備
後
、

は
び
き
の
埴
生
学
園
の
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

を
活
用
し
暫
定
的
な
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
学

校
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
す
る
予
定
。
第
２
期

整
備
は
プ
ー
ル
の
整
備
を
考
え
て
い
る
が
具

体
的
な
整
備
内
容
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　
入
札
参
加
者
が
な
か
っ
た
理
由
に

価
格
が
合
わ
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、
１
期

工
事
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
発
注
し
て
い
る

の
か
。

●
答
弁
　
再
度
建
設
資
材
等
の
見
積
徴
取
と

適
切
な
査
定
を
行
い
、
労
務
単
価
も
直
近
の

実
勢
価
格
に
適
切
に
反
映
し
た
設
計
価
格
と

し
た
。

●
質
問　
第
２
期
整
備
は
プ
ー
ル
工
事
に
な

る
が
、
入
札
価
格
が
高
く
な
る
な
ら
、
整
備

を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
建
設
業
の
需
要
が
少

な
く
な
っ
て
か
ら
、
と
考
え
直
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
第
２
期
で
予
定
し
て
い
る
プ
ー
ル

の
整
備
内
容
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
東
多
目
的
広
場

と
は
び
き
の
埴
生
学
園
の
プ
ー
ル
施
設
の
敷

地
に
整
備
を
行
う
予
定
を
し
て
い
る
。

●
要
望　
第
２
期
整
備
の
具
体
的
な
案
が
な

い
な
ら
ば
市
民
プ
ー
ル
の
話
を
白
紙
に
戻

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
コ
ス
ト
が
安
く
な
っ

て
か
ら
違
う
所
な
ど
で
考
え
直
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
こ
だ
わ

ら
ず
新
し
い
プ
ー
ル
を
作
り
、
他
市
か
ら
も

人
が
集
ま
り
、
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考

え
て
、
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
プ
ー
ル

に
し
て
ほ
し
い
。

百
谷
孝
浩
（
無
所
属
）

《
地
域
の
犯
罪
、
防
犯
・
事
故
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
小
学
校
の
登
下
校
で
の
安
全
見
守

り
活
動
と
、
児
童
の
安
全
対
策
の
状
況
は
。

●
答
弁
　
現
在
、
地
域
の
皆
様
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
保

護
者
の
協
力
で
、
全
て
の
学
校
区
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は

市
内
を
東
部
地
域
と
西
部
地
域
の
２
コ
ー
ス

に
分
け
、
公
用
車
２
台
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
る
。
登
校
時
に
比
べ
て
下
校
時
は

協
力
者
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
各
校
区
の

育
成
協
や
福
祉
委
員
会
と
の
連
携
を
強
め
て
、

校
区
間
で
の
情
報
交
換
を
進
め
る
な
ど
、
取

り
組
み
の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
特
に
下
校
時
の
見
守
り
活
動
の
協

力
者
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
の
共
働
き
や
高
齢
化

で
担
い
手
が
い
な
い
た
め
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
を
下
校
時
に
も
出
動
さ
せ
て
、
巡

回
強
化
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
の
設
置
状
況

及
び
取
り
組
み
と
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
。

●
答
弁
　
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
は
、
小
学
校
の

余
裕
教
室
等
を
地
域
防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
や
さ
ま
ざ
ま
な

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、
学
校
・
行
政
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
の
防
犯
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
在

14
小
学
校
区
の
全
て
で
校
区
の
育
成
協
を
母
体

に
し
て
設
置
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
地
域
の
関

係
者
と
警
察
及
び
学
校
の
円
滑
な
関
係
づ
く
り

に
向
け
、
関
係
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

●
要
望　
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
は
認
知
度
も

低
く
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
校
区
で
は
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。そ
の
た
め
、

地
域
の
関
係
団
体
と
警
察
及
び
学
校
と
の

円
滑
な
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
し
て
、

情
報
発
信
や
連
携
し
た
活
動
等
、
積
極
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
市
立
学
校
園
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
含
む
耐
震
対
策
及
び
安
全
点

検
の
実
施
状
況
は
。

●
答
弁
　
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
校
舎
な
ど

の
安
全
点
検
は
３
年
に
１
度
、
専
門
業
者
に

定
期
点
検
を
委
託
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
に
そ
の
定
期
点
検
を
実
施
す
る
。
学
校

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
建
築
基
準
法
に
適
合
し

て
お
ら
ず
、
往
来
が
あ
る
公
道
や
通
路
に
面

し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
早
急
に
是
正
す
る

た
め
に
撤
去
し
、
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
工

事
を
行
う
。
今
回
撤
去
し
な
い
学
校
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
は
、
特
殊
建
築
物
定
期
点
検
に
合
わ

せ
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
、
重
点
的
に
調

査
し
て
い
る
。

●
要
望　
早
急
に
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
地
域
や
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向

け
、
危
険
箇
所
の
対
応
と
今
後
の
対
策
は
。

●
答
弁
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
道
路
施

設
の
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
な
応
急
処
置
を

実
施
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

交
通
安
全
総
点
検
を
春
と
秋
の
年
２
回
小
学

校
区
単
位
で
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
総
点

検
の
実
施
、
対
策
効
果
の
確
認
、
対
策
の
改

善
・
充
実
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
当
市
の
国
保
に
は
７
億
円
以
上

の
基
金
が
あ
り
、
保
険
料
前
納
世
帯
に
は
報

奨
金
と
し
て
、
基
金
７
千
万
円
で
実
質
保
険

料
を
引
き
下
げ
て
い
る
。
年
間
２
，
９
２
０

円
値
上
げ
に
な
っ
た
最
も
所
得
の
低
い
４
，

２
４
４
世
帯
の
保
険
料
を
約
１
，
２
４
０
万

円
で
引
き
下
げ
る
考
え
は
。
②
年
間
所
得

２
０
０
万
円
の
４
人
家
族
の
場
合
、
国
保
は

協
会
け
ん
ぽ
に
比
べ
て
３
倍
以
上
の
負
担
に

な
る
。
協
会
け
ん
ぽ
は
家
族
の
人
数
に
関
係

な
く
所
得
で
保
険
料
が
決
ま
る
が
、
国
保
は

家
族
の
人
数
に
均
等
割
の
金
額
が
掛
け
ら
れ

る
た
め
、
家
族
が
増
え
る
ほ
ど
生
活
費
も
保

険
料
の
負
担
も
重
く
な
る
仕
組
み
。
子
育
て

支
援
と
し
て
、
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
分

は
市
と
し
て
減
免
し
、
府
に
子
ど
も
の
均
等

割
を
ゼ
ロ
と
要
望
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

③
差
し
押
さ
え
の
件
数
、
金
額
、
内
容
は
。

●
答
弁
　
①
当
市
は
激
変
緩
和
措
置
に
約

２
億
円
の
公
費
投
入
で
今
年
度
の
保
険
料
抑

制
を
図
り
、
法
定
軽
減
も
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
負
担
軽
減
策
は
考
え
て
い
な

い
。
②
子
ど
も
の
均
等
割
額
は
、
国
保
制
度

上
、
世
帯
員
数
が
多
く
な
る
と
保
険
料
も
高

く
な
る
構
造
か
ら
、
多
子
世
帯
、
特
に
若
い

子
育
て
世
帯
の
対
策
と
し
て
、
府
広
域
化
調

整
会
議
で
も
議
論
さ
れ
る
予
定
。
③
差
し
押

さ
え
は
平
成
28
年
度
が
15
件
で
約
１
２
８
万

円
、
29
年
度
は
20
件
で
約
８
３
８
万
円
だ
っ

た
。
督
促
状
や
文
書
、
電
話
で
の
納
付
勧
奨
、

差
し
押
さ
え
予
告
通
知
の
送
付
、
訪
問
等
を

行
っ
て
も
、
連
絡
や
来
庁
が
な
く
、
相
当
の

財
産
を
有
す
る
場
合
、
法
に
基
づ
き
や
む
を

得
ず
差
し
押
さ
え
に
至
る
。
生
活
困
窮
が
見

ら
れ
る
場
合
、
自
立
相
談
支
援
事
業
の
チ
ラ

シ
を
渡
し
、
生
計
の
改
善
に
向
け
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
福
祉
担
当
課
へ
案
内
し
て
い
る
。

●
要
望　
激
変
緩
和
措
置
で
な
く
継
続
し
た

国
や
府
の
補
助
金
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
、

市
と
し
て
市
民
の
生
活
実
態
に
あ
わ
せ
た
保

険
料
の
引
き
下
げ
、
減
免
制
度
の
充
実
と
滞

納
者
へ
の
長
期
的
な
生
活
支
援
を
要
望
。

《
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
温
水
シ

ャ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
家
庭
で
も
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
も
洋
式
で
温
水
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ト
イ
レ
が

一
般
化
し
て
い
る
。
当
市
で
は
団
塊
の
世

代
が
75
歳
を
迎
え
る
2
0
2
5
年
に
は
19
．

６
％
、
市
民
の
５
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者

に
な
る
。
高
齢
者
が
外
出
を
控
え
る
２
番
目

の
理
由
が
ト
イ
レ
の
心
配
。
高
齢
者
や
障
害

を
持
つ
方
が
気
軽
に
外
出
し
、
公
共
施
設
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
介
護
予
防
の
観
点
か

ら
も
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
温
水

シ
ャ
ワ
ー
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
増
設
が
急
が

れ
る
。
当
市
の
公
共
施
設
と
小
・
中
学
校
、

体
育
館
の
洋
式
ト
イ
レ
と
温
水
シ
ャ
ワ
ー
設

置
の
計
画
は
。

●
答
弁
　
和
式
か
ら
洋
式
に
改
修
し
た
際
ト

イ
レ
の
室
内
が
狭
く
な
り
、
ド
ア
を
外
開
き

に
変
更
す
る
な
ど
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
課
題

も
発
生
し
た
。
学
校
を
含
む
他
の
公
共
施
設

の
個
別
の
課
題
、
大
規
模
改
修
の
時
期
を
見

は
か
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

●
要
望　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
介
護
予
防

と
し
て
病
気
や
障
害
の
方
も
気
軽
に
安
心
し

て
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
特
に
災
害
時
の
避

難
所
に
な
る
施
設
、
小
・
中
学
校
の
体
育
館
、

市
全
体
の
教
育
施
設
・
公
共
施
設
、
公
園
等

の
公
衆
ト
イ
レ
の
温
水
シ
ャ
ワ
ー
付
き
洋
式

ト
イ
レ
・
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
早
期
に

計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
生
活
保
護
世
帯
等
へ
の
熱
中
症
に
関
す
る
緊

急
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
生
活
保
護
を
め
ぐ
る
状
況
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
、
厚
生
労
働
大
臣
が
食
費
等
に

充
て
る
生
活
扶
助
の
引
き
下
げ
を
10
月
か
ら

実
施
す
る
と
告
示
し
た
。
こ
う
し
た
も
と
で

酷
暑
の
今
年
の
夏
は
エ
ア
コ
ン
使
用
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
活
保
護
世
帯

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、
本
年

４
月
以
降
に
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に

上
限
５
万
円
の
エ
ア
コ
ン
等
の
購
入
費
と
設

置
費
の
支
給
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
本
年
３
月
以
前
に
生
活
保
護
開
始
の
方

は
対
象
外
。
そ
う
い
う
方
の
相
談
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
貸
付
金
の
利
用
を
案
内
し
て
い

る
。
市
独
自
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　
当
然
、
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、
必
要

と
す
る
全
て
の
生
活
保
護
世
帯
を
初
め
、
低

所
得
世
帯
に
も
補
助
す
べ
き
と
考
え
る
。
早

急
に
市
独
自
の
補
助
の
検
討
と
国
へ
の
さ
ら

な
る
補
助
の
要
請
を
強
く
要
望
す
る
。

《
当
市
の
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
の
存
続
を
願

う
市
民
の
会
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
日
本
共

産
党
か
ら
市
民
プ
ー
ル
の
継
続
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
、
西
浦
の
市

民
プ
ー
ル
の
今
後
の
対
応
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
設
置
す
る
プ
ー
ル
、
来
年
夏
の
「
市

民
プ
ー
ル
」
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
西
浦
に
あ
る
市
民
プ
ー
ル
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
廃
止
し
、
こ
れ
に
代
わ
り

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
新
た
な
市
民
プ
ー
ル

を
整
備
す
る
。
第
１
期
整
備
は
来
年
６
月
完

成
予
定
。
管
理
棟
、
歩
道
整
備
、
放
置
自
転

車
置
き
場
の
移
設
を
行
う
。
第
２
期
整
備
は

プ
ー
ル
施
設
の
整
備
を
行
う
が
具
体
的
内
容

は
現
在
、
検
討
し
て
い
る
。
来
年
夏
は
旧

埴
生
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
活
用
を
考
え
て
お

り
、
学
校
プ
ー
ル
開
放
と
い
う
形
で
暫
定
的

な
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
無
料
で
一
般
開
放
を

８
月
の
間
を
考
え
て
い
る
。
東
地
区
の
プ
ー

ル
の
一
般
開
放
予
定
の
学
校
は
駒
ヶ
谷
、
西

浦
東
、
西
浦
小
学
校
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
改
修
の
要
望

に
対
し
、
事
業
廃
止
は
市
政
運
営
の
失
敗
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
学
校
と
の
併
用
で

は
な
く
独
自
の
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
、
屋
内

型
で
一
年
中
利
用
で
き
る
、
よ
り
よ
い
市
民

プ
ー
ル
を
強
く
要
望
す
る
。

《
府
営
古
市
住
宅
に
つ
い
て
》

●
質
問　

7
月
に
第
１
期
の
入
居
が
行
わ

れ
、
建
設
戸
数
は
当
初
あ
っ
た
約
７
０
０
戸

か
ら
４
８
５
戸
に
な
り
、
最
終
入
居
ま
で
現

在
か
ら
あ
と
約
７
年
。
７
月
府
の
説
明
会
を

踏
ま
え
、
工
事
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
計
画
、

住
民
要
望
の
把
握
と
対
応
、
下
開
保
育
園
の

建
て
か
え
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
第
１
期
工
区
３
棟
１
２
５
戸
は
７

月
１
日
か
ら
入
居
開
始
。
第
２
期
の
４
棟

１
６
２
戸
は
2
0
2
0
年
度
末
頃
、
第
３

期
の
２
棟
96
戸
は
2
0
2
3
年
夏
頃
、
第

４
期
の
２
棟
１
０
２
戸
は
2
0
2
5
年
度

末
頃
の
入
居
開
始
を
予
定
。
住
民
要
望
の

対
応
は
本
市
が
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

引
っ
越
し
費
用
は
国
の
基
準
に
基
づ
き
１

世
帯
あ
た
り
17
万
６
千
円
を
補
償
し
て
い

る
か
ら
増
額
は
難
し
い
。
下
開
保
育
園
も
、

他
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
と
同
様
に
全

体
の
方
向
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　
大
阪
府
に
、
引
っ
越
し
費
用
の
増

額
、
工
事
の
早
期
実
施
、
約
７
０
０
戸
の
当

初
の
建
設
戸
数
の
確
保
は
最
終
地
の
土
地
の

活
用
も
含
め
て
、
早
急
に
要
請
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。
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上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
の
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
北
部
地
震
ク
ラ
ス
が
羽
曳
野

市
付
近
を
震
源
地
と
し
て
発
生
し
た
場
合
、

当
市
の
公
共
施
設
で
倒
壊
や
損
傷
の
可
能
性

が
あ
る
も
の
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
具
体
的
に
は
市
役
所
本
館
・
市
民

会
館
・
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市
民
体
育
館
・

恵
我
之
荘
幼
稚
園
・
古
市
南
幼
稚
園
・
高
鷲

幼
稚
園
・
丹
比
幼
稚
園
・
白
鳥
幼
稚
園
・
島

泉
保
育
園
・
向
野
住
宅
・
向
野
西
住
宅
・
向

野
東
住
宅
・
向
野
南
住
宅
・
向
野
北
住
宅
と

な
る
。

●
質
問　
小
・
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
今

後
の
対
応
策
や
対
応
時
期
は
。

●
答
弁
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
、
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
工
事
を
実
施
す
る
。
小
学
校
は
、

古
市
・
高
鷲
・
羽
曳
が
丘
・
高
鷲
北
の
４
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
周
囲
、
白
鳥
小
学
校
は
プ

ー
ル
の
周
囲
と
南
側
通
用
門
付
近
を
改
修
す

る
。
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
は
、

誉
田
中
学
校
の
体
育
館
東
側
国
道
沿
い
と
学

校
南
西
の
東
高
野
街
道
沿
い
、
高
鷲
南
中
学

校
の
北
東
角
の
裏
門
付
近
、
は
び
き
の
埴
生

学
園
の
西
門
か
ら
南
側
付
近
を
改
修
す
る
。

工
事
の
完
了
時
期
は
、
10
月
１
日
契
約
予
定

で
12
月
21
日
ま
で
の
工
事
期
間
を
予
定
し
て

い
る
。

●
質
問　
例
え
ば
白
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

校
庭
敷
地
外
に
あ
る
が
、
フ
ェ
ン
ス
で
は
盗

撮
等
も
可
能
で
あ
り
、
保
護
者
や
子
ど
も
た

ち
が
不
安
を
抱
か
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
プ
ー
ル
期
間
中
、
外
部
か
ら
の
目

隠
し
と
な
り
、
通
気
性
の
あ
る
シ
ー
ト
を
設

置
す
る
と
い
う
対
応
を
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
最
近
の
自
然
災
害
の
状
況
を
考
え

れ
ば
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
別
に
、
危

険
性
の
あ
る
公
共
施
設
を
更
新
し
て
い
く
の

か
、
耐
震
化
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
は
他
の

方
法
を
選
択
す
る
の
か
、
答
え
を
出
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

●
市
長
　
市
を
預
か
る
市
長
と
し
て
、
今
、

こ
の
時
期
に
施
設
の
改
修
が
必
要
と
判
断
し

た
が
、
議
会
に
諮
り
、
最
優
先
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

●
要
望　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
撤
去
に
関
し
て

は
、
白
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
問
題
が
あ

り
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
で
、
目
隠
し
は
シ
ー

ト
で
覆
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
シ
ー
ト

も
「
竹
内
街
道
」
や
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
」
を
印
刷
し
た
も
の
を
使
え
ば
、
地
域
の

方
も
歴
史
的
な
も
の
に
愛
着
を
感
じ
る
と
思

う
た
め
、
創
意
工
夫
を
願
う
。
そ
し
て
、
危

険
性
の
あ
る
建
物
に
関
し
て
は
、
議
会
に
諮

り
、
皆
で
進
め
る
こ
と
を
願
う
。

《
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
つ
い
て
》

●
質
問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
課
税
対
象
に
な

る
条
件
は
。

●
答
弁
　
個
人
設
置
は
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

で
個
人
事
業
主
ま
た
は
法
人
の
設
置
は
出
力

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
償
却
資
産
の
課
税
対
象

と
な
る
。

●
質
問　
家
屋
に
設
置
さ
れ
る
平
均
的
な
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
減
価
償
却
期
間
は
。

●
答
弁
　
法
定
耐
用
年
数
は
17
年
。

●
質
問　
売
電
に
よ
る
所
得
税
は
。

●
答
弁
　
売
電
に
よ
る
雑
所
得
が
年
間
20
万

円
を
超
え
る
場
合
、
課
税
対
象
と
る
。

●
質
問　
市
の
裁
量
権
で
減
免
な
ど
の
制
度

は
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
特
に
減
免
の
規
定
は
な
い
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
の
夏
に
発
災
し
た
災
害
を
踏
ま

え
、
次
な
る
自
然
災
害
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
質
問
す
る
。
地
域
防
災
計
画
で
は

府
の
被
害
想
定
や
復
旧
想
定
に
基
づ
い
て
、

発
災
後
の
対
応
や
備
蓄
量
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
大
阪
北
部
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
被
害
や
復
旧
実
績
を
考
え
れ
ば
、
見

直
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

●
答
弁
　
市
で
行
っ
て
い
る
上
水
道
事
業
の

計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な
い
。
事
業

者
が
実
施
し
て
い
る
電
力
及
び
ガ
ス
に
つ
い

て
も
、
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
行
う
予
定

は
な
い
。
ま
た
、
備
蓄
に
つ
い
て
も
、
府
に

よ
る
調
査
結
果
及
び
大
阪
府
域
救
援
物
資
対

策
協
議
会
の
方
針
に
基
づ
き
確
保
に
努
め
て

お
り
、
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な
い
。

●
質
問　
市
民
防
災
力
を
強
化
す
る
に
は
、

最
大
で
も
小
学
校
区
ご
と
で
、
地
形
や
特
性

に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
災
害
を
理
解
し
た
上

で
の
地
区
防
災
計
画
作
り
が
有
益
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
自
助
・
共
助
を
実
現
す
る

に
は
、
そ
れ
を
求
め
る
過
程
で
資
機
材
を
地

域
に
配
備
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
地
区
防
災
計
画
制
度
は
、
本
市
の

地
域
防
災
計
画
で
は
平
成
28
年
の
改
定
に
お

い
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
地
域
と
行
政
そ
の

他
の
機
関
や
団
体
と
の
連
携
強
化
の
面
か
ら

も
意
義
の
あ
る
も
の
と
認
識
す
る
。
資
機
材

に
つ
い
て
は
、
つ
る
は
し
、
ス
コ
ッ
プ
、
バ

ー
ル
な
ど
の
資
機
材
を
市
内
の
自
主
防
災
組

織
へ
の
配
備
を
行
っ
て
い
る
。

●
意
見　
台
風
21
号
で
の
長
時
間
の
停
電
、
北

海
道
で
は
起
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
も
起
こ
っ
た
。
私
た
ち
は
現
在
進
行

形
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
外
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
計
画
を
見
直
す

考
え
は
な
い
と
さ
れ
た
が
、
明
ら
か
に
復
旧

が
長
期
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
、
上

位
計
画
が
こ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
対
策
を
講

じ
な
い
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
南

海
ト
ラ
フ
の
場
合
は
羽
曳
野
に
は
支
援
も
救

援
も
十
分
に
は
届
か
な
い
こ
と
を
想
定
す
べ

き
。
箕
面
市
で
は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

を
活
用
し
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
方
式
で
行
い
、
大
阪
北
部
地
震
で

は
そ
の
効
果
を
発
揮
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
の

で
大
型
の
コ
ン
ロ
や
大
鍋
を
準
備
し
て
お
け

ば
、
炊
き
出
し
や
、
避
難
所
を
明
る
く
す
る
こ

と
も
で
き
、
こ
う
し
た
発
想
が
必
要
。
私
自

身
も
こ
の
夏
に
岡
山
と
広
島
で
経
験
す
る
ま

で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
少
々
大
き

い
バ
ー
ル
で
は
、
柱
と
梁
を
つ
な
ぐ
か
す
が

い
は
抜
け
ず
、
宙
に
浮
い
た
四
寸
柱
を
切
断

す
る
に
も
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
す
れ
ば
、
実
際
に
必
要
な
も
の

は
何
か
が
見
え
て
く
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
、

テ
コ
に
し
て
も
耐
え
ら
れ
る
大
き
な
バ
ー
ル

や
ハ
ン
マ
ー
も
必
要
。
小
さ
な
消
費
電
力
で

大
き
な
明
る
さ
を
得
ら
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
も
商
品

化
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
を
配
備
し
、

行
政
の
本
気
度
を
見
せ
る
こ
と
が
、
市
民
に

共
助
の
重
要
性
を
理
解
さ
れ
る
き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
富
田
林
警
察
署
か
ら
の
容
疑
者
逃
走
事
案

に
つ
い
て

●
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
控
え
、
海
外
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
進
展
を
見
据
え
た
認
識

と
支
援
策
に
つ
い
て
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渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
発
達
過
程
で
の
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
へ

の
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
乳
幼
児
健
診
の
受
診
後
の
フ
ォ
ロ

ー
教
室
の
継
続
が
多
い
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
目
的
と
利

用
状
況
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
保
護
者
が
育
て
に
く
さ
や
不
安
を

解
消
さ
れ
な
い
場
合
や
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
療
育
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て

も
定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
に
も
、
フ
ォ
ロ

ー
教
室
は
継
続
利
用
と
な
る
。
ま
た
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
学
童
期
に
あ
る
障

害
児
支
援
と
し
て
、
生
活
能
力
向
上
や
放
課

後
の
居
場
所
づ
く
り
も
役
割
の
１
つ
で
、
約

２
０
０
名
が
利
用
し
て
い
る
。

●
要
望　

フ
ォ
ロ
ー
教
室
後
の
支
援
と
し

て
、
専
門
的
な
療
育
の
受
け
入
れ
枠
の
確
保

と
集
団
保
育
受
け
入
れ
制
度
の
創
設
、
ま
た

そ
の
際
の
適
切
な
集
団
や
人
員
の
確
保
を
求

め
る
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
12
年

間
も
継
続
的
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
た

め
、
子
ど
も
の
発
達
が
保
障
で
き
る
人
員
基

準
や
報
酬
の
改
善
が
さ
れ
る
よ
う
国
に
声
を

上
げ
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

《
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
》

●
質
問　
日
本
の
家
庭
分
野
で
の
社
会
的
支

出
は
極
め
て
低
く
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は

13
．
９
％
、
７
人
に
１
人
が
貧
困
ラ
イ
ン
を

下
回
っ
て
い
る
。
当
市
で
の
就
学
援
助
者
数

と
入
学
援
助
金
の
入
学
前
支
給
、
ま
た
、
中

学
校
の
給
食
費
と
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
費
目
を

拡
充
で
き
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
学
校
の
歯

科
健
診
の
治
療
完
了
報
告
の
割
合
は
。

●
答
弁
　
就
学
援
助
者
数
は
、
小
学
校

７
０
５
名
、
中
学
校
４
６
７
名
で
14
％
。
援

助
費
目
の
入
学
援
助
金
は
４
月
１
日
の
在
籍

確
認
後
の
４
月
支
給
と
し
て
い
る
。
中
学
校

給
食
費
は
選
択
制
な
の
で
費
目
か
ら
外
し
て

お
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
は
支
給
し
て
い
な
い
。

歯
科
健
診
の
治
療
完
了
報
告
の
割
合
は
、
中

学
校
で
27
％
、
小
学
校
で
53
％
、
全
体
で

44
％
で
あ
る
。

●
要
望　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
入
学
準

備
が
で
き
る
よ
う
入
学
援
助
金
は
入
学
前
に
、

ま
た
、
中
学
校
給
食
は
全
員
給
食
に
し
て
ク

ラ
ブ
活
動
費
と
と
も
に
費
目
に
加
え
る
よ
う

要
望
。
歯
科
健
診
の
治
療
完
了
報
告
が
半
数

に
も
満
た
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
実
態
か
ら
み

て
も
、
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
、

高
校
生
ま
で
医
療
費
補
助
を
拡
充
し
、
窓
口

負
担
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
災
害
対
策
と
避
難
所
に
つ
い
て
》

●
質
問　
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
率
と
安
全

確
認
す
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
診
断

補
助
制
度
の
検
討
は
し
て
い
な
い
の
か
。
ま

た
、
羽
曳
が
丘
小
学
校
の
備
蓄
品
は
。

●
答
弁
　
耐
震
化
率
は
、
木
造
建
築
は
84
％
、

共
同
住
宅
は
87
．
４
％
、
耐
震
改
修
工
事
や

除
去
補
助
制
度
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
診
断
の

制
度
は
な
い
が
、
撤
去
工
事
の
補
助
制
度
創

設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
羽
曳
が
丘
小
学
校

の
備
蓄
品
は
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
型
ト
イ
レ
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、テ
ン
ト
、

生
理
用
品
や
紙
お
む
つ
な
ど
。

●
要
望　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
含
め
た
建
築
確
認

で
安
全
性
を
担
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
１
人
２
畳
分
の
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
避
難
所
と
な
る
学
校
で
の

自
校
方
式
の
給
食
を
求
め
る
。

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
公
共
施
設
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
交
通
の
不
便
な
地
へ
の
停
留
所

の
設
置
や
、
リ
フ
ト
つ
き
バ
ス
の
導
入
に
つ

い
て
。
②
民
間
の
バ
ス
会
社
に
廃
止
路
線
の

再
運
行
を
要
望
す
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
バ
ス
の
乗
客
数
や
利
用
が
不
便

な
地
域
で
あ
る
場
合
は
、
他
地
域
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
て
見
直
し
を
行
う
。
運
行
に

は
安
全
に
走
行
で
き
る
道
幅
が
必
要
で
あ
り
、

停
留
所
も
他
の
通
過
交
通
の
渋
滞
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
場
所
を
選

定
。
リ
フ
ト
付
き
は
乗
客
定
員
数
が
減
少
し
、

リ
フ
ト
操
作
時
の
安
全
確
保
を
図
る
に
は
、

バ
ス
停
も
限
定
さ
れ
る
。
折
り
畳
み
式
の
車

椅
子
の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
付
き
添
い
者

の
介
助
に
よ
り
可
能
な
限
り
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
②
バ
ス
事
業
所
や
近
畿
運
輸
局
、

地
方
公
共
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
大
阪

府
乗
合
バ
ス
地
域
協
議
会
で
意
見
や
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

●
要
望　
市
民
の
皆
様
の
意
見
・
要
望
を
よ

く
聞
き
、
解
決
方
法
の
検
討
を
要
望
す
る
。

《
部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て
》

●
質
問　
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
部
活
動

指
導
員
の
採
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
部
活
動
指
導
員
を
配
置
し
た
市
町

村
に
対
し
て
、
国
・
府
よ
り
合
わ
せ
て
補
助

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
勤
務
条
件
や
そ
の
他

就
業
等
に
関
し
て
遵
守
す
べ
き
事
項
が
細
か

く
決
め
ら
れ
、
課
題
も
あ
り
、
募
集
を
か
け

て
も
人
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
導
入
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
研
究
を

重
ね
て
い
く
と
同
時
に
、
従
前
よ
り
市
独
自

で
実
施
し
て
い
る
、
部
活
動
外
部
指
導
者
制

度
を
よ
り
充
実
し
て
行
き
た
い
。

●
要
望　
競
技
人
口
の
多
い
種
目
や
多
く
の

中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
部
活
動
な
ど
を

選
定
し
て
導
入
を
要
望
す
る
。

《
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
内
閣
府
が
公
表
し
て
い
る
避
難

所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
当
市
の
避

難
所
運
営
と
は
。
②
学
校
園
に
お
け
る
生
徒・

児
童
の
た
め
の
備
蓄
品
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
①
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
ま
ず
行
政
の
担
当
者
が
行
う
、
開
場
、

初
動
対
応
か
ら
避
難
所
運
営
ま
で
の
全
体
の

流
れ
や
業
務
に
つ
い
て
、
そ
し
て
避
難
生
活

が
長
期
化
し
、
被
災
者
主
体
の
避
難
所
運
営

に
移
行
し
た
場
合
の
体
制
づ
く
り
や
担
当
業

務
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
。

発
災
直
後
は
混
乱
期
で
あ
り
、
市
の
職
員
が

主
体
と
な
り
施
設
管
理
者
や
町
会
、
自
主
防

災
組
織
と
協
力
し
て
避
難
所
生
活
を
支
援
す

る
。
そ
の
後
落
ち
着
い
た
段
階
で
、
避
難
者

が
主
体
と
な
っ
て
避
難
所
運
営
委
員
会
を
設

置
し
、
代
表
者
等
を
避
難
者
の
総
意
に
よ

り
選
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
②
災
害
時

個
人
用
備
蓄
品
ス
ク
ー
ル
パ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
保
存
場
所
等
の
課
題
も
あ
る
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
有
し
、
常
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生

徒
も
い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
研
究

し
た
い
。

●
要
望　
避
難
所
の
責
任
者
等
は
役
割
の
徹

底
、
訓
練
、
避
難
所
ご
と
の
自
主
的
な
運
営

が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
で
中
心
と

な
る
防
災
士
等
が
必
要
。
市
の
助
成
が
あ
れ

ば
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
や
す
く
な
る
。

地
元
の
防
災
士
の
増
員
の
た
め
に
も
、
助
成

金
の
検
討
を
要
望
す
る
。
避
難
所
の
情
報
を

ご
存
じ
で
な
い
方
の
た
め
に
、
市
や
地
域
で

避
難
所
開
設
の
案
内
を
広
報
車
等
で
告
知
す

る
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
介
護
保
険
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
今
年
４
月
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
強
化
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
保
険
者

機
能
交
付
金
獲
得
の
評
価
指
標
と
な
り
、
利

用
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
抑
制
に
な
ら

な
い
か
。
②
要
支
援
１
、２
の
通
所
・
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
総
合
事
業
に
移
行
し

た
が
、
利
用
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
シ
ス
テ
ム
評
価
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援

の
専
門
員
で
あ
る
主
任
介
護
支
援
員
、
社
会

福
祉
士
、
保
健
師
の
３
職
種
に
あ
と
８
人
必

要
だ
が
人
員
確
保
は
。

●
答
弁
　
①
交
付
金
は
取
り
組
み
の
結
果
が

評
価
さ
れ
る
に
し
て
も
、
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

と
受
け
止
め
、
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
が
市
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
②
通
所・

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
も
９
割
以
上
が
現
行

相
当
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
、
今
後
は
迅
速
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
で
き
る
こ
と
を
周
知
し
て
い

く
。
③
専
門
職
の
必
要
人
員
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

以
外
の
職
員
と
連
携
し
、
課
題
へ
総
合
的
に

取
り
組
む
。

●
要
望　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
さ

ら
な
る
負
担
増
、
介
護
の
取
り
上
げ
が
進

ん
で
い
る
が
、
当
市
で
は
総
合
事
業
移
行

後
も
、
必
要
な
方
に
は
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
要
介
護

認
定
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
阻
害
す
る
こ
と

な
く
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
と
、
交

付
金
獲
得
の
た
め
に
介
護
予
防
利
用
抑
制

に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
は
専
門
職
の

人
員
確
保
を
要
望
す
る
。

《
就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
来
年
か
ら
高
鷲
北
幼
稚
園
も
含

め
全
て
の
幼
稚
園
で
３
歳
児
保
育
を
実
施
す

べ
き
だ
が
考
え
は
。
②
現
時
点
で
の
待
機
児

童
数
と
来
年
度
の
待
機
児
童
対
策
は
。

●
答
弁
　
①
幼
稚
園
児
の
３
歳
児
保
育
の

ニ
ー
ズ
は
高
い
と
認
識
し
、
実
施
は
全
体

構
想
と
合
わ
せ
検
討
。
②
８
月
末
時
点
で

入
園
で
き
て
い
な
い
児
童
数
は
１
０
３
人
。

2
0
2
1
年
ま
で
に
民
間
園
の
建
て
替
え
な

ど
で
70
人
の
定
員
増
を
確
保
し
、
さ
ら
に
定

員
の
弾
力
的
な
運
用
を
図
り
、
保
育
需
要
に

対
応
し
待
機
児
童
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

●
質
問　
今
後
の
全
体
構
想
は
い
つ
示
さ
れ

る
の
か
。

●
市
長
　
全
体
構
想
に
つ
い
て
は
今
議
会
で

示
し
て
い
く

●
要
望　
人
口
減
少
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
子
育
て
支
援
の
充
実
は
大
き
な

カ
ギ
で
あ
る
。
施
設
は
長
寿
命
化
を
図
り
３

歳
児
保
育
を
す
べ
て
の
幼
稚
園
で
実
施
し
て

い
く
こ
と
。
ま
た
島
泉
保
育
園
を
活
用
し
な

が
ら
、
０
歳
児
か
ら
の
保
育
を
公
立
園
で
市

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
。
全
体

構
想
は
利
用
者
・
関
係
者
・
地
域
の
声
を
十

分
聞
き
、
生
か
し
て
進
め
る
こ
と
。

《「
し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
」
つ
い
て
》

●
質
問　
西
部
地
域
で
毎
年
短
期
間
で
は
あ

る
が
「
し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
」
で
水
が
流

さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
水
が
流
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
と
今
後
の
予
定
は
。

●
答
弁
　
今
年
流
水
出
来
な
か
っ
た
の
は
、

今
年
３
月
の
暴
風
で
電
源
盤
ご
と
破
損
し
、

流
水
施
設
が
使
用
不
可
と
な
っ
た
た
め
で
あ

る
が
、
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
や
衛
生
面
、
何

よ
り
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た
結
果
、
施
設

の
再
稼
働
は
困
難
と
考
え
中
止
を
決
定
し
た
。

●
要
望　
地
域
要
望
の
強
い
、
憩
え
る
場
所

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
費
用

対
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
全
面
改
修
し
て
、

名
実
と
も
に
「
し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
」
と

言
え
る
施
設
に
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
金
銅
　
宏
親

常
任
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
◎
金
銅
　
宏
親
　
　
○
渡
辺
　
真
千

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
竹
本
　
真
琴

　
　
　
笹
井
　
喜
世
子
　
　
松
井
　
康
夫

　
◇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
◎
松
村
　
尚
子
　
　
○
百
谷
　
孝
浩

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
　
　
広
瀬
　
公
代
　
　
　
上
薮
　
弘
治

　
◇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
◎
今
井
　
利
三
　
　
○
通
堂
　
義
弘

　
　
　
花
川
　
雅
昭
　
　
　
若
林
　
信
一

　
　
　
田
仲
　
基
一
　
　
　
黒
川
　 

実

議
会
運
営
委
員
会
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

　
　
◎
笹
井
　
喜
世
子
　
○
上
薮
　
弘
治

　
　
　
通
堂
　
義
弘
　
　
　
花
川
　
雅
昭

　
　
　
若
林
　
信
一
　
　
　
田
仲
　
基
一

　
　
　
黒
川
　
実

今
回
の
役
員
選
出
に
伴
う
補
欠
委
員

特
別
委
員
会
（
○
副
委
員
長
）

　
◇
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
◇
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

　
　
　
外
園
　
康
裕

　
◇
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　
田
仲
　
基
一

　
◇
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
　
〇
今
井
　
利
三
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
◇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
外
園
　
康
裕

　
◇
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産

　
　
登
録
特
別
委
員
会

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
上
薮
　
弘
治

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
〇
上
薮
　
弘
治

議
会
選
出
組
合
議
会

　
◇
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議
会

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
上
薮
　
弘
治

議
会
選
出
各
種
委
員

　
◇
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
外
園
　
康
裕
　
　
　
上
薮
　
弘
治

　
◇
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病
診
療
所

　
　
運
営
委
員
会

　
　
　
外
園
　
康
裕

　
◇
羽
曳
野
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

　
　
　
田
仲
　
基
一

　
◇
羽
曳
野
市
住
居
表
示
審
議
会

　
　
　
樽
井
　
佳
代
子

　
◇
羽
曳
野
市
介
護
保
険
等
推
進
協
議
会

　
　
　
外
園
　
康
裕

　
◇
羽
曳
野
市
民
生
委
員
推
薦
会

　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
羽
曳
野
市
表
彰
審
査
委
員
会

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
　
竹
本
　
真
琴

　
◇
羽
曳
野
市
障
害
者
施
策
推
進
審
議
会

　
　
　
松
村
　
尚
子

　
◇
羽
曳
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議

　
　
　
笠
原
　
由
美
子
　
　
　
竹
本
　
真
琴
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委
員
長　
松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た

４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
】

　
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等
評
価
で
き
る
部
分

も
あ
る
が
、
国
保
料
の
値
上
げ
や
、
実
質
的
な
待

機
児
童
の
解
消
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
苦
し
い

市
民
生
活
や
、
働
く
若
者
を
応
援
す
る
よ
う
な
決

算
に
な
っ
て
い
な
い
、
な
ど
と
し
て
、
不
認
定
と

す
る
者
１
名
。
一
方
、
限
ら
れ
た
財
源
で
事
業
の

選
択
と
集
中
を
考
え
抜
い
た
決
算
で
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
も
、
実
質
収
支
は

黒
字
を
計
上
し
て
お
り
、
特
に
問
題
と
な
る
点
が

な
く
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
、
認
定
と
す
る
者

４
名
の
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
特
に
問
題
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
適
正
な
執
行

を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
こ
ち
ら
も
特
に
問
題
は
な
く
、
健
全
・
堅
実
な

運
用
、
事
業
の
推
進
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）】

　
財
政
調
整
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
民
要
望

の
強
い
も
の
に
充
て
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

委
員
長　
今
井
利
三　
　
　
　
　

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け
た

委
員
長　
通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

　
建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た
４

件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳

「
８
月
８
日
付
け
で
出
さ
れ
た
大
阪
府
知
事
の

裁
決
書
に
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
決
議
」

に
つ
い
て

　
平
成
30
年
５
月
22
日
の
臨
時
会
で
百
谷
孝
浩
氏

は
議
員
失
職
し
た
。

　
こ
の
決
定
は
、
当
市
議
会
で
慎
重
に
議
論
を
重

ね
て
検
証
し
、
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
借
家
で
の

継
続
的
な
生
活
は
到
底
あ
り
え
な
い
と
の
結
論
に

達
し
、「
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
」
と
し
た
資
格
決

定
書
案
を
作
成
し
て
議
会
に
諮
り
、
出
席
議
員
全

員
の
賛
成
の
議
決
を
得
る
と
い
う
、
正
当
な
手
続

き
に
よ
り
資
格
決
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
百
谷
氏
は
当
市
議
会
の
決
定
を
不
服

と
し
て
、
大
阪
府
知
事
へ
審
査
請
求
を
行
っ
た
。

　
８
月
８
日
付
け
の
大
阪
府
知
事
の
裁
決
書
に
お

い
て
、
あ
る
程
度
の
疑
問
は
残
る
と
言
い
つ
つ
、

そ
の
事
実
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

「
本
件
申
立
て
に
係
る
決
定
を
取
り
消
す
。」
と
い

う
大
変
残
念
な
裁
決
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
百
谷
氏
は
失
職
し
た
５
月
22
日
ま

で
遡
り
復
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
当
市
議
会
は
大
阪
府
知
事
の
裁
決
に
は
納
得
で

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
計
画
的
な
下
水
道
整
備
事
業
の
実
施
と
積
極
的

な
耐
震
化
や
雨
水
対
策
な
ど
を
要
望
し
、
特
に
問

題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
】

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
確
実
な
給
水
な
ど

を
要
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
認
定
及
び
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

　
恵
我
ノ
荘
駅
前
に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
る
駅
前
広
場
が
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
道
路

の
整
備
な
ど
を
要
望
し
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も

な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
９
月
３
日
開
催
の

定
例
会
に
お
い
て
、「
８
月
８
日
付
け
で
出
さ
れ
た

大
阪
府
知
事
の
裁
決
書
に
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る

決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
大
阪
府
知
事
へ

提
出
し
た
。

４
件
の
報
告
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
法
定
外
繰
り
入
れ
等
に
よ
る
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
不
認
定
と
す

る
者
あ
り
。
一
方
、
健
全
な
事
業
運
営
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
き
め
細
や
か
な
窓
口
対
応

と
市
独
自
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
要
望
し
、
認

定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
と
蓄
場
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
な
ど
を
理
由
に
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一

方
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
安
心
、
安
全

な
施
設
の
維
持
等
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
多

数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
減
免
制
度
を
拡
充
し
て
、
保
険
料
や
利
用
料
の

軽
減
を
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
不
認
定

と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も

な
く
、
今
後
も
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
た
め
、

介
護
予
防
事
業
の
更
な
る
拡
充
を
要
望
し
、
認
定

と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

る
な
ど
を
理
由
に
不
認
定
と
す
る
者
あ
り
。
一
方
、

特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢

者
に
と
っ
て
「
住
み
や
す
い
町
」
で
あ
る
よ
う
、

ま
た
、
保
険
料
の
徴
収
率
が
向
上
す
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者

多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

今
年
は
大
き
な
災
害
が
続
き
、
特
に
９
月
初
め

の
台
風
21
号
に
よ
っ
て
、
当
市
で
も
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
台
風
被
害

に
よ
り
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
災
害
対
策
の
強
化
に
議
員
一
丸
と
な

っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
13
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
各
常
任
委
員
会
で
は
一

般
会
計
決
算
及
び
各
特
別
会
計
決
算
を
中
心
に
慎

重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
長
・
副
議
長
等
が
改
選
さ
れ
、

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
第
4
回
定
例
会
日
程

　

第
4
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
10
時
か
ら
で
す
。

11
月
29
日
㈭ 

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
6
日
㈭ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
7
日
㈮ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
10
日
㈪ 

予
備
日

12
月
13
日
㈭ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
14
日
㈮ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
18
日
㈫ 

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
21
日
㈮ 

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、こ
の
日
程
は
、議
事
等
の
都
合
に
よ
り
、

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

 

笹
井　
喜
世
子　
竹
本　
真
琴

　

 

通
堂　
義
弘　
　
百
谷　
孝
浩

　

 

花
川　
雅
昭　
　
広
瀬　
公
代

　

 

松
村　
尚
子




